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町 章 町 章 の 由 来

町制15周年を記念して一般から募集し、 昭 和 4 4 年 1 0 月  1 日

に 制 定 し ま し た 。

「久」の文字を近代感覚により図案化したもので、町民の融和

と団結を太い円で表わし、 さらに産業、文化など町勢の飛躍的発

展を飛鳥の姿で象徴しています。

久 御 山 町 住 民 意 章

〔前 文〕

わ た く し た ち は 、  美しい自然と歴史に恵まれて、 たゆみなく前進しっづけている久御山町の住

民です。 自然と調和した生活環境の中で、文化・教育の向上をはかり、平和で豊かな暮らしを営

む こ と が 、 わ た く し た ち み ん な の 願 い で す 。

わ た く し た ち は 、 き ょ う の 暮 ら し を み っ め 、 あ す の し あ わ せ を 築 く た め に 、 み ん な が 力 を あ わ

せ希望に満ちた、まちづくりを進めます。

わ た く し た ち は 、 こ の 憲 章 が 住 民 の 総 意 に も と づ い て 定 め ら れ た こ と を 喜 び 、 わ た く し た ち の

名 誉 に か け て 、 こ れ を 守 り ま す 。

〔本 文〕

◆ わ た く し た ち は 、 心 と か ら だ を き た え 、 健 康 で 明 る い 、 住 民 生 活 優 先 の ま ち づ く り を 進 め ま

し ょ う 。

◆ わ た く し た ち は 、 澄 ん だ 空 、 美 し い 川 、 花 と 緑 の 自 然 を 守 る た め 、 公 害 の 防 止 と 排 除 に 努 め

ま し ょ う 。

◆ わ た く し た ち は 、 お と し よ り や 不 白 由 な 人 を 大 切 に し 、 青 年 や 子 ど も た ち み ん な が 、 夢 と 希

望 の も て る 地 域 社 会 を っ く り ま し ょ う 。

◆ わ た く し た ち は 、 お 互 い に 助 け 合 い 、 手 を た ず さ え て 、 よ り よ い 環 境 と 健 全 な 家 庭 を 築 き ま

し ょ う 。

◆ わ た く し た ち は 、 心 か ら 平 和 を 愛 し 、 お 互 い の 人 権 を 尊 重 し て 、 暮 ら し を 高 め ま し ょ う 。

( 昭 和 5 0 年 3 月 制 定 )

町の木 「さざんか」 町の花 「 さ っ き 」  町の鳥 「 ケ リ 」

( 昭 和 4 7 年 3 月 制 定 )  ( 昭 和 4 7 年 3 月 制 定 )  (令和元年10月制定)



平 和 都 市 宣 言

〔宣言文〕

真の恒久平和は、 人類共通の念願である。

私 達 は 、 唯 一 の 核 被 爆 国 民 と し て 、 核 兵 器 の 恐 ろ し さ 、 被 爆 者 の

苦しみをかみしめ、 再び忌まわしい惨禍を繰り返させてはならない。

こ こ に 町 制 施 行 3 5 周 年 と 、  平成の輝かしい時代の到来にあたり、

わが久御山町は日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念を町民生活

の中に生かし、子々孫々に継承するため、 「平和都市」 で あ る こ と を

宣言する。

京都府久世郡久御山町 平成元年10月1日宣言

男女共同参画都市宣言

〔宣言文〕

宇治川・木津川の自然と 巨椋池の歴史に育まれるまち 久御山町

ひと ひと

私たちは 女と男が お互いの人権を尊重し 性別や世代をこえ

家庭に 地域に 職場に と も に 参 画 し  い き い き と 輝 き

あ す

心豊かに暮らせる 未来の くみやまをめざして 男女共同参画都市

で あ る こ と を 宣 言 し ま す

京都府久世郡久御山町 平 成 1 6 年 1 0 月  31 日宣言



久 御 山 町 の 概 要

( 1 ) 位  置

久 御 山 町 は 、 山 城 盆 地 の 南 西 部 、 束 経 1 3 5 度 4 4 分 6 秒 、 北 緯 3 4 度 5 2 分 4 5 秒

に位置し、北と西は京都市、東は宇治市、南は城陽市、南西は八幡市に隣接して

い る 。

町域の大部分は宇治川と木津川に囲まれた平坦な低地で、 南から北へ穏かに傾

斜 し て い る 。

人 口 は 、 1 5 , 4 7 1 人 、 7 , 3 3 9 世 帯 ( 令 和 5 年 5 月 1 日 現 在 ) で 面 積 1 3 . 8 6 k ㎡ 、 中

央部は工場・倉庫などの事業所、東部一円に住宅、西部は近郊野菜・野菜苗など

を生産する農場が広がっている。

( 2 ) 地  質

久御山町域を大別

す る と 、 中 央 部 以 南

一帯は木津川から流

出する花崗岩の石英

質細砂の沖積平野で

あ り 、 東 北 部 は 宇 治

川から流出した多量

の士砂の堆積によっ

て で き て い る 。

地 質 の ほ と ん ど は

上 層 部 か ら 砂 混 じ り

粘 士 ・ 粘 士 ・ 砂 ・ シ

ル ト  (細砂と粘士の

中 間 ) ・ 細 砂 ・ 中 粗 砂

な ど の 互 層 と な っ て

い る 。

久御山町の位置



( 3 ) 歴  史

「 巨 椋 の 入 江 響 ( と よ ) む な り 射 日 人 ( い め び と ) の 伏 見 が 田 井 に 雁 渡 る ら し 」

と 、  万葉の古歌に詠まれた巨椋池は、 その風光明媚な景勝を愛でて、 文人墨客の

往来がたえなかった。 巨椋池の沿岸に位置していた本町は、 巨椋池の豊富な資源

で 生 活 し 、 変 遷 と と も に 歩 ん で き た 。 古 く は そ の 巨 椋 池 南 辺 に 、 南 山 城 地 域 で 最

大規模の弥生集落を形成していたことが、 最近の発掘調査でわかってきており、

出土した土器や石器、 装 飾 品 な ど か ら 当 時 の 生 活 や 繁 栄 ぶ り を う か が い 知 る こ と

が で き る 。

その一方で、 三年に一度の収穫があればよいといわれるほど、 水害に見舞われ、

水 と の 闘 い に 明 け 暮 れ た 村 で も あ っ た 。  そ の よ う な な か で 住 民 は 多 く の 文 化 財 を

継 承 し た 。  重要文化財の雙栗神社本殿、称名寺の薬師如来坐像、 そして数々の平

安時代の古仏像は本町の誇りでもある。

江 戸 時 代 、 淀 藩 に 属 し た 御 牧 郷 1 3 ヵ 村 、 佐 山 村 他 5 ヵ 村 は 廃 藩 置 県 に よ り 、 明

治 4 年 1 1 月 に 京 都 府 管 下 と な っ た 。  そ し て 昭 和 2 8 年 9 月 の 台 風 1 3 号 に よ る 洪 水

は 巨 椋 池 干 拓 田 を 水 没 さ せ 、 農 作 物 ・ 家 屋 に 大 被 害 を 与 え た 。 被 害 の も っ と も 大

きかった御牧村・佐山村はその翌年10月1日に合併し、久御山町が誕生した。当

時の赤字再建団体に指定されていた本町は、 その後赤字解消にっとめ、 国 道 1 号

が開通した昭和41年ごろから町の様相が変わり始めた。 京 都 ・ 大 阪 間 の 恵 ま れ た

立地条件により工場や事業所が進出し、 それと同時に町東部を中心に住宅開発が

進 み 、 人 ロ も急増し始めた。

近年では、新しい巨椋池排水機場の供用開始により、本町の長年の悲願であった

治 水 面 で の 安 全 性 の 向 上 に 大 き く 寄 与 す る こ と に な っ た 。 ま た 、 本 町 内 に お け る

第 二 京 阪 道 路 や 京 滋 バ イ パ ス の 開 通 に よ り 、 町 の 様 相 が さ ら に 大 き く 変 貌 し た 。

平成22年には産業情報発信拠点であり、町内企業の連携拠点である「まちの駅ク

ロ ス ピ ア く み や ま 」  を オ ー プ ン し 、  産業を活性化する重要なシンボルとなってい

る 。 平 成 3 0 年 に 新 市 街 地 「 み な く る タ ウ ン 」 構 想 を 発 表 し 、 地 域 産 業 の 更 な る 発

展 等 を 目 指 し て お り 、 令 和 元 年 に は 「 く み や ま 夢 タ ワ ー 1 3 7 」 の ラ イ ト ア ッ プ を 開

始 し 、  町 内 全 方 位 か ら 視 認 で き る ラ ン ド マ ー ク と し て 町 の 魅 力 を 発 信 し て い る 。

空から見た久御山町
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1 教 育 委 員 会

(1) 事務局所在地

〒613 8585 京都府久世郡久御山町島田ミスノ38番地

学校教育課 ( 0 7 5 ) 6 3 1 9 9 7 4 / ( 0 7 7 4 ) 4 53917

生涯学習応援課(075 ) 631 9 9 8 0 / ( 0 7 7 4 ) 4 5 3918

F A X ( 0 7 5 ) 6 3 16129

( 2 ) 教 育 長

教育委員

E maii gakkvo@town. kumi

内 田  智 子

寺 井 恵 太 郎

豊 田  美 幸

阿 部  拓 児

田 ロ 賀 彦

( 令 和 5 年 4 月 1 日 現 在 )

shoga iOtown. kumi

ama. 1

ama. 1

(3) 教育委員会の組織及び運営

教育委員会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の定めるとこ

ろにより、学校その他の教育機関を管理し、学校の組織編成、教育課程、教科書

その他の教材の取扱い及び教育職員の身分に関する事務を行い、 ま た 、  生涯学習

その他の教育、 学術及び文化に関する事務を管理し、 執行するために、 都道府県

や市町村等に設置された合議体の執行機関である。

教育行政の責任体制を明確化するため、 平 成 2 7 年 4 月 1 日 に 同 法 律 の 一 部 が

改正され、 教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者として新教育長を置く

こ と と な り 、 議 会 同 意 を 得 て 町 長 が 任 命 す る こ と と な っ た 。

な お 、 本 改 正 に よ り 新 教 育 長 の 任 期 は 3 年 と さ れ た 。

教育委員会は、教育長と4人の委員で組織され、委員は人格が高潔で、教育、

学術及び文化に関し見識を有するものの中から議会の同意を得て町長が任命し、

任 期 は 4 年 で あ る 。

この教育委員会の職務権限に属する事務を具体的に処理し執行するための事

務 機 関 と し て 、  教育委員会に事務局が設置されている。



2 事 務 局 ・ 教 育 機 関

学 校 教 育 係

子 青 て 支 援 係

教 -1ii 機 関

生 涯 学 習 応 援 係

図 書 館

文 化 事 業 推 進 課

ス ポ ー ツ 振 與 課

総 務 課

教育委員会の教育長及び委員並びに会議に関すること。

教育財産の管1師に関すること。

総 合 教 育 会 議 に 関 す る こ と 。

教育に関する事務の点検及び評価に関すること。

児 -差量:生 徒 の 就 学 及 び 転 学 に 関 す る こ と 。

学 校 給 食 に 関 す る こ と 。

教育課程及び学;1l T' 指 導 に 関 す る こ と 。

学 校 安 全 ・ 保 健 に 関 す る こ と 。

就 学 前 教 育 の 振 興 に 関 す る こ と 。

認 定 こ ど も 園 の 施 設 及 び 設 備 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

認 定 こ ど も 園 の 運 営 に 関 す る こ と 。

園児の保健及び安全指導に関すること.

こ ど も l素

校

校

一園

3

1

3

教1111 相談室 1 室

社 会 教 育 委 員 に 関 す る こ と 。

成 人 ・ 青 少 年 ・ 人 権 ・ 障 害 者 及 び 家 庭 教 育 に 関 す る こ と 。

放 課 後 児 童 健 全 育 成 に 関 す る こ と 。

文 化 財 保 護 に 関 す る こ と 。

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 に 関 す る こ と 。

体 育 ・ ス ポ ー ツ の 振 興 に 関 す る こ と 。

社 会 教 育 施 設 等 の 整 備 計 画 に 関 す る こ と 。

社 会 数 育 関 係 団 体 に 関 す る こ と 。

ゆ う ホ ー ル の 管 理 運 営 に 関 す る こ と 。

文 化 事 業 の 企 画 ・ 実 施 に 関 す る こ と 。

総 合 休 育 館 ・ 田 J 民 プ ー ル の 管 理 連 営 に 関 す る こ と 。

屋 外 運 動 施 設 の 貸 出 し に 関 す る こ と 。

ス ポ ー ツ 事 業 の 企 画 ・ 実 施 に 関 す る こ と 。

事業計画、 予算及び事業報告、 決 算 に 関 す る こ と 。

理 事 会 ・ 評 議 員 会 及 び 監 査 に 関 す る こ と .
の に



事 務 局 職 員 数

( 令 和 5 年 4 月 1 日 現 在 )=所 属 種 別

管 理 職 事務職員 技能職員 計
会計年度任用職員

一般 補助

教 育 長 1 1

教 育 次 長 1 1

学 校 教 育 課 4 4 8 14 6

小 中 学 校 2 2 12 19

こ ど も 園 7 31 5 43 32 104

生 涯 学 習 応 援 課 2 3 5 9 21

図 書 館 1 1 2 2 3

合 計 16 39 7 62 69 153

il



3 人ロ ・世帯数の推移

(各年10月1日現在)

K 世帯数
人 口 (人) 人 ロの

増 減
人 ロの

増減率(%)
一世帯当た

りの人ロ 人口密度 備 考
総数 男 女

63

平成元

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

令和元

2

3

4

5 8 6 4

5 8 3 2

5,884

5 9 4 2

6,020

6 0 9 8

6,036

6 0 8 2

6 0 8 71

6 1 0 4

6 2 3 0

6 2 9 71

6 2 9 1

6,329

6,277

6,375

6,450

6 5 3 0

6 6 2 1

6,703

6,770

6,805

6,801

6,788

6 7 4 0

6,778

6 7 8 9

6 8 6 5

6 8 8 4

6 9 5 6

7 0 4 5l

7 1 0 7l

7 1 4 9

7 1 5 6l

7 2 8 5

1 9 0 4 5

1 8 9 1 8

18,883

18956

18,979

18,885

18,590

18522

1 8 3 5 51

18220

18137

179841

1 7 8 1 3

1 7 6 6 41

17,387

17,252

17,190

1 7 2 0 2

17152

17,141

17,111

16,983

16,782

16,681

16583

16,540

1 6 3 6 9

16383

16264

1 6 1 6 7

1 6 1 3 0l

1 5 9 7 71

1 5 7 8 4l

155711

1 5 5 2 1

9 7 2 9

9 6 5 0

9,612

9 6 6 2

9,644

9 5 9 9

9,453

9 4 1 9

9 3 2 71

9 2 3 7

9 1 8 8

9 0 8 11

8 9 9 1

8,910

8,749

8,683

8,614

8 5 7 3

8 5 4 0

8,525

8,521

8,437

8 3 3 5

8,294

8 2 1 0

8,223

8 1 4 5

8 1 2 9

8 0 5 9

7 9 9 8

8 0 0 4

7 9 2 51

7 8 3 6

7 7 2 91

7 6 9 21

9 3 1 6

9 2 6 8

9,271

9 2 9 4

9,335

9 2 8 61

9,137

9 1 0 31

9,028

8 9 8 3

8 9 4 9

8 9 0 31

8 8 2 2

8 7 5 4

8,638

8 5 6 9

8,576

8 6 2 9

8 6 1 2

8,616

8,590

8,546

8,447

8,387

8 3 7 3

8,317

8 2 2 4

8 2 5 4

8 2 0 5

8 1 6 9

8 1 2 61

8 0 5 21

7 9 4 8

7 8 4 21

7 8 2 9

51

△ 127

△ 3 5

73

23

△ 9 4

△ 2 9 5

△ 6 8

△ 167

△ 1 3 5

△ 8 3

△ 153

△ 1 7 1

△ 149

△ 2 7 7

△ 135

△ 6 2

12

△ 5 0

△ 1 1

△ 3 0

△ 1 2 8

△ 2 0 1

△ 101

△ 9 8

△ 4 3

△ 1 7 1

14

△ 119

△ 9 7

△ 3 7

△ 1 5 3

△ 193

△ 2 1 3

△ 5 0

0 . 3

△ 0 . 7

△ 0 . 2

0. 4

0 .1

△ 0 . 5

△ 1 . 6

△ 0 . 4

△ 0 . 9

△ 0 . 7

△ 0 . 5

△ 0 . 8

△ 1 . 0

△ 0 . 8

△ 1 . 6

△ 0 . 8

△ 0 . 4

0 . 1

△ 0 . 3

△ 0 . 1

△ 0 . 2

△ 0 . 7

△ 1 . 2

△ 0 . 6

△ 0 . 6

△ 0 . 3

△ 1 . 0

0 . 1

△ 0 . 7

△ 0 . 6

△ 0 . 2

△ 0 . 9

△ 1 . 2

△ 1 . 3

△ 0 . 3

3.25

3.24

3.21

3 .19

3.15

3 .10

3.08

3.05

3 . 0 2

2.98

2 . 91

2.86

2.83

2.79

2.77

2.71

2.67

2 . 6 3

2.59

2.56

2 .53

2.50

2. 47

2.46

2.46

2 . 4 4

2.41

2 .39

2.36

2.32

2.29

2.25

2 .21

2.18

2.13

1 3 7 0

1 3 6 1

1,358

1 3 6 4

1,365

1,359

1,337

1 3 3 3

1,321

1 3 1 1

1 3 0 5

1 2 9 41

1 2 8 2

1 2 7 11

1,251

1,241

1,237

1 2 3 8

1 2 3 4

1,233

1,231

1,222

1,207

1,200

1 193

1,190

1 178

1 179

1 170

1 163

1 160

1,149

1 136

1,120

1,117

4



4 教 育 の 沿 革

年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

明 治 5 年

6 年

9 年

1,l'lf

20年

22年

29年

34年

36年

37年

41年

大正15年

昭 和 9 年

11年

15年

16年

20年

22年

23年

2,1年

25年

26年

〇学制発布
〇佐古小学校(佐古村善林寺)  - 御牧小
学 校 ( 北 川 顔 村 極 楽 寺 ) 開 校

〇佐言小学校現在地に校合新築開校
〇 御 收 小 学 校 ( 中 島 章 台 寺 境 内 ) に 移

転 、 中 島 校 と 称 す る

〇 中 島 t, 交 : 御 数 技' と 称 す る

〇町;f 、J制施行
〇大口本帝国意法発布

〇 御 牧 校 : 現 在 地 に 新 築 移 転

C) f1l,1古小学校:f/,1古尋常小学校と称する

〇 御 牧 校 ; 御 牧 号 '1常小学校と称する

〇 御 牧 尋 常 小 学 技 水 害 に よ り 1 簡 j1問休
校

〇 佐 古 尋 常 小 学 校 高 等 科 ( 2 箇 年 ) を 併

設 し 、  佐 ,1」 一4 常 高 等 小 学 校 と 改 称 す る

〇 佐口4常小学校農業キ南習学校付設

〇御牧尋常小学校校合改築

〇 佐 i 4 常 小 学 校 高 ノ等1科の修業年限を4

置 年 と す る

〇御牧4常小学校高等科を併設し、 御 牧
尋常高等小学校と改称する

〇 第 1 室 戸 台 風 に よ り 、  学校の倒壊等大
被害を受ける

〇国民学技令施行に伴い、 技名変更

〇第2次世界大戦終戰
〇GuQ口木教育制度に対する管理政策を
指合

〇教青基本法・学校基本法公布
〇地方自治法公布
〇 6 ・ 3 制 発 是

〇 ロ 本国意法施行

〇 しi重福一祉法公布

〇新制高等学校発足

〇全国PTA協議会結成総会

〇教育委員会法公布

() lrl都府教育委員会発是

〇教育公務員特例法公布

〇教職員免許法公布
〇社会教育法公布

〇文化財保護法公布

〇児童意章制定

〇京都府教育委員会山城地方事務局開局

〇 小 学 校 令 改 正 に よ り 尋 常 科 6 箇 年 、  高

等 科 2 箇 年 と な る

〇 佐 古 ・ 御 牧 校 下 に お い て 、 小 作 争 議 に

よ り 小 学 校 同 盟 体 校 に 入 り 、 寺 や 公 会 堂

に お い て 、  私設学校開設される

〇 御 牧 4f常高等小学校校合2階建3i東改

築 後 、 室 戸 -i:i風 に よ り 倒 壊 す る

〇御牧尋常高等小学校校舍新築

〇佐古・4常高等小学校言年訓系東所付設

〇 御 牧一11,常高等小学校:御牧国民学校と

花11する

〇 佐 古 4 常 高 等 小 学 校 : 佐 山 国 民 了 : 校 と
称する

〇 小 学 校 令 施 行 に 伴 い 、 御 牧 小 学 校 ・ fン,1
山小学校と改称
()11定中学校:久 t11:那i定町・御牧村・ fン,1山
村 事 務 組 合 立 と し て 、  御牧村島田提外の

元通イ言省航空機来員養成所跡の1棟に

あった淀実業青年'学校・淀実践女学校内
に併設開校

〇佐山保育所開所



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

〇 了 習 指 )11T 要領一般 編 を 改1f
〇義務教育費国庫負担法公布
〇京都府山城地方教青局に改称

27年

28年

29年

〇 ,11定中学校 久lu:部i定町大字際目小字古

川1番J也に校 '11i新築移転する
〇 台 風 1 3 号 に よ り 字 治 川 決 壊 、 ,l/,lll小学
校 校 合 浸 水 ・ 御 牧 小 学 校 校 合 天 井 ま で 水
投 、  莫大な被害を受ける

0J人御 山 町 立 御 牧 小 学 校 ・ 佐 山 小 学 校 と

改称

〇 淀 中 学 校 : i l i町久御山町事務組合立と
な る

〇 佐 山 ;f 、J ・ 御 牧 ,t、J合併によりノ久御山町1証
生

( 人 r1 6 , 5 5 8 人 ・ 世 '11i数 1 , 2 3 5 世 ;11i )

〇財政再建「111体にl旨定される
〇地方教育行政の系M織及び連営に関する
法律公布

〇幼稚園設置基準公布

〇久御山町教育委員任命(1o月1日)

〇道徳の実施要綱を通達

〇学校保健法公布

〇義務教育諾学校施設費・l庫自f日法公布

〇公立義務教育諾学校の学級編成及び教

職員定数の標準に関する法律公布、 小 ・

中学校学習指導要領t示

〇日本学校安全会法公;il i

〇公民館の設置及びi1l1営に関する基準公
布

〇小学校新数台課程全面実施

〇全国中学校一斉学力検査実施
〇 第 2 事 戸 台 風 に よ り 、 学 校 等 甚 大 な 相 更

害 を 受 け る

〇義務数青語了校の数科用図書の無償に

関する法律公布

〇中了校の教青課程改訂

〇教科用図書の無償措置に関する法律公

イtl

C)1111 都府教-白'委員会数科書採択地区の設
定告示

〇同和対策l番議会答申

C) 11都府山城教育局に改称

〇中教審 「期待される人間像」 の中開草
:集発表

〇 国 道 1 号 枚 方 バ イ バ ス,11'通

〇義務教育諸学校の教材基準設定

〇小学校学習指導要領告示

〇中学校学習指導要領告示
〇同和対策事業特別措置法公布

〇久御山町役場新庁合竣T
〇久御山「n丁の mT章決定

〇 中 教 審 「 初 等 ・ 中 等 教 育 改 苹 に 関 す る
基 本 構 想 試 案 」 を 中 間 報 告

〇小・中学校指導要領の新樣式通達

〇小学校新教育課程改訂

〇義務教育諾学校等の教育職員の給与等

に関する特別措置法公布

〇都市計画用途区域決定

30年

31年

32年

33年

34年

36年

37年

38年

39年

40年

41年

42年

43年

44年

,15年

,16年

〇御牧小学校講営新築
〇佐山小学校増改築

〇御牧保育所開所

〇 淀 中 学 校 : 淀 町 、 東 都 市 に 編 入 に よ り

京都市及び久御山町事務系l1合立となる

〇御牧小学校校舍第2室戸 -i:」風 に よ り 、

甚大な和度' f を 受 け る

〇佐山小学校給食室竣工

〇完全給食開始

〇御牧小学校給食室竣工
〇完全給食開始

〇御牧小学校i空笛バンド編成

〇 御 牧 小 学 校 水 泳 プ ー ル 竣 「

〇淀中学技l1章害児学級開設

〇御牧小学校障害児学級開設

〇佐山小学校中校含改築工事及びプー ル

竣 1 1

0社会教青委員設置

0体育指導委員会設置

0 第 1 回 町 民 バ レ ーボール大会実施

0 第 1 l n l 町 民 運 動 会 実 施

::)クl、御山町老人クラブ連合会発足

第 1 回 町 民 ス キ 一 教 室 実 施



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き

学 校 教 台 、 社 会 教 告 、

〇 白 'f 校 教 育 課 程 改 訂
〇 町 の ノ ト 、 「 サ ザ ン カ 」 に 決 定

〇 出 」 の 花 「 サ ッ キ 」 に 決 定

〇 l l 1llli学校建設公社設立 ( 4 市 4 町 )

〇イ左山小'了''校 障 '̃ 'i1'了:系改開設

〇イ11l「l小学校'木育館及び商校合改築工事
竣工

o イi山;J、事i交,系、合食i表i基i
〇御1文小学校全i11改築工事竣工
〇小学校学般費補H防開始 (年700円)

〇御牧小学校給食棟竣工

〇小学校修学旅行費'lli.1111開始

〇組合立1定 L中学校を度 ll 1 し、田J 立ノ人御山

中学校を大子i方之池に新設開校

〇 佐 山 小 学 校 か ら 分 離 し 、  東角小学校新
設開校
〇佐山小学校附属多力稚園l11「l設開国

〇生ノ後イ果言所開1n;
〇御牧小学校'本台、細政'1

C) ,佐山小学校給食1」 導 優 秀 校 と し て 、 文
部大臣表事;受賞

〇イi山;J、事 校,系、合食 iヨi 導i優再fと し て 二a
都,イ1f教育委員会表彰受1 f
〇御收小学校障害ノ11学級Ei級
〇東角小学校校舎」言架11事竣11
〇 学 校 給 食 : 通 1 同 米111;?11i食開始

〇東i11小学校ll章書児学級2学級開設

〇東角小学校附属1り力稚国美.「1設開同
〇東i11小学校通級iョ一 導教室開設

〇学校系合食:通2回米負反給食開始

〇京都府立久御l高等学校新設開校

C) .東角小学校校合」1l1 築工事破工

〇佐l「l小学校校合増築T事竣T

〇御?小学校l111lli1?学 級 開 設

〇御牧小学校阿、i属1り力部l京l新設開度一l
〇道徳教育fjl: 究・1同請1、性 校 と し て 、 久 御

山 中 了 校 - 御牧小了校が文部学指定京都

府教育委tJ 会 委 1属を受ける

〇久御ll l中学校校合増築工事竣工

〇 J人御山中了'' 校LL数室設置

〇学校給食:土確1の'1'乳給食開始

〇道德教青研究発表会 (文部管、指定京都

府教育委l一 会委 1属・ノ人御l l中学校及び御

牧小f'校)
〇ノ久御lllln .「 - 京者に, r ' J学 111令児意生従に係る

数青中l務の委能二開始

〇 中 学 校 ミ ル ク 給 食 開 始

〇 御?文小学校給食優良技として、 文 i111大
l i表彰受賞

47年

48年

0第1回町」1,i卓球大会実施

〇学校体育施設の開放開始

〇1人 御山町中央公民館新設開館

0公民重9通営書議会設置

0中央公民''lli図 書 室 オ ー プ ン

0 第 1 回 町 民 文 ノヒ祭開i1生

0 「久御山町の社寺 発l:」

〇学校 1教iの水準の維持向上のための義
務教育諾学校の教職 _nの人材確保に関す

る 特 11;」in置法公イ1,

〇 f t 民 意 章 ・ 町 の う た 制 定

〇口本イt1宅公団久御山団地人居開始

〇教書委員会事務ノ高中央公民細へ移転

49年

50年

51年

,52年

l,3年

54年

55年

〇小 ・ 中学校学習指導要領し1il:正:',示

〇 同 和 対 策 事 業 特 別 措 l 商 法 3 年 問 延 長

〇 久 御 l l 町 立 小 ・ 中 学 校 に お l 、1る公務を
分担する組織等に関する規l1、1公在
〇 久 御 l l l 町11111合l11'画 「i,:1 木 構 組 ・ ;1,l1 本 計

画 」 策 定

〇久御山町較 一e野球、述盟発是
0 ノ?御山中央公国野球一:場1 オ ー プ ン

0留守家1f児重台・文事業開始 ( 3 小 学 校 区 )

〇 久 御 l l l 町 郷 十 ' i会「久御l l l町の今11'」発行
0 雙 果 イ'中社本腿投修復工事'変工

〇校ズ体育振興会結成

01人御山ll J 体?'振興会結成
〇久御l l町青 ,,i1 一 健全育成協議会結成

0ノ久御l11中央公国テ二二スコート完成

〇 体 力 づ く り 国 民 会 議 議 長 表 影 受 賞

〇町更系婦さん委 _日会設置

C) 11l、御山中央公国ゲー ト 1111 一 ル 場 元 成 、  ゲ ー ト

ボール施設整備費補助制度設ける

0 本 、津川河川救運動広;1易,完成
0 第 1 回 は ば た く 京 都 の ス ポー ツ控進久御l l l大会

開 催

0 古 文 書 等 更 資 料 の マ イ ク t'フノルム化イ1'業開始

〇民具収蔵 1111竣L

0木津川河川男文速動広11易,サッカ一場完成

0 /久御山町者人福祉センタ一荒見苑立変「1
C)mT民 ス ポー ツの1重l十:づくり推進事業(3簡年)
実施
0 「図言館の・'表のあり方 . にっいて、公民i◆速

営蒂議会答中

0 「 久 御 山 町 更 第 1 者 発 一 」
O lll]一民 プ ー ル オ ー プ ン

〇 中 央 公 園 野 球,i 場 改 修 に よ り 、 サ ッ カ ー.1111オープ
ン

〇 町 民 の 体 ノ J ・ ース、ポ ー ツ に i 装 す る ア ン ケ ー ト 実 施

0 久 御 山 町 、11[、文]書第新設開館

〇移動図書第連行開始

0御牧イr1よし学級開級

56イT1 〇小 -1 了校了習指導要領改正告,i、

57年

〇地域改善対策半、i別措置法公布

〇 ラ ブ ホ テ ル 建 築 規 制 条 例 制 定

C)11'i43回国民体f大会競技種目会場地と
し て 、 サ ッ カ 一 内 定

〇/大御山出」立小f、校及び中'M交の管理に
関 す る 規 1l1、」公イ1,
〇算43l・l国民休育大会ノ久御i 出」準備委員

会設立

o無日i教 者善i議会設f
〇田」制施行30用年記 .合事業実施

〇算43回国.しl11体雪大会室業,11i会場地と し
て 、 '人御山lf」 ・ ?治 画 原 町 に .馬術内定

〇田n再時教育存議会第1次答中

〇教育1操程審ilt会発足

()11111,11il・l国民体育大会ノ入御」」田「実施委員

会設置

58イ1;

59年

60イT 〇学校給食 通3n1米ま・反給食開始

〇久御山中学校校合增築工事城工

〇 久 御 山 中 学 校 コ ン ビ ュ ー タ 教 室 ・ 多 l=l
的教室設 「 当L

〇イ左山小学校,-' 語 障 害 学 級  (通級1l11導教
室 ) 開 設

〇国体教育部会設置

61年 〇聽Hi教有群議会第2次答中
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年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

〇久御ll l町新総合計画策定

〇行政組織の機構改半1実施

〇 公 民 館 近 火 災 に よ り 被 災
〇第43ln l 京 都 国 休 リ ハーサル大会実施

〇 小 ・ 中 学 校 管 理 運 営 規 111、「Jの一部改正規

則公布

〇 第 4 3 回 京 部 国 体 実 胞 ( サ ッ カ ー ・ 馬

術)
〇京滋バイパス開通

〇田 J制施行35周年記念事業実施

〇平和都市宣言を決議

〇府費負担教職員の服務に関する規程'11:i
不

〇新学習指導要領改正 '11i示

〇海外留学費補以リ金交付要綱制定
〇久御山町立小学校及び中学校の事務般
員の職の設置に関する規則公布

C)ク1、御山町国際交流基金の設置
〇 第 2 ・ 第 4 土 P 在 開 庁 と な る
〇学校教育法施行規則一部改正

〇 学 校 週 5 Fl 制 ( 月 1 回 ) 実 施

〇久御山町立学校施設使用条例施行

() 久 御 l l l 町 週 休 2 目 制 と な る

〇ノ人御山ll1」文化財保護条例制定

〇町制施行40周年記念事業実施

〇機構改年1により、 教台委員会事務局に

学校教育課設置
〇小学校駅伝大会開始

〇御牧小学校ランチルー ム 設 置

()5 ,、都国体ノ人御山会場(サッカ ー ) 開 会

式 に お い て 、 rlJ ・ 小 ・ 中 集 団 演 技 ( マ ス

ゲー ム ・ マ ー チ ン グ バ ン ド 等 ) 披 露
〇中学校学級費補助開始 (年2,000円)

〇通学路に交通指導員配置
〇 御 牧 小 学 校 コ ン ピ ュ ー タ教室設置

〇外国青年手者致事業実胞(「「l了立小 - 中 学

校にAET派遣)

〇イ左山小学校AV調整中新調
〇 第 1 n l 親 了 - の 集 い 開 催 ( 3 幼 稚 園 )

〇機構改半1により、 教 -白'委員会事1務局に社会数育
課設置

〇体青備品合庫竣工

62年

63年
〇 町 民 プ ー ル 庭 球 場 ・ ゲー ト ボー ル場完成

〇 久 御 l l l 町 ス ポ ー ツ 団 体 協 議 会 結 成

〇/久御山町体台協会設立

〇中央公園夜間照明設置

〇第1回クl、御山「「l丁総合体育大会開イ程

〇 「 久 御 山 町 更 」 第 2 巻 発 T'lJ
〇御教イ中よし学級開設
〇 第 1 n l ス ポ ー ツ ・ レ ク レ ー シ ョ ン 祭 開 催

平成711年

2 年 〇第1「Fi1 フ ア ミ リ ー コ ン サ ー ト 開 催

〇 「 久 御 山 町 更 」 第 3 巻 ( 資 料 編 ) 発 T ' l」

〇久御山町総合体育館開館

〇 (財) 111、御 山 町 ス ポ ー ツ 振 興 事 業 国 設 立

〇 、'和 の た め の 小 ・ 中 学 生 広 島 派 造 実 施

〇 第 1 回 久 御 l l l 町 民 音 楽 フ ェ ス テ ィ バ ル 開 催
〇1人御山出」' 指定文化財の指定

〇iii山小学校ブール改修_L1事竣_L1

〇 佐 山 小 学 校 コ ン ビ ュ ー タ 教 室 設 置
〇イ左山小学校全口本健康優.し,と学校優秀校

受賞

〇佐山小学校l1l、t属幼稚国移相医開因

〇 東 角 小 学 校 コ ン ピ ュ ー タ 教 室 設 置

〇久御山中学校大規模改1e
〇 久 御 山 中 学 校 第 2 コ ン ピ ュ ー タ 教 室 設
置

〇京都のおいしい米普及事業開始

C) .東f'J小学校AV調整卓新調

〇 小 学 校 ・ 幼 確 園 職 員室空調機設置

〇久御山中学校大規i実改修

〇中学生海外派遣事業実施
〇 機 器 利 用 研 究 発 表 会 ( 文 部 省 、 指 定 ・ 久

御山中学校)
〇 小 学 校 ( 5 ・ 6 年 生 ) 英 語 :1111動実施
〇幼キlt国 3 歳,il就国実施
〇佐ll l小学校大規模改修

C)J人御山中学校大期1l11改修
〇小学校鄕士資料室設置
〇 佐 山 小 学 校 ラ ン チ ル ー ム 設 置

〇 オ ー ス ト ラ リ ァ の ワ ー ウ ィ ッ ク - ス
テ ー ト ・ ハ イ ス ク ール生徒久御l l l町を訪

問

〇クラス別自校炊飯給食実施
〇民族'了'校就'了'援助制度制定
〇御牧小学校AV調整卓新調
〇 佐 山 小 学 校 防 球 フ ェ ン ス 設 置

〇 オ ー ス ト ラ リ ア の ワ ー ウ ィ ッ ク - ス

テ ー ト ・ ハ イ ス ク ールと久御lll中学校要市

妹校開約の結結

〇御牧小学校給食棟大規模改修
0J人御山中学校プール大規模改修

〇 久 御 山 中 学 校 第 1 コ ン ピ ュ ー タ数室機
器 更 新 ( リ ー ス)

〇 御 牧 小 学 校 : 平 成 8 年 度 文 部 省 研 究 開

発 学 校 ( 英 語 活 動 ) に 指 定 - 発表

〇佐山小学校中校合l耐震補強

3 年

4 年

5 年

6 年

7 年

8 年

〇1人御山出」中央公民館サーク ル等連絡協議会結成

〇第47回優良公民館文部大f表影

〇図書館電子計算機システム稼働

( ) llili後5o年の日本の歩み 「報道写真に見る1945̃
1 9 9 5 」 バ ネ ル 展
〇町民プール塗装

〇中央公民宣iホール改修

〇平成9年度全国高等学校総合体青大会ノ久御山町

準備委 _員 会 設 立 会 議 ・ 第 1 回 総 会

〇第20ln11人 御山町it文ノヒ祭・前夜祭開催

〇平成9年度全国高等学校総合体育大会久御山町
実行委員会第1nl総会

〇 平 Jl111 9年度全l」,il高等学校総合体育大会開f性
〇久御山町佐山校区青少年健全育成協議会設立
〇 中 央 公 民 館 エ レ ベ ー タ ー l 又 置

〇 町 民 ブ ー ル 改 修T.i1:坡1 .

〇久御山町御牧・東角校区青少年健全育成協議会
設'l'ア

〇 3 校 仲 よ し 学 級 移 設 ( 校 合 内 )
〇 ( 財 ) 久 御 山 町 文 化 ス ポ ー ツ 事 業 国 設 立

〇 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災

〇 学 校 週 5 口 制 ( 月 2 回 ) 実 施

〇久御山町役場新庁合 (保健・地域キ高祉
総 合 セ ン タ ー ) 竣 し

〇久御山町第3次総合計画策定

9 年
〇久御山中学校 平 成 9 年 度 文 部 省 武 道

指導推進校に指定

1o年 〇御牧小学校北校合大規模改修
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年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育

社 会 教 告 、

〇東角小学校1本育館外躍等改修

〇小 」,:校1イl'1生歯科診 、療 費 l l l-,負 tF 金」11力
成事業実施

〇学校系合食費補功開始(年5, 5oo円)
( 要 細 は 平 成 1 2 年 4 月 1 1 施 行 )

〇中学校修学旅行費i南功開始
(3 ), 000円以内) (要細は平,成12年4 j1

1 l:l施'」)
〇小学校修学旅行費il前期1を增額

(20,000目以内)

〇教育和談t:i西,' 管
〇 御 牧 小 学 校 ブ ー ル 改 築 1 .事1変1

〇 小 学 検 商 科 診 療 費 l l l ,負tF金 .L1力成事t美
拡 i 長 ( 2 イ 1 1 生 ま で ) 実 施

〇小・中学校与交外活動費補」1力開始
〇御生文小学校プール改築L事;竣L
〇久御山中学校体f館外壁等改修

〇久御山中学校に心の教室相 一淡員配普

〇小学校1;1「1科。1,1?費 自 i 負i◆金.L l1 成事美

拡 張 ( 6 年 生 よ で ) 実 施
〇 教 育 委 員 会 だ よ り  「 の び っ こ の発行

〇教育相淡室に適1,L1?言導数室を開設

〇御收小学校、 イ41̃小学校創 、,:13o周 年

〇久御山中学校自ll医章通学行へルメッ1、

'貸1j'

〇1iP牧小学校南校合ln積ネll111 f lli及び大上i見i実
改イ1ll1
〇 佐 山 小 学 校 プー ル 大 規 模 改 修

〇久御lll中学校11,校 合 ト イ レ 改 修

〇御牧・佐l1 l幼排1国游戯室'f空調機器整

備

〇 東 角 小 了 校 給 食 室 空 調 機 器 整 備

〇佐l「l小学校?育館外 l準 ・ 南 校 合? l ??
ノk改修
〇東角型J社同大規模改修

〇 小 ・ 中 学 校 に 特 111 l . 又i愛教 ・fネ出助員配置
〇 小 ・ 中 学 校 、 a1 稚 園 数 室 ・ 職 i l 室 緊 急

通報装置整備

〇通学路に児,11l生 従 安 全 バ ト ロ ー ル? ?i
置

〇東角りJ権国l 、' 宮 ノ 後 保,'n;分国を設
置 、  tり力保一体的運営を開始

〇各1り'J 稚 園 で 「 預 か り 保 言 ' 」 実 施
〇東角小字校南校合l耐震補強及び大規模

改修

〇各小'了:校図書室◆調機器整備

〇 小 ・ 中 学 校 、 1 j J 確 園 に 「 1 1 0 番 非 営 i 雨

報 装 置 」 設 置

〇イ41山小字校南校合l耐震補強

〇1/,. l [ l小学校給食室空調機器整備

〇御牧小字校文部科字'雀ii重生1定の心に
響 く 道 徳 教 育 推 進 校 1i定 ( 1 7 年 )

〇佐山小学校文部科学'雀読書活動優秀実
践校表彰
〇東角小学校、 J人御l[1中学校創立3 o周年
〇久御山教言iJl究会発足

()イl,1山小学校南校合内 '11改修
〇御牧小学校l11合食室空調機器確備

〇佐山幼稚国イ果育室增設

〇 佐 山 幼 稚 園 に ・佐 l 1 保 育 所 分 園 を 設 置 、

幼保 体的i1l1営を開始

C) .東角小学校.ll:技合棟而、1震'南l111i及び改修
〇 東 角 小 学 校 ブ ー ル 改 修

( ) .東角小学校通動場l11l1砂イ直裁

〇見'、」'り隊の発是

〇佐山小学校給食室屋上 111J ノk改修
〇御牧小学校校合等設備改良
〇小学校少人数指導請師を町単費で配置

11年 〇田J :1 1施行,1i1用年記念中l業実施
0ノ人御l11町ふれぁい交流館ゆうホ ー ル 開 館

0図書宣目の新築移転

12,年

13年

〇ノ人御 1l田 J役場新庁合 (ノ久御l 1 町 第 2 期

1 J : 合) 竣 i

0中央公民館に遺最亦展示室新設
0中央公民館 ( l 一 図書館) 改 修

0 く み や ま 了 ど も セ ン タ 一 設立

0 く み や ま 子 ど も セ ン タ 一 情 報 紙 発 行
0 久 御 山 町 文 化 サ ー ク ル 等 述 絡 協 議 会 結 成

0中央公民会i防水等改修
0ゆうホール馬三中 - 馬主輪場上当設

14年

1 i,1T1

〇 完 全 学 校 週 5  l: 制実施

〇第2.1、阪道路部分開通

C) ; i 2 外 環 状 llj首路開i請

0中央公民会自舞台吊物装置改修

〇障書者等図書lli [ l送サー ビ ス 開 始

0 ? ・ ?の た め の 相 談 開i111

()1フi女 ノ 、同参1l,i ブ ラ ン 策 定
0総合休-白「 空1トレ一 = ン グ ルー ム:l普1東

〇 町 民 ブールろ過本? 入?'え 及 び チ ャ ッ キ j-it付
0 「 111 i京H'も の が た り 」 発 二 」

0東角・佐山イ、' よ し 学?改 保 青 ル ー ム 増 1投
0御牧イ中よし学級建設

0 総 合 体 台 鎮:l 除 け 力 一 ラ'ン改修

〇 総 合 体 育 空 i ] 、 ッ プ ラ イ ト コ ー キ ン グ f二?え
〇生i用学 ,1'描M性計画策定

0林寺動1第3次発i1l l調'査実施と,1調'査報告書発一」

〇田丁制J地行50周年記念事業実 .胞
0男女共同参画都市 u1 1を決議
0 町 民 プー ル ( 流 水 プー ル ) 塗 装

0 町 民 プール (流水プール) ろ 過 ポ ン プ 取 替 え

0m丁民プール(50mプー ル )  ろ過材人,11i1え

0 町 民 プ ー ル  シ ー ケ ン サ 一取替え

〇 町 .1 i プ ー ル ( 幼 l 1 i プ ー ル ) 途 装

〇中央公民空適高圧受語1設1前取替え

〇'言か管理者的」度の導入

( 中 央 公 民 対 、 総 合 体 育 対 、 町 民 プ ー ル 、 ふ れ あ

い交流館、町民プール庭球上u、 木 津 川 河 川 數 連 動

広場、 中 央 公 国 野 球 場 ・ ,起球表)
() 久 御 山 町 了 ど も 読 書 推 進 計 画 策 定

16年

17年 〇 ア ス べ ス  ト対費改修

〇 第 4 次 総 合 計 画 策 定

〇;第 3 次 行 政 改 當 大 細 費 か

〇教育基本法改正

〇 巨'京池ij;水機場改修

18年



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き

学 校 教 台 、 社 会 教 告 、

〇 小 了 校 、 1,111 稚国Pi1??1電気錠設置
〇東角小学校北校合大規模改修

〇御牧小字校北門イu1, i i度用通路等整備
〇小学校教室f集境改等事実

〇 御 牧 幼 稚 園 保 青 室 増 設 ( 遊 戯 室 )

〇御1文1jJ不椎[i] ト水道接続

〇東角小了校文部科 r '?国語ノJ向上モデ

ル 事 業 i・i 定 ( 2 0 年 )

〇御生文りJ稚同に御教f表 育 所 分 同 を 設 管 、

;11力保-体的運営を開始

〇御生文小f校シャワ一設置
〇 御 牧 小 ' f',校下水道接続

〇イ/,山小学校中校合教室照明增設

〇久御山中学校改築
〔第1期L事者手〕

〇土:要塾スタート

o i1角i山 中事if;i築i
〔 第 1 期 「 l11(r',1 校 合 ) 完 成 〕

〇久御山中学校改築

〔 第 2 期 1 .事着手〕

〇久御山中学校北校舎大規模改造

〇学校情報通与技行環境率5備事美 ( テ ジ
タ ル テ レ r'、電子黒板、校内LAM)

〇小学校情報教自'環境格備更新
〇米a更給食追l4回実施
〇学校書察連終制度協定書結結

o久 御 l [ l 中事i最f
〔 第 2 期 工 事 ( 東 校 合 、 図 書 室 ) '・i

成〕

〇久御山中学校改築

〔 第 3 期 「 事 ( 外 構 、 グ ラ ウ ン ド 整 備
ほか) 7,・1il〕

〇 御 收 小 学 校 を コ 、 ュ ニ ラ ' ィ ・ ス ク - ル
に 指 定

〇久御l l l中学校' - ・11i機器整備

〇 「 ノ 人 御 山 学 国 」 ス タ ー ト

〇御牧小学校北校合而i一震補強

〇佐山小学校」ヒ校合l耐震補11lf1
〇小学校教室空調機ィ・整偏

〇 東 角 小 学 校 を こ 」 ミ ュ ニ テ ィ - ス ク ー ル

に 指 定

〇 御 牧 小 了 校 生 ・自一 空言耐震補強

〇イi1lll小学校'本育直目l耐 一要補強

〇東角小了校年青t育耐震ネ南強

〇イ11lll幼不種圓空調機器整備

〇東角幼稚国空調機器整備

〇御收小学校フッ化物沈ロ開始

〇 イ 左 山 小 了 校 を コ 、 ュ ー テ ィ - ス ク ー ル

に 指 定

oイ知 ノJ 学 校 フ ッ ィf 物 ii i 1 部'i
〇東角小学校フッ化物洗ロ開始
0 1 人御山中了校体-i1、館l耐震'市強及び大規

模改修
〇 J人御山中字校をコミュ_一 テ ノ ・ ス ク ー

ルにil1定

19'年 0総合体育空コ メ イ ン ア  リ ー ナ 床 ]1[1i南修

〇中央公民空、i fに室及び管;i l11リ、室豊の更新

〇中央公民ii出'i、防 水 ( 資 料 室 、 研 修 室 2 号 )

0中央公民空i接1也改待
0 中 央 公 民 第 2 階 照 明 修 繕
0 ゆ う ホ ー ル 人 1 1 , ?字1[11i 」t1lj1111,え
0総合体育館屋F長鋼板部分ネ電修

0総合体合館屋外階段周辺整備

〇第2s同国民文ノヒ祭実行委員会設立

〇第26回国民文ノヒ禁プレイべン ト
0文イヒ財保管庫設置 (1ll11中内)

〇町」1,111 プール ( 5 0 m プー ル) ,11111装
0'中よし学級延長保台の実施

(18時から19H J まで延長)

〇第26回国民文ノ l:禁・京者l12011開催
0 'l' 央公民館冷却購 - ポンプf又替え

〇 町 L1,1プール給水管i帰水改修

0 田 J 民 プ ー ル ( 5 0 m プー ル )  ろ通ポンプfズ替え

0 久 御 l l l 町 グ ラ ン ド ・ コ ル フ 練 習 場 整 備

0 第 2 次 男 女 共 l言1参国プラン業定

〇 第 2 次 1'ど 1l)読書控進1十画策定
〇 ゆ う ホ ー ル 外 峰 改 修

0 k1 う ホ ー ル 陶 芸 用 電 気 窯 購 人

0第2次生-源学 t'描進計画策定

0 町 民 プール 流 水 プー ル 排 水 管 ・ 起 流 ポ ン プ 改 修

〇中央公民i言耐産診断

0 総 合 体 育?i三i 関 量 根i?水

0山田家イ1'宅寄l11一受入

20年

21年

22年

23年

〇 大 字 ・ 小 字 の 廃 l 』

〇久御_Ll中学校1;1子剣道部t国大会優勝

〇田「̃」施行.5.-o周年記念事業実施

〇 ま ち の 駅 ク ロ ス ピ ア く み や ま ォー プ ン

0 良,1l:大震災

24'年

25年

〇小・中学生広,高派造同参加料2,000円徴1又

0 い き が い 大 学 受 講 料 1 , 0 0 0 円 徴 収

0中央公民第地下タンク内面FRPライ _一 ン グ 等

0 図 書 館 シ ス テ ム 更 新 ・ サ ー バ 更 新 事 業

0 図 書 館 ワ イ ヤ レ ス 人 数 カ ウ ン タ  (HCR)機器良1ll1

人事業

O ll l1 l出家'住宅長屋更門長塀保存・修 :型設計委記

0 l : 山山家住11111屋トイレ改修及びト水道接統
〇総合体育館サプアTリーナ'1調設備改修

0 町 民 プ ー ル コ1111 1 け テ ン ト rj長替え

〇町i ,11 プールろ過配管名M水改修

〇小学校校務用P C 更 新  ( X  P メ 、11 i:、)

〇中学i交情報教育環境整備更新

〇英検検定料一 11補9 J

〇いじめ「・i題対策調査委員会設置

26年 〇同」制施行6o周年記念事業実施

0



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育

社 会 教 告 、

〇1人 御 ll出 J教青大綱策定

C)ノ人御ll町第5次総合計画贊定

〇地方教11l1 政法改正 (新数 1l1長制度、

大系西の策定、 総合数青会議の開性)

〇 f人御l l l中学校大場)t発電設備改修及び

蓄 電 設 備 設 置 l 事

〇小学校E方3u カ メ ラ 設 置 工 事
〇幼稚園イi用料改定 (一律 料 金 か ら 所 得

階層男lに改定)

〇1人御 山 了 因 教 青 研 究 会を 再 編

〇京都式効果のある学校指進事業 (京都
府 指 定 2 9 ̃ 3o年)
〇訪問型家度教育文援事? (京都府 ?l1l1 託

2 8 ̃ 3 0 ? f )
〇御生文・東角fリJ稚国l1”犯 カ メ ラ 設 置 工 事
〇東角幼稚同i上防水改修T事

〇小学校・l吉報教台環境整個更新 ( タ ブ
レ ッ 1、 導 入 )

〇 さ や ?i 1こども園整備L事(28̃29年)

〇 さ や ま こ ど も 同 第 1 同 庭 1 整 備 「 事

〇図書宣目インタ ー ネ ッ  トシステム整0常'

〇ll山田家f1-1 't長屋Pi、長塀保イ子・修理l1事1
0中央公民宣i ト イ レ 改 修
O ll1l田家f11宅長屋更門、長塀保存 - 修理工中1監理
11i託業務

〇ll山田家イ1 1 11F1長用,門 、 長 i 据 保 存 - 修理工中l

O lEl l出家ft 't l11iイ則i言路玉在p利敷き工事
〇ll山田家イil宅外部給水配管改修工中1

O ll11 山田家イ 1' t  i-1量・長量門改修工事
0中央公民対場水ポンプ交換1事
0 ゆ う ホ ー ル l11 動J扉開開装置改修工事

0 総 合 体 育 館 メ イ ン ア リ ー ナ 1 東 塗 装T事
0 町 民 プー ル 流 水 プ ー ル 連 絡 橋 ( 商 側 ) 改 修 工 事

0 町 民 プ ー ル プ ー ル サ イ ド 床 シ ー ト 張 替T事

0m丁民プール管,理棟玄関 Jili改修 L事
0l「山田家f1 1 宅長屋_門 、 長 i 据 保 存 ・ 修 理 「 事 監 理

委託業務

0 l : 山 FFl家住宅展示委 111業務

0総合体育空適 - ゆ う ホ ー ル - 中央公民館の使用料

を改定

0 中 央 公 .[111:重lli消l uリ用設備 ( ,l 1 '11i放 送 ) 改 修 工 事
〇 ゆ う ホ ー ル 電 話 設 備 改 修 「 事

0 ゆ う ホ ー ル ガ ス ヒ ー ト ポ ン ーノ ' エ ア 、, ン 入 替 工 事
設計業務

0 総 合 体 育 館 会 議 室 ・ ミ ー テ ィ ン ク ル ー ム 空 調 設

備 改 修 「 事

O l lリ民プー ル プール サ イ ド テ ン ト 」1l1 設工事

〇町民プール流水プール起流ボンプ改修T事
0 総 合 体 -白'館エアロバイクllit入 事 業 ( 3 台 )

0 中 央 公 民?ーフ、井 r 「「J り金異工事

〇 ゆ う ホ ー ルガス1二-トポンプ )'ア コ ン 入 替 工 事

0 ゆ う ホ ー ル 交 流 ホ ー ルJl1常 :1T 取書工事

〇 ゆ う ホ ー ル高,「11機器経年劣'ヒにイ、l' う 改 修 「1事
O ll山国家f1,1 ◆ ブ ロ ツ ク 塀 改 修 工 事

〇 総 合 体 育 錯 サ ブ ア リ ー ナ可動f・1仕切改修工事
0 総 合 休 台i?サ ブ 一1,' リ ーナ 2  ( 大 ) 空'洞設備改修
工事

0総合体青空i高111受電設備改修工事
0総合体育宣i用、Fii修繕L事
0 町 民 プ ー ル 流 ノk - 1り'J ; iプー ルろ通材入・書・工中l

〇町民ブール流ノl(プール、f車絡橋B(北側) 改修L
f
〇 町 民 ブ ー ル 管理快 及 び 町 民 プー ル 前fi庫修結工
事,

0 町 民 プー ル サ ィ ド テ ン ト 改 築 等 1 1 事 設 十 業 務
0 子 ど も の 読 書 活 動 ;1'1t進1十画 (第 一 次推進計画)

O r 山田家イ1-宅長屋_Pi壁iおよび主屋屋_根修結 r
事
0総合体青会iサプァ T リ ー ナ 小 ( 1 ) 空 調 設 備 改 修

工事

0 町 民 プ ー ル サ イ ド テ ン ト 改 染 等 r事

O ll「]一民 プ ー ル ろ 過 装 置 分 電 盤 シー ケ ン サ一1表替工

事

〇町民プー ル 流 水 プ ール全面 、111l1装工事

〇東角イ中よし学級A系Eエアコン入替「1 事

27/年

28年

〇久御山中学校通級,言導教室開設

〇久御山中'一 校給食室新設工事

〇 さ や ま こ ど も 田 第 2 田 度 整 備 1 事
〇御牧幼排1 1;',-l手洗い改修工事
〇東角幼111f1「11ll保育室ソ,'1調設置T事

〇東角幼排1国非常放送設備f又替工事

〇教職員出選動管理システム導入

〇 働 き ノ1. l改革実行計画

(働き方改革実現会議決定)
01111'. 5 次 総 合 計 画 策 定

29年

〇1人 御」」出J教青大綱改言J

〇個1牧りJ稚園・i11lll91稚園・更角り1稚園

を 閉 国 し 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 国 へ 移
行

〇 み ま き こ ど も 園 ・ さ や ま こ ど も 園 ・ と

うずみこども州開度一l
〇とうずみこども国.告i車場進人ロ歩道切

下げ拡中品工事

〇イ41l「l小学校'本育館 , 文修工事
〇佐l l 1小了校バックネット撤:1 l;1 工事

()11l-lll小学校プー ル ブ 1'ツク:l11l改修工事
〇 東 角 小 了 校'本白'解lガラス改修工事

〇東角小学校プー ルF:1除け,屋根・階段補
修工中1

〇久御l l l中学校完全給食開始

〇ノ,l.御山中了校給食調理実務委託開要'1

〇 久 御 l l 中 学 校 ?外 フ ェ ン ス 修構L事

〇 J人御山中学校南校合外壁タ イ ル 第 1 t?
修 結 l 1 事 ( 1 I 3 0 ̃ R 1 )

〇佐山小学校渡り廊下車1'天井修1結T 事1

〇東角小学校1'1一 イ則1i 水 設 備 L事

〇東角小学校'本育細ガラス改修T 事
〇 久 御 山 中 学 校 バ ッ ク ネ ッ ト 增 設 L 事

〇久御山中学校r,十i校合外生タイル第1 jl城

修結工事 ( t 成 3 0 ̃ 令 和 元 年 )

〇久御山中学校」ヒ校合 i111' 天 井 修 繕 「 事

〇久御山中学校シ _,ー ズ ボ ッ ク ス 購 人 事

業

〇 こ と ' も 開 出 退 動 管 理 ソ フ ト 付 タ イ ム レ

コ ー タ一導 入

30年

令和元年
〇 幼 児 教 育 ・ 保 育 の 無 償 化

〇「「1「制施行65周年記念事業実施



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育

社 会 教 告 、

2 年

3 年

4 年

〇小中学校情報端末機器整備

〇佐山小学校給食調理業務委託開始
() iン,: 1 l l l 小 学 校 ホ ワ イ ト ポー ド1描1人事業
〇 佐 山 小 学 校 プ ロ ジ ェ ク タ 一購入中1業

〇久御ll l中学校南校舍外后,言タイル ノ第 2 期

修 繕 工 中 l ( 合 和 元 ̃ 2 年 )

〇 と う ず み こ ど も 国 整 備 工 事 ( 合 和 元 ̃

2 年 )

〇御牧小学校給食説理業1l11i委託開始
〇 東 角 小 学 校 東 i フ ェ ン ス 改 修 T 事
〇東角小学校給食室空調設備改修 L事
〇久御山中学校プール改修T事

〇久御山中学校プ ー ルろ過装普修結L事
〇 み ま き こ ど も 園 格 備T事

〇 み ま き こ ど も 園 木 製 ロ ツ カ 一 端 人 事 業

〇 と う ず み こ ど も 同 分 園 解 体 T 事
〇とうずみこと゛も国白転車置場「告設工事

〇 み ま き こ ど も 園 リ ニ ュ ー ア ル 開 園

〇東i7J 小 学 校 体 育 館 ト イ レ 改 修 I 二 事

〇 3 小 学 校 プ ー ル 渡 過 装 置 修構美務
() ,東角小学校li方犯カメラ入書工事
〇3小学校系合食室トイレ洋式化T 事
〇 み ま き こ ど も 国 分 国 角li体等工事

〇 と う ず み こ ど も 同 出 人 n 門扉新設T事

〇 こ ど も Ll111登l年Ll111 增守理シスフ'ム導入

〇 さ や ま こ ど も 園 言 響 設 偏 修 結

〇 み よ き こ ど も 国 給 食 室 換 気 設 備 イ ン

バ - タ 取 付 「 事

〇 さ や ま - と う ず み こ ど も ,111 お も ち ゃ 殺

商消毒席購入事業

0中央公民タ言開鎖 ( 9 月 末 )
0中央公民?1ホール ー,'ス べ ス ト 除 却 等 1 1?
0町立図言宣i空調設0用 改修工事
0 町 民 プール50mプールろ過本イ入替工 f
0 ゆ う ホ ー ル ウ ッ ド ラ - ッ キ 等 改 修 工 事
0 ゆ う ホ ー ル ポ ン プ 室 入 l 扉改修工事1
C)1中 よ し 学 級't調設備改修工事

0総合体青知事務所空調設備改修工事l

0中央公民館解体等 r 'i11

0 ゆ う ホ ー ル エ レ ベ ー タ修終工事

0 総 合 体 育 館 ト レ ー ー ン グ ル ー ム 空 調 設 備 L111t修T
事 0
総 合 体 育 館 防 火 シ ャ ッ タ 一 危書防止装置取ノ、1 T事

0m了民プール流ノk プー ル用起 、111iポンブ修1結工事0
町 民 プー ル プー ル サ イ ド .ll1l1 設 テ ン ト 張 替 「1事 〇 町

立図 111'館l除高機購人

0 ゆ う ホ ール冷温水発生器部品交換工事

〇総合体合、会iバスケットゴール取9'業務
0 総 合 体 ・合第男女更i«室空調設備改修工事

〇総合体育館屋F異全r1ii塗装T事
0 町 民 プ ー ル 流 ノk プー ル 起 流 ボ ン プ 1f分電盤部ロ・
取替T事

〇 G I G A ス ク ー ル 構 想 の ;推進

〇 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 流 行

〇久御」l町教育大細改訂

〇 新 型 コ 1・ナ ウ イ ル ス 感 染 '確 の 流 行

〇 新 型 コ  ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 イ  J

2



5- 1 歴代教育委員名簿

令 和 5 年 1 0 月 1 日 現 在

氏 名

藪 内  利 行

藤 村  熊 三 郎

就 任 年 月 日

昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日

昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日

退 任 年 月 日

昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

昭 和 3 3 年 9 月 3 0 日

曽 束  輝 一

内 田  又 太 郎

昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日

昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日

昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

昭 和 4 6 年 9 月 3 0 日

北 尾  孝 夫 昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 5 年 9 月 3 0 日

林 透 流 昭 和 3 3 年 1 0 月 1 日 昭 和 4 5 年 9 月 3 0 日

阪 本  良 一 昭 和 3 5 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 1 年 9 月 3 0 日

喜 多  千 三 郎 昭 和 3 6 年 1 0 月 1 日 昭 和 4 8 年 9 月 3 0 日

田 中  正 三 昭 和 3 6 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 2 年 9 月 3 0 日

今 田 繁 昭 和 4 5 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 7 年 9 月 3 0 日

田 口 清 昭 和 4 6 年 1 0 月 1 日 昭 和 6 3 年 8 月 6 日

西 村  喜 和

西 尾  正 男

昭 和 4 8 年 1 0 月 1 日

昭 和 5 1 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 1 年 3 月 3 1 日

昭 和 5 2 年 2 月 1 3 日

篠 田  朋 子

中 務  佐 市

昭 和 5 2 年 7 月 1 2 日

昭 和 5 2 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 2 年 3 月 3 1 日

昭 和 6 0 年 9 月 3 0 日

平 岡  泰 成 昭 和 5 7 年 1 0 月 1 日 平 成 2 年 9 月 3 0 日

稲 村  友 一 昭 和 6 2 年 6 月 1 7 日 平 成 4 年 9 月 3 0 日

前 川  正品司 昭 和 6 0 年 1 0 月 1 日 平 成 5 年 9 月 3 0 日

森 田  和 義 昭 和 6 3 年 1 0 月 1 日 平 成 6 年 3 月 3 1 日

中 谷  晴 美

西 村  清 和

荒 井  敏 江

渡 邊  精 記

酒 井  不 二 夫

平 成 2 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 1 年 6 月 5 日

平 成 4 年 1 0 月 1 日

平 成 5 年 1 0 月 1 日

平 成 6 年 4 月 1 日

平 成 6 年 9 月 3 0 日

平 成 9 年 9 月 3 0 日

平 成 1 2 年 9 月 3 0 日

平 成 1 1 年 3 月 1 5 日

平 成 1 4 年 3 月 3 1 日

木 下  直 子 平 成 1 1 年 6 月 1 1 日 平 成 1 8 年 3 月 3 1 日

阪 本  孝 司 平 成 6 年 1 0 月 1 日 平 成 1 8 年 9 月 3 0 日

依 田 博 平 成 9 年 1 0 月 1 日 平 成 2 1 年 9 月 3 0 日
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氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

石 丸  捷 隆 平 成 1 4 年 4 月 1 日 平 成 2 3 年 9 月 3 0 日

今 村  愛 子 平 成 1 3 年 7 月 1 日 平 成 2 5 年 6 月 3 0 日

西 村 裕 平 成 2 1 年 1 0 月 1 日 平 成 2 5 年 9 月 3 0 日

平 野  穂奈美 平 成 1 8 年 6 月 8 日 平 成 2 9 年 9 月 3 0 日

坂 正 義

山 本  悦 三

平 成 1 8 年 1 0 月 1 日

平 成 2 3 年 1 0 月 1 日

平 成 3 0 年 9 月 3 0 日

平 成 2 7 年 9 月 3 0 日

小 寺  道 夫

寺 井  恵 太 郎

豊 田  美 幸

阿 部  拓 児

平 成 2 5 年 1 0 月 1 日

平 成 2 5 年 7 月 1 日

平 成 2 9 年 1o 月 1 日

平 成 3 0 年 1 0 月 1 日

令和元年9月 3 0日

現 在

現 在

現 在

田 口  賀 彦 令 和 元 年 1 0 月 1 日 現 在

5- 2 歴代教育委員長名簿

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

藪 内  利 行 昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

北 尾  孝 夫 昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 5 年 9 月 3 0 日

林 透 流 昭 和 3 5 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 8 年 9 月 3 0 日

喜 多  千 三 郎

阪 本  良 一

昭 和 3 8 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 8 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 8 年 9 月 3 0 日

昭 和 5 0 年 9 月 3 0 日

田 中  正 三 昭 和 5 0 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 2 年 9 月 3 0 日

今 田 繁 昭 和 5 2 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 7 年 9 月 3 0 日

西 村  喜 和 昭 和 5 7 年 1 0 月 1 日 昭 和 6 0 年 9 月 3 0 日

平 岡  泰 成 昭 和 6 0 年 1 0 月 1 日 平 成 2 年 9 月 3 0 日

稲 村  友 一 平 成 2 年 1 0 月 1 日 平 成 4 年 9 月 3 0 日

前 川  正 嗣 平 成 4 年 1 0 月 1 日 平 成 5 年 9 月 3 0 日

西 村  清 和

依 田 博

平 成 5 年 1 0 月 1 日

平 成 9 年 1 0 月 1 日

平 成 2 1 年 1 0 月 1 日

平 成 9 年 9 月 3 0 日

平 成 2 1 年 9 月 3 0 日

今 村  愛 子 平 成 2 5 年 6 月 3 0 日
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氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

坂 正 義 平 成 2 5 年 7 月 1 日 平 成 2 7 年 9 月 3 0 日

※ 平 成 2 7 年 4 月  1 日から地方教育行政の組織及び運営に関する法律が一部改正され、 同年10

月1日付で新教育長として一本化されたことに伴い委員長職は廃止された。

5- 3 歴代教育長名簿

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

曽 束  輝 一 昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

内 田  又 太 郎

田 口 清

森 田  和 義

昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 6 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 3 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 6 年 9 月 3 0 日

昭 和 6 3 年 8 月 6 日

平 成 6 年 3 月 3 1 日

酒 井  不 二 夫 平 成 6 年 4 月 1 日 平 成 1 4 年 3 月 3 1 日

石 丸  捷 隆 平 成 1 4 年 4 月 1 日 平 成 2 3 年 9 月 3 0 日

山 本  悦 三 平 成 2 3 年 1 0 月 1  日 令 和 3 年 3 月 3 1 日

内 田  智 子 令 和 3 年 4 月 1 日 現 在
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1 は じ め に

平 成 2 7 年 4 月 、  「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改

正 す る 法 律 」  の 施 行 に 伴 い 、 新 し い 教 育 委 員 会 制 度 が ス タ ー ト し 、  同 法 第

1 条 の 3 第 1 項 に 、  「 地 方 公 共 団 体 の 長 は 、 教 育 、 学 術 及 び 文 化 の 振 興 に

関 す る 総 合 的 施 策 の 大 綱 を 定 め る も の と す る 」  と 規 定 さ れ ま し た 。

久 御 山 町 教 育 大 綱 ( 以 下 「 教 育 大 綱 」  と い う 。 )  は 、  「 久 御 山 町 第 5 次

総 合 計 画 」  に 即 し 、 町 長 と 教 育 委 員 会 で 構 成 す る  「 総 合 教 育 会 議 」  に お い

て 、 協 議 ・ 調 整 し 、 平 成 2 7 年 度 に 策 定 、 平 成 3 0 年 度 に 改 訂 し ま し た が 、

計 画 期 間 が 満 了 を 迎 え る に あ た り 、  令 和 3 年 度 の 総 合 教 育 会 議 に お い て 、

教 育 大 綱 の 改 訂 を 行 い ま  し た 。

( 1 )  教 青 大 綱 の 位 置 付 け

教 育 大 綱 は 、  本 町 の 教 育 行 政 を 推 進 す る た め の 基 本 指 針 と な る も の で

す。

町 長 ま た は 教 育 委 員 会 に お い て 所 管 す る 教 育  ・ 文 化 分 野 の 基 本 理 念 、

教 育 方 針 を 示 し 、 住 民 の 理 解 、 協 力 を 求 め 、 地 域 総 が か り に よ る 教 育 を

進 め ま す 。

( 2 ) 期 間

教 育 大 綱 の 対 象 期 間 は 、  令 和 4 年 度 か ら 6 年 度 ま で の 3 年 間 を 基 本 と

し ま す 。

た だ し 、  今 後 の 社 会 情 勢 等 の 変 化 を 踏 ま え て 総 合 教 育 会 議 に お い て 協

議 ・ 調 整 を 行 い 、 状 況 に 応 じ て 適 宜 見 直 し て い く も の と し ま す 。 ｫ

第 5 次 総 合 計 画 に 掲 げ る 久 御 山 町 の 将 来 像 >

つ な が る 心  み な ぎ る 活 力  京都南に 「 き ら め く 」  ま ち

̃ 善 いっばい コ ン パ ク ト タ ウ ン く み や ま ̃

9



2 教 育 大 綱 の 構 成

教 育 大 綱 は  「 基 本 理 念 」  「 教 育 方 針 」  に よ っ て 構 成 し ま す 。

ま た 、  そ れ ら を 実 現 す る た め の  「 基 本 方 針 」  と 合 わ せ て 定 め る も の と し

ま す 。 ｫ

教 育 大 細 の イ メ ー ジ » -
( 1 )  基 本 理 念

教 育 大 綱 の 「 基 本 理 念 」  は 、 第 5 次 総 合 計 画 の 基 本 目 標 で あ る  「 地 域

の 力 を 結 集 し た 教 育 の 推 進 ・ 人 と 人 が ふ れ あ い 、  尊 重 し 合 う 心 を 育 む 」

と し ま す 。

.・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・・ .・ .
・・・・・・・・・・・・・

地 域 の 力 を 結 集 し た 教 育 の 推 進

人 と 人 がii、れあい、尊重し合 う 心 を 育 む

・・・・・・・・・・・・'



本 町 で は 、 少 子 化 や 高 度 情 報 化 の 進 展 、  コ ミ ュ ニ テ ィ の 変 容 を は じ め 、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応 な ど 、 子 ど も た ち の 育 ち を 取 り 巻 く

環 境 が 大 き く 変 化 す る 中 、 教 育 と 福 祉 の 連 携 を 深 め 、 S D G s の 目 標 に 通 じ

る 誰 も が 安 心 し て 質 の 高 い 保 育 ・ 教 育 を 受 け る こ と が で き る ま ち を め ざ

し ま す 。

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 一 体 と な っ て 、 心 と 体 を 鍛 え 、 人 や 社 会 と 繋 が り 、

自 立 し た 心 豊 か な 人 間 に 成 長 で き る よ う 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 「 久

御 山 の 子 」  を 共 に 育 て ま す 。

ま た 、 希 望 す る す べ て の 子 ど も が 就 学 前 教 育 を 受 け る 機 会 づ く り を 推

進 す る と と も に 、 就 学 前 か ら 中 学 校 卒 業 ま で を 見 通 し 、 子 ど も た ち が 基

礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る と と も に 主 体 的 に 未 来 を 切 り 拓 く

力 を 身 に っ け ら れ る よ う 、 言 語 力 を 高 め 、  I C T を 学 習 ツ ー ル と し て 場 面

に 応 じ 効 果 的 に 活 用 し な が ら 、  個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び を 推 進

し 、  「 生 き る 力 」  を 育 成 し ま す 。

加 え て 、  住 民 意 識 の 多 様 化 や 生 涯 学 習 へ の 関 心 が 薄 れ る 中 、  生 涯 学 習

や ス ポ ー ツ の さ ら な る 推 進 を 通 じ て 、 人 と の つ な が り 、 郷 土 を 愛 す る 心

を 育 む 人 ・ ま ち づ く り を め ざ し ま す 。

こ の た め 、 町 全 体 を 大 学 の キ ャ ン パ ス の よ う な ひ と っ の 「 生 涯 学 習 の

タ ウ ン キ ャ ン パ ス 」 と し て 位 置 づ け 、 「 ま な ぶ ( 生 涯 学 習 の 機 会 の 充 実 ) 」

「 そ だ て る  ( 地 域 人 材 の 育 成 ) 」  「 つ な ぐ ( タ ウ ン キ ャ ン パ ス の 充 実 と

地 域 資 源 の 活 用 ・ 連 携 ) 」  「 さ さ え る  ( 生 涯 学 習 推 進 体 制 の 整 備 ) 」  と

い う 4 つ の 視 点 か ら 生 涯 学 習 を 推 進 し ま す 。

( 2 )  教育方針

〇 久 御 山 学 園 ( ※ 1 ) が め ざ す 子 ど も 像 の 具 現 化 に 向 け た 、 園 小 中 一 貫 教

育 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー ス ク ー ル に よ る 「 生 き る 力 」 の 育 成

〇 次 代 を 担 う 子 ど も の 育 成 に 向 け た 教 育 施 策 の 充 実

〇 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 力 を 結 集 し 、 子 ど も を 育 て た い と 実 感 で き る 環 境 づ

く り の 充 実

〇 人 と 人 と がっな が り 、  地域がっな が る 温 か い ま ち を め ざ し た 生 涯 学 習 の

推進

※ 1  久 御 山 学 園 と は 、  町 立 こ ど も 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ま で を 1 つ の  「学園」 と 見 立 て 、

0 か ら 1 5 歳 ま で を 見 通 し た 園 小 中 一 貫 教 育 を 推 進 す る と と も に 、 学 校 運 営 協 議 会

な ど か ら の 支 援 を 得 な が ら 、  町 ぐ る み で 子 ど も た ち を 育 て る 組 織 。



3 基本方針

大 綱 に 位 置 づ け た 教 育 方 針 の 実 現 に 向 け て 、  就 学 前 教 育 か ら 小 中 学 校 、

さ ら に は 社 会 生 活 へ の 発 達 段 階 に 応 じ た 「 た て の 接 続 」  と 、 学 校 、 家 庭 、

地 域 等 社 会 全 体 で 取 り 組 む 「 よ こ の 連 携 」  に 留 意 し っ つ 、 次 の 6 つ を 基 本

方 針 と し て 取 り 組 み ま す 。

( 1 )  就 学 前 教 青 の 充 実

だ れ も が 共 に 家 事 や 育 児 を 担 う 社 会 の 変 化 を 背 景 に 、 平 成 2 7 年 度 か ら

「 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 新 制 度 」 が ス タ ー ト し 、 幼 児 期 の 保 育 ・ 教 育 環 境

や 質 の 充 実 に 向 け た 取 組 が 進 め ら れ て き ま  し た 。

こ の よ う な 状 況 の 中 、 久 御 山 町 で は 平 成 3 0 年 度 に 、 幼 稚 園 と 保 育 所 の

機 能 を 併 せ 持 ち 、 地 域 の 子 育 て の さ ま ざ ま な ニ ー ズ に 応 え る  「 幼 保 連 携

型 認 定 こ ど も 園 」  に 移 行 す る と と も に 令 和 3 年 度 末 に は 全 て の こ ど も 園

施 設 の 一 体 化 を 終 え る な か で 、  就 学 前 の 乳 幼 児 に 同 じ 施 設 で 同 じ 保 育  ・

教 育 を 保 障 す る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。

今 後 に お い て も 、 就 学 前 ( 0 歳 ̃ 5 歳 )  の 保 育 ・ 教 育 に お い て 、 子 ど

も と 保 育 教 諭 と の 愛 情 あ る 関 わ り の 中 で 、 3 つ の 視 点 ( 身 体 的 発 達 の 「 健

や か な 育 ち 」  ・ 社 会 的 発 達 の  「 気 持 ち の 通 じ 合 い 」  ・ 精 神 的 発 達 の 「 感

性 の 育 ち 」 ) を 大 切 に 丁 寧 に 看 取 り 、 相 互 に 関 連 さ せ な が ら 子 ど も の 「 学

び の 芽 生 え 」  を 促 す と と も に 、 生 涯 に わ た る 人 格 形 成 の 基 礎 と な る 非 認

知 能 力  ( 目 標 達 成 に 向 か う 心 的 態 度 ・ 自 己 調 整 力 ・ 他 者 と 協 働 す る 力 ・

粘 り 強 く 頑 張 る 力 ・ 挫 折 か ら 回 復 す る 力 等 )  と 学 力 の 基 盤 と な る  「 言 語

力 」  の 醸 成 に 努 め ま す 。

ま た 、 0 歳 ̃ 5 歳 の す べ て の 子 ど も が 「 生 活 」 や 「 遊 び 」 を 通 し て 「 学

ぶ 」 た め の 基 盤 と な る 環 境 整 備 に 努 め 、 保 育 ・ 教 育 内 容 の 更 な る 充 実 と

保 育 教 諭  ・ 職 員 の 資 質 向 上 に 努 め ま す 。

( 2 )  人 生 を 主 体 的 に 切 り 拓 く た め の 学 び

こ れ か ら 迎 え る 超 ス マ ー ト 社 会  ( S o c i e t y 5 . 0 )  や グ ロ ー バ ル 社 会 へ の

対 応 な ど 、  め ま ぐ る し く 変 化 す る 社 会 に お い て 、  変 化 を 前 向 き に と ら え

て 、  自 分 の 力 で 考 え 、 判 断 し 主 体 的 に 行 動 で き 、  よ り よ い 社 会 と 幸 福 な

人 生 を 創 り  出 せ る 人 が 求 め ら れ て い ま す 。

こ う  し た 背 景 の 中 、  本 町 に お い て は 、  子 ど も た ち に 就 学 前 か ら 系 統 的

に 育 ん で き た 非 認 知 能 力 を 基 盤 と し た  「 自 己 指 導 能 力 」  ( ※ 2 )  を 身 に

つ け さ せ 、 様 々 な 課 題 に 柔 軟 か っ た く ま し く 対 応 し 、  「 生 き る 力 」  を 育



ん で い く こ と を 目 指 し て い ま す 。

「 生 き る 力 」  を 育 む こ と で 、  物 事 に 対 し て 主 体 的 に 向 き 合 つ て 関 わ る

こ と が で き 、  予 測 困 難 な 時 代 に も 自 分 の 力 で 未 来 を 切 り 拓 い て い く 力 へ

と っ な が っ て い き ま す 。

「 0 歳 か ら 1 5 歳 ま で の 育 ち と 学 び 」 を 大 切 に し た 園 小 中 一 貫 教 育 を 推

進 し て い く こ と で 、 子 ど も た ち の  「 希 望 進 路 の 実 現 」  に 向 け た 前 向 き な

挑 戦 が 継 続 で き る よ う 、  心 と 体 を 鍛 え る と と も に 、  I C T の 効 果 的 な 活 用

に よ  り 、  子 ど も 一 人 一 人 の 能 力 や 適 性 等 に 応 じ た 多 様 性 に 富 ん だ 教 育 を

進 め 、  学 び を 人 生 や 社 会 に 生 か し て い こ  う と す る 心 豊 か な 人 間 形 成 へ と

つ な が る 教 育 の 充 実 に 努 め ま す 。

※ 2  様 々 な 出 来 事 や 情 報 を 受 け 止 め 、  主 体 的 に 判 断 し な が ら 、  課 題 を 解 決 し て

い く た め の 力

( 3 )  家 庭 ・ 地 域 社 会 の 教 育 力 の 向 上

予 測 困 難 な 時 代 に お い て 、  物 事 に 対 し て 主 体 的 に 向 き 合 つ て 関 わ る こ

と が で き 、  自 分 の 力 で 未 来 を 切 り 拓 い て い く 力 を 持 つ 、  心 豊 か な 人 間 に

成 長 す る た め に は 、  周 囲 か ら の 愛 情 や 信 頼 、  期 待 な ど に  「 包 み 込 ま れ て

い る と い う 感 覚 」  を 土 台 と し て 「 自 己 背 定 感 」  が 育 ま れ る 環 境 が 必 要 で

あ り 、 学 校 は も と よ り 家 庭 や 地 域 が そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 と 強 み を 自 覚

し 、  社 会 総 が か り で 教 育 に 取 り 組 む こ と が 大 切 で す 。

家 庭 は す べ て の 教 育 の 出 発 点 で あ  り 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 、  豊 か な 心 や

思 い や り を 育 む う え で 重 要 な 役 割 を 担 つ て お り 、  「 包 み 込 ま れ て い る 感

覚 」  の 士 台 を 築 く こ と か ら 家 庭 の 教 育 力 を 高 め る た め に 学 校 、 地 域 社 会

と 連 携 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

地 域 社 会 に お い て は 、  教 育 に 関 心 を 持 ち 、  教 育 活 動 に 参 画 す る こ と に

よ り 地 域 総 が か り で 子 ど も を 育 て る と い う 想 い が 大 切 で あ り 、 地 域 社 会

の 力 を 結 集 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル に よ る 地 域 住 民 の 意 見 を 反 映 し

た 「 学 校 力  ( ※ 3 )  」 の 向 上 を 図 り ま す 。

※ 3  質 の 高 い 教 育 活 動 を 展 開 し 、 子 ど も た ち へ の 教 育 効 果 を 高 め る 力

( 4 )  生 渥 学 習 の 推 進

本 町 で は 、 だ れ も が 活 躍 で き る 社 会 教 育 ・ 福 祉 の 拠 点 と し て 、  ( 仮 称 )

全 世 代 全 員 活 躍 ま ち づ く  り セ ン タ ー の 整 備 を す す め 、  世 代 を 超 え て さ ま

ざ ま な 活 動 に 参 加 で き る 機 会 づ く り や 住 民 、  企 業 、  行 政 の 連 携 に よ る 生

涯 学 習 を 一 層 推 進 す る と と も に 、  学 び の 成 果 が 地 域 に 還 元 さ れ 、  人 と 人

と が っ な が っ て い く 地 域 を っ く る サ イ ク ル の 確 立 に 努 め ま す 。



ま た 、  住 民 一 人 一 人 が 互 い の 人 権 を 尊 重 し 合 う 人 権 意 識 の 高 揚 を 図 る

と と も に 、 平 和 を 願 う 心 を 育 む 教 育 の 推 進 に 努 め ま す 。

( 5 )  生涯スポー ツの機会を売実

ス ポ ー ツ は 、  心 身 両 面 に わ た る 健 康 の 保 持 増 進 や 生 き が い づ く  り 、  青

少 年 の 健 全 育 成 、  住 民 の 連 帯 感 の 醸 成 な ど 多 様 な 側 面 か ら 生 涯 ス ポ ー ツ

の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。

ス ポ ー ツ 人 ロ の す そ 野 を 広 げ る た め に 、  身 近 に ス ポ ー ツ に 親 し む こ と

の で き る 機 会 ・ 環 境 の 充 実 を 図 る と と も に 、  子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 住 民

誰 も が ス ポ ー ツ に 興 味 を 持 て る よ う 、 機 会 の 提 供 を 推 進 し ま す 。

( 6 )  ま ち へ の 誇 り と 郷 土 愛 の 藤 成

文 化 庁 が 京 都 府 へ 移 転 さ れ 、  今 後 ま す ま す 文 化 芸 術 の 振 興 や 文 化 財 の

保 護 ・ 活 用 な ど 、 様 々 な 分 野 と の 連 携 強 化 ・ 推 進 が 図 ら れ る こ と と な り

ま す 。

歴 史 や 文 化 を 知 り 、  こ れ ま で の 町 の 歩 み を 共 有 し て い く こ と は 、 住 民

の ま ち へ の 誇 り や 愛 着 、 住 民 同 士 の 交 流 を 育 む と と も に 、 本 町 の 対 外 的

な 認 識 を 高 め る こ と に っ な が り ま す 。

町 の 歴 史 文 化 の 保 存 ・ 継 承 と 積 極 的 な 活 用 に よ り 、 住 民 の ま ち へ の 誇

り と 郷 土 愛 を 醸 成 し ま す 。

ま た 、  ま ち の 個 性 で あ る 歴 史 ・ 文 化 遣 産 を 広 く 町 内 外 に H  P な ど に よ

り 発 信 し 、 H  P の 充 実 に 努 め 、 住 民 の 誇 れ る 地 域 資 源 に し て い き ま す 。
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1 教育委員会の当初予算 (令和5年度)ｫ

教育費内訳»
〇科目別

社会教青費

312,576(3,1%)

〇性質別

扶助費

48,220 (5 11o)

保健体育費

lli o,870(7%)

16,488(2%) 123,7o0(14 l l1

普通建設事業費 積立金
補助費等 11,889(1%) arnQ,1、

377.083(41%

費

(37%)

単位:千円(%

歳出総額

7,480,000

」、学校費
;.708(26%、
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①決算額の推移 (令和4年度までは決算額 令和5年度は当初予算額)

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

- 般会計歳出合計 ( A )
(千円)

7,157,107 9,497,385 8,147,318 8,267,129 7,480,000

上記のうち教育費 ( B )
(了円)

824,756 1,165,654 987,898 845,286 914,765

( B ) / ( A )  ( % ) 11.52% 12.27% 12.13% 10.22% 12.23%

②人口 1人当たりの教育費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

教 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 824,756 1,165,654 987,898 845,286 914,765

人 ロ [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,003 15,860 15,688 15,577 15,471

1 人 当 た り の 教 育 費  ( 円 ) 51,538 73,496 62,972 54,265 59,128

③児宣1 人当たりの小学校費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

小 学 校 費 決 算 額  ( 千 円 ) 217,733 315,511 234,258 228,649 235,708

児 重 数  [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 761 697 670 653 626

1 人 当 た り の 小 学 校 費  ( 円 ) 286,114 452,670 349,639 350,152 376,530

④生徒1 人当たりの中学校費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

中 学 校 費 決 算 額  ( 千 円 ) 134,975 244,025 121,590 113,177 123,750

生 徒 数  [ 5 月 1 F1 ] ( 人 ) 425 431 433 405 371

1 人 当 た り の 中 学 校 費  ( 円 ) 317,588 566,183 280,808 279,449 333,558
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⑤園児1 人当たりの幼稚園費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

幼 稚 園 費 決 算 額 ( 千 円 )  ※ 4,954 9,901 11,279 6,919 16,488

園 児 数 [ 5 月 1 日 ]  ( 人 )

1 人 当 た り の 幼 稚 園 費  ( 円 )

※平成30年度から町立幼稚園は全て認定こども園へ移行したため、私立幼稚園の園児に係る費用のみ計上。

⑥人口 1 人当たりの社会教青費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

社 会 教 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 249,589 393,297 407,791 273,661 312,576

人 ロ [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,003 15,860 15,688 15,577 15,471

1 人 当 た り 社 会 教 育 費  ( 円 ) 19,827 15,596 24,798 17,568 20,204

⑦人口 1 人当たりの保健体青費決算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

保 健 体 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 74,138 51,263 50,689 68,090 65,870

人 口 [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,003 15,860 15,688 15,577 15,471

1 人 当 た り の 保 健 体 育 費  (円) 4,384 4,633 3,232 4,371 4,258

一参考一園児1 人当たりのこども團費予算額

X区分 年度
令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

こ ど も 園 費 決 算 額 ( 千 円 )  ※ 626,824 870,829 892,974 702,984 695,747

園 児 数 [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 449 439 432 421 415

1 人 当 た り の こ ど も 園 費  (円) 1,396,045 1,983,665 2,067,069 1,669,796 1,676,499

※ こども園の運営に係る費用
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3 学校教育行政重点項目

園小中一貫教育による 「 た < ま し <  しなやかに生き抜<力」 の育成と地域社会の力

を結集した コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス クールによる「学校力」の向上

〇 学 校 ( 園 ) 教 育 ( 単 位 : 了- 円)

( 1 )  学校の教育環境の充実を図るため、 施設・設備の整備に努める。

ア 学校施設等芝生化推進事業補助金 ( 7 0 6 )継続

イ 小学校情報教育環境整備事業

ウ 中学校情報教育環境整備事業

( 2 )  国際化社会に対する人づく り に 努 め る 。

ア 国際理解教育の充実^ L T ( 外 国 語 指 導 助 手 ) を 配 置

( 3 )  学習指導の充実を図るとともに、 特色ある学校づく りに努める。

ア 中学生学力アップ事業 (ゆめ☆スタ講座)  の開催

イ 小学校に少人数指導のための講師を配置

ウ 中学校に少人数指導のための講師を配置

エ 学 び 推 進 事 業 「 士 曜 塾 プ ラ ス  の 開 催

オ f人御山学園教育研究会補助金

カ 教育相談事業の実施

( 25 , 316 )継続

(13, 432)系l業続

( 1 9 , 6 8 5 ) 継 続

( 4 , 5 1 9 ) 継 続

( 1 1 , 7 74 )継続

( 7 , 5 0 6 )継続

( 1 5 8 ) 継 続

(1, ooo ) 継 続

( 1 4 , 4 6 0 ) 継 続



( 4 )  保護者負担の軽滅に努める。

ア こ ど も 園  (給食費・スポーツ振興センタ ー負担金)

小学校(学級費・修学旅行費・校外活動費・給食費・スポーツ振興センター負担金等)

中学校 (学級費・修学旅行費・校外活動費・スポーツ振興センター負担金等)

に係る経費の補助

イ 要保護及び準要保護児童生徒に対する就学援助

ウ 特別支援学級在籍児童生徒に対する就学奨励費補助

Ltf●

(18,934) 継続

(30,426)継続

( 1 , 306 )継続



4 社会教育行政重点項目

̃地域の紳づくりを目指して̃

〇社会教育・体育

( 1 )青少年の健全育成

①各種社会教育関係団体の充実を図るため、 活動費補助を行う c

ア 町青少年健全育成協議会

イ 町 P  T A連絡協議会

②まなび教室の開設

( 2 )  生涯学習の推進

①文化施設指定管理料等

②二十歳のつどいの開催

③図書館業務の充実に努め、 利用者サービスの向上を図る。

ア 図書購入

イ 図書館システムの運用

ウ 障害者等図書配送サービス

エ 視聴覚資料等備品購入

④町民文化祭の開催

⑤生涯学習のまちづくりの実現 〔いきがい大学等の実施〕

⑥今後の生涯学習推進

( 単 位 : 千 円 )

( 1 ,200 )継続

( 8 0 )継続

( 5 33 )継続

(100,204)継続

( 6 0 5 ) 継 続

( 5 , 0 00 )継続

( 6 , 645 )継続

( 5 2 ) 継 続

(720)継続

( 3 ,918 )継続

( 2 , 6 2 3 )継続



ア 第 3 次 生 源1学習推進計画策定事業

イ 全 世 代 ・ 全 員 活 躍 ま ち づ く り セ ン タ ー 運 営 事 業

( 3 )  スポーツ活動の振興

① 町 ス ポーツ協会組織及び事業の充実を図る。

ア 町スポーツ協会活動費補助

イ く み や ま マ ラ ソ ン 実 施 委ii会補助

②スポーツ施設指定管理料

③ ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 を 図 る た め 、  体育施設の整備に努める.

ア 町民プールなど施設維持管理事業

(1,93,1) 系l業続

( 1 2 , 3 5 4 ) 継 続

( 5 , 0 0 0 )継続

( 1 , 5 00 )継続

( 3 4 , 5 8 3 ) 継 続

(1o, 9oo ) 継 続

④ 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興 を 図 る た め 、  各種教室 ・ 大 会 な ど を 実 施 す る 。

ア ス ポー ツ大会の開催 (小学生トッシホ ール・町民連動会等) (2,460) 継続

( 4 )  歴史文化の継承と活用

①文化財を調査保護し、 啓 発 を 図 る 。  [ 調 査 ・ 保 護 ・ 啓 発 ]  (19,591) 系l来続

②旧山田家住宅保存 ・ 活用事業

( 5 ) 人 権 ・ 平 和 教 育 の 推 進

①平和啓発平和ポスター展の実施

( 6 )  子育て支援の充実

( 3 , 6 7 6 ) 継 続

( 4 1 ) 継 続

①仲よし学級指導内容及び施設の充実に努め、魅力ある学級運営を図る。 ( 5 3 , 3 8 9 ) 継 続

②家庭教育推進事業 ( 2 7 9 ) 継 続



1 施設台帳一覧

2 文教施設建設内容一覧
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1 施設台帳一覧
( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)

X設 規 模 等  学校(国)名

御 牧
小学校

佐 山

小学校
東 角

小学校
J人御山
中学校

み ま き
こ ど も 国

さやま
こ ど も 国

と う ず み
こ ど も 国

開 設 年 度 明 治 5 年 明 治 6 年 昭和50年 昭和50年 平成30年 平成30年 平成30年

児 童 ・ 生 従 ・ l重1児数 12,1 278 22,1 371 89 193 133

学 級 数

通 常 6 11 9 11

特別文援 2 4 3 3

計 8 15 12 14 6 12 10

保 有 普 通 教 室 数 11 18 18 20 6 16 11

保

有

特

別

教

室

数

理 科 室 1 1 1 2

音 楽 室 1 1 1 1

_ L 1 作 ( 美 術 ) 1 1 1 2

1 1家 庭 科 室 1 2

放 送 室 1 1 1 1

コンt ユー タ教室 1 1 1 2

視 聴、 覚 室 1 1

特 別 活 動 室 1 2 4 4

図 書 室 1 1 1 1

教 育 相 談 室 1 1

計 8 10 12 17

校 合 保 有 面 積 2,817 ,1,765 4 , 8,15 6,680 950 2,88,1 1,57・1

屋 体 保 有 面 積 678 68,l 830 1,021

給 食 室 保 有 面 積 17・1 173 186 336 81 163 ・19

ブ - ル

構 造 ステンレス ステンレス F R P F R P F R P F R I) F R P

面 積 377 333 375 ,125 22 36 36

寸 法
13X25
1 3 X 4

1 1 . 7 X 2 ,1 . 7

1 1 > < 4

13X25
5 X 1 0

17X25 6 . 4 X 3 . 4 4. 5 X 8 4 . 5 X 8

敷 地 面 積

建 物 4,981 8,480 5,972 12,211 1,633 4,667 2,210

グ ラ ウ ン ド 5,845 5,176 12,428 13,106 1,411 1,629 2,162

借地

その他 294 636

計 10,826 13,656 18,400 25,317 3,338 6,296 5,008
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1 児童・生徒数の推移

( 各 年 5 月  1 日現在

年 度 児 童 数 生 徒 数 年 度 児 童 数 生 徒 数

平 成 1 6 年

平 成 1 7 年

平 成 1 8 年

905

932

960

393

403

394

平 成 2 6 年

平 成 2 7 年

平 成 2 8 年

897

865

846

464

443

440

平 成 1 9 年 957 396 平 成 2 9 年 834 425

平 成 2 0 年

平 成 2 1 年

953

972

430

434

平 成 3 0 年

令和元年

823

761

411

425

平 成 2 2 年 956 449 令 和 2 年 697 431

平 成 2 3 年 932 458 令 和 3 年 670 433

平 成 2 4 年 894 479 令 和 4 年 653 405

平 成 2 5 年 907 472 令 和 5 年 626 371

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

一一^、
、、、、、、、

_ ̃

_ _ 、
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2 児童 , 生徒数

牧小学校

( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 17 25 22 13 24 23 124

学 級 数 1 1 1 1 1 1 6

佐山小 校

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 46 47 47 52 38 48 278

学系投数 2 2 2 2 1 2 11

角小学

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 35 40 35 40 31 43 224

学 級 数 1 2 1 2 1 2 9

1 年 2 年 3 年 合 計

生 従 数 115 125 131 371

学 級 数 3 4 4 11

48



3 町立小 , 中学校教職員数

( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)

X区 分 字 校 名

御牧小学校 佐山小学校 東角小学校 久御山中学校

校 長 1 1 1 1

教 頭 1 1 1 1

i 特 教 論 0 0 0 1

教 論

男 4(0) 9(3) 7(2) 16(7)

女 10(5) 10(0) 11(2) 13(3)

養護教論 1 1 1 1

計

男

17(5)

5(0)

22(3)

11(3)

21(4 )

9(2)

33(10)

19(7)

女 12(5) 11(0) 12(2) 14(3)

事 務 職 員 1(1) 1 1 1

栄 養 教 諭 ・  栄養士 2(1) 1(1) 1 1(1)

教職員総数 20(7) 24(4) 23(4) 35(11)

※学校基本調査の教員数 (本務者) 、 職員数による。

※講師及び町費会計年度職員(栄養l- ) は 、 ( ) 内 に 内 書 き c
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4 通学区域、区 域

北川顔、 藤和田、 島 田 堤 外 の う ち 町 道 N  T T グ ラ ウ ン ド 線 よ り 西 側 、
そ れ 以 外 の 島 田 全 域 、 坊 之 池 、 中 島 、 西 一 口 、 東 一 ロ 、 相 島 、 森 、 野
村 、  伏見区向島下五反田

御牧小学校

佐山 〔双栗:1 , 2及び府道宇治淀線より南側〕 、 佐 古  〔東角及び清水
を 除 く 〕 、 市 田 、 田 井 、 下 津 屋 、 島 田 堤 外 の う ち 町 道 N T T グ ラ ウ ン
ド 線 よ り 東 側 、 森 〔 南 大 内 : 2 3 2 , 2 3 3 〕 、 野 村 〔 外 野 : 3 4 一 市 田 鈴 間
の西側〕

佐山小学校

東角小学校
林、 栄、 佐山 〔 、差理池及び双栗のうち府道宇治淀線より北側 ( 双 栗 :
1 , 2 を 除 く ) 〕 、 佐 古 〔 東 角 ・ 清 水 〕

京都市立
明親小学校

大橋辺 〔府道宇治淀線より東側〕

京都市立
美豆小学校

大橋辺 〔府道宇治淀線より西側〕

久御山中学校 大橋辺を除く久御山町全域、伏見区向島下五反田

京都市立
大淀中学校

大橋辺



5 久御山町の教育理念 『くみやまタウンキャンパスプラン』

̃久御山学園̃

久御山町教育委員会では、 生涯学習の視点から策定された 「 く  み や ま タ ウ ン キ ャ

ン バ ス プ ラ ン 」  の 理 念 に 基 づ き 、 我 が ま ち が 誇 る 優 秀 な も の づ く り の 技 術 や 人 財

( 材 ) 、 自 然 や 歴 史 的 資 源 、 公 共 施 設 、 住 民 パ ワ ー 、 行 政 サ ー ビ ス な ど を 結 集 し て 、

次世代を担う 「久御山の子」 を 育 て る こ と を 目 指 し て い ま す 。

※ 「 く み や ま タ ウ ン キ ャ ン パ ス プ ラ ン 」  と は 、  久 御 山 町 全 体 を キ ャ ン パ ス と と ら え 、

地 域 に あ る 先 進 的 な 企 業 や 産 業 の 技 術 ・ 知 識 、 文 化 財 、 人 財 ( 材 ) 等 と 協 働 し 、 地 域

全体で特色ある教育を推進するとともに、近隣の大学や高等学校との連携によるスム

ーズで一貫性のある教育により、 子ども達の希望進路の実現・地域有為の人材育成を

目 指 す 教 育 ビ ジ ョ ン と し て 取 組 を 推 進 し ま す 。

( 期 間 ) 平 成 1 6 年 度 か ら 1 0 年 間 ( 1 次 )  平 成 2 6 年 度 か ら 1 0 年 間 ( 2 次 )

(1) 久御山町の教育の方針

久御山町の教育は、 日本国意法と教育基本法に基づき、京都府教育振興プラン、京

都府教育委員会学校教育の重点、 社会教育を推進するためにを踏まえ、 予測困難な社

会の中で、人々が自発的に学習することによって、自らの能力を伸ばし、人として豊

か な 心 を 持 つ て 生 き が い に 満 ち た 生 活 を 送 る こ と が で き る 社 会 の 実 現 を め ざ す も の

です。そのために、確かな学力、豊かな人間性・健やかな体などの育成を基本とし、

この社会に柔軟に対応する能力や資質の育成に努めることが必要です。

久御山町の教育行政に関する方向性を明確化した 「久御山町教育大綱」 は、 総合教

育会議において、 第 5 次 総 合 計 画 に 即 し た も の に な る よ う 策 定 さ れ て い ま す 。

久御山町教育委員会は、「久御山町教育大綱」による教育・文化分野の基本理念、

教育方針の実現に向けて、学校教育と社会教育の双方からの連動した取組による基本

方針の実現をめざします。

(2)学校教育の方針

学校教育においては、変化が激しく予測困難な社会に対応できる「たくましくしな

やかに生き抜く力」の育成を目指しており、その力を「自立する力」「展望する力」「挑

戦 す る 力 」 「 共 生 で き る 力 」 と と ら え て い ま す 。 子 ど も た ち が 主 体 的 に 学 習 し 、 困 難

に立ち向かうことのできる力やより良い社会の構築に貢献できる力を身にっけ、人や

地 域 社 会 と っ な が っ て 「 自 己 実 現 」 を め ざ す こ と の で き る 人 間 に 成 長 で き る よ う 教 育

活動を展開します。

具体的には、 町立こども園・小中学校における園小中一貫教育によって、 「質の高

い学力」 「豊かな人間性をはぐくむ心の教育の推進」、 「基本的な生活習慣の確立と生

活 実 践 力 の 育 成 」 な ど 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 子 ど も の 育 成 を 目 指 し て 、 こ ど も 園 ・

小中学校と保護者、 地域、 学校運営協議会等が一体となって 「久御山の子」 を共に育

て ま す 。



各園 ・各学校においては、 幼保連携型認定こども園教育 ・保育要領や学習指導要領

を踏まえ、校園長主導の体制の下、保育・教育活動を推進します。

「めざす子ども像」 と し て 、 次 の よ う な 姿 を 設 定 し 、 関 係 機 関 や 住 民 の 方 に も 広 く

周知し、 共通理解を図つていきます。

◇自立

◇ 展 望 :

自分でできることは自分ですることやものごとを自分の責任において決定

す る こ と が で き 、 や が て 、 社 会 貢 献 と し て の 仕 事 が で き る 力

夢と希望を持ち、 その実現のために見通しを持つて準備し、 生涯にわたっ

て 自 己 を 高 め よ う と す る 力

◇挑戦:自己の可能性を信じ、夢や希望の実現に向けて、 リ ス ク に 立 ち 向 か う た く

ま し い 心 と 体

◇ 共 生 : 互 い の 違 い を 認 め 、  尊 重 し 、  人や社会と繁がって共に豊かに生きる力

(3) 久御山学園について

① 久御山学園創設の趣旨

久御山町教育委員会では、 久御山の子どもたちが将来 「自発的に学習するこ

と に よ っ て 自 ら の 個 性 ・ 能 力 を 伸 ば し 、  豊かな心を持ち、 人や社会とっながっ

て自己実現をめざすことのできる自立した人間」 を 育 成 す る こ と を め ざ し て 、

久御山町の学校支援事業、 久御山学園教育研究会を核と した園小中一貫教育や

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル な ど を 推 進 し て き ま し た 。

これらの事業や施策は少しずっ成果を上げてきましたが、 社会情勢等の急激

な変化に対応し、 今後更に地域住民の教育に関する期待に応えることが必要で

あ る と 考 え ま す 。

そ こ で 、 『 久 御 山 学 園 』 は 、 『 め ざ す 子 ど も 像 』 を 定 め て 、 地 域 ・ 保 護 者 ・ 学

校 ・ こ ど も 園 が 、 同 じ 目 標 に 向 か っ て 教 育 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 4 つ の 育

成 し た い 基 本 的 な 力 と し て 「 自 立 」 「 展 望 」 「 挑 戦 」 「 共 生 」 を 掲 げ て い ま す 。

②久御山学園の位置付け

『久御山学園』とは、町立こども園及び小・中学校を町全体の学園と捉え、

0歳から15歳までを通した園小中一貫教育と、地域と家庭・学校をっなぐ学校

運営協議会等とともに、 町ぐるみで子どもを育てる組織です。

なお、 実施期間は、 久御山町教育委員会が必要と認める期間継続するものと

しています。



町立のこども園 ・小学校 ・ 中学校を町全体の 「学 園」 と見立

て、 園小中一貫 教 育 を 推 進 す る と と も に 、  学校運営協議会など

校 区 各 種 団 体 と と も に 、  町 ぐ る み で 将 来 の 久 御 山 を 担 う 子 ど も

た ち を 育 て る 組 織 で す 。

言語力とは …

自 ら の 考 え を 深 め 、  他 者 と の コ ミ ュ
ニク ー ショ ン を 行 う た め に 言 語 を 運 用

するのに必要な能カ

自己指導能カとは …

そ の時、 その場で、 ど の よ う な 行

動が適切か、 自 分 で 考 え て 、  決めて、

実行する能カ





6 学校教育の重点

( 1 )基本方針

日本国憲法と教育基本法に基づき、 京都府教育振興プラン、 京都府教育委員会

学校教育の重点を基本と した教育活動の推進

【久御山町の基本方針】

◇ 園 小 中 一 貫 教 育 に よ る 「 た く ま し く し な や か に 生 き 抜 く 力 」 の 育 成

◇ 地 域 社 会 の 力 を 結 集 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル に よ る 「 学 校 力 」 の 向 上

【重点課題】

◇質の高い学力の育成 (知)

◇豊かな人間性の育成と多様性が尊重できる心の教育の推進 (徳)

◇基本的な生活習慣の確立と生活実践力の育成 (体)

◇学校教育力の向上と信頼される学校づく り

【具体的方策】

◇ 「 久 御 山 学 園 」 を 核 と し た 「 た く ま し く し な や か に 生 き 抜 く 力 」 の 育 成

久 御 山 町 の 基 本 方 針 を 実 現 す る た め に は 、 こ ど も 園 、 小 ・ 中 学 校 ( 以 下 「 学 校 」

と い う )  が 一 体 と な っ て 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す 。  また、公教育の最大の強みでも

ある地域の力を学校に生かし、 学校力を高め、 「地域の子は地域で育てる」 組織的

な取組が必要です。

久御山町教育委員会は、 学校・保護者・地域の一体的な教育を具体的に推進する

た め の 組 織 と し て 『 久 御 山 学 園 』 を 設 置 し 、 子 ど も た ち に 学 力 の 基 盤 と な る 「 言 語

力 」 と た く ま し く し な や か に 生 き 抜 く 力 の 基 盤 と な る 「 自 己 指 導 能 力 」 を 身 にっけ

さ せ る と と も に 、  それらの力を下支えする非認知能力を育成するため、 8つの重点

目標達成をめざして取組を推進します。

(2) 久御山町の重点目標と具体的対策

̃ 豊 か な 学 び の 創 造 と 確 か な 学 力 の 育 成 ̃

【重点目標1】« 質の高い学力を育む»

〇基礎・基本の定着

① 学力向上と学力を支える基盤づくりの研究・実践

ア 保育・教育活動における保育内容・授業改善の推進

新 し い や ま し ろ 授 業 ス タ ン ダー ド の 活 用

発達段階に応じた「言語力」 「情報活用能力」 「問題発見・解決能力」等

の育成

読書活動の推進による言語活動の充実

イ 校種間の連携の充実(園小中接続の強化)

就学前教育と義務教育9年間を見通した園小中連携と教育効果の向上

校種間連携、 小小連携などによる指導内容と指導方法の確立

進 路 指 導 ・ キ ャ リ ァ 教 育 の 充 実

② 個別最適化の充実を目指した、取組の推進



ア ICTの効果的な活用による学力の充実・向上

情報モラルを身にっけさせる指導

IcTの効果的な活用による個に応じた指導方法の工夫、改善

イ 小・中学校における各種学力調査結果の組織的な分析と課題解決に向けた指

導の実施

ウ 学力の充実・向上に向けての取組の推進

あらゆる教育活動の場を活用した、学力の充実・向上の取組

学習支援員配置事業や「水曜塾プラス」 「 土 曜 塾 プ ラ ス 」 な ど を 活 用 し た

「 学 び 直 し の 場 」 を 設 定 す る こ と に よ る 基 礎 ・ 基 本 の 徹 底

民間事業者による中学生学力アップ事業「ゆめ☆スタ」講座の復習・予習

による学校教育の補完、小学校6年生を対象にした補充学習事業「ゆめ☆ス

タ」春季講座の実施

エ 特別支援教育の視点に立つた個に応じた保育・教育の充実

オ キ ャ リ ァ ・ パ ス ポ ー ト の 視 点 を 生 か し た 取 組 の 充 実

全 て の 教 育 活 動 に お い て 「 見 通 し 」 と 「 振 り 返 り 」 を 大 切 に し た 意 図 的 な

は た ら き か け

子ども及び保護者の心を動かす対話

カ 「 ま な び ス タ ー ト 調 査 」  による分析及び指導改善

就学前までの育ちの可視化を通した課題の早期発見、 早期対応及び就学前

教育との連続性の共有

③ 就学前教育の充実

ア こども園から小学校への円滑な接続に向けた 「 に じ い ろ プ ラ ン 」  に も と づ い

た保育教諭の資質能力の向上や特色ある就学前教育活動の促進

イ 園小の円滑な接続のためのカリキュラムの充実

ウ 園内研修会の充実

エ 保 育 ・ 教 育 ア ド バ イ ザ ー 、  就学前教育ならびに円滑な園小接続に係るスー

パ ー バ イ ザーを活用した研修支援

オ 遊びを通した人間形成の基礎や非認知能力の育成

④ 保育力・授業力の向上(町内こども園、 学校に勤務する全ての教職員)

ア 各こども園・各学校の研究による保育・指導方法や保育・指導技術の向上

イ 町教職員研修の充実

ウ 町教師力向上スーパーバイザーや保育・教育アドバイザー、就学前教育なら

びに円滑な園小接続に係るスーパーバイザー、 山城教育局教職員支援アドバイ

ザーからの指導助言による教師力向上

⑤ 小学校専科教育の充実

ア 学園として系統性を踏まえた専門性の高い教科指導

〇 「 活 用 す る 力 」 の 育 成

① 指導方法の充実

ア 創造的・論理的思考力の育成

知識や技能を活用し、教科横断的な視点で物事を捉え、実社会での課題解

決に向けた取組の推進 (総合的な学習の時間等の活用)

ICTを効果的・効率的に活用するなど様々な学習活動を通じて、児童生徒

の 情 報 活 用 能 力 の 育 成 と と も に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 を 培 う カ リ キ ュ ラ ム

の充実



② 全ての教育活動における言語活動の充実

ア 就学前から中学卒業までを見通した取組の充実

③ 全ての教育活動における思考力・表現力・判断力の育成

ア 日々の授業等の改善による基礎・基本を生かした思考力・表現力・判断力の

育成

〇主体的に学びに向かう力の育成

① 家庭との連携による、 家庭における学習習慣の確立

ア 学校と家庭の緊密に連携による、学習習慣の確立をめざした自主学習の取組

の推進

イ 学習する場や機会の提供などの環境整備

② 地域との連携による、 社会人講師の活用

ア 地域人材の発掘

イ 社会人講師の活用による児童生徒の学習意欲の向上

③ 生徒指導の3機能を活かした指導の充実

ア 子どもに達成感を持たせるような意図的・計画的な活動

イ 自己肯定感や自己有用感を体験的に積み上げる場の設定

④ 中学卒業時「英語検定3級」合格を目指した取組の推進(受検料補助事業)

⑤ 学ぶことの意義や楽しさを感じられる多様な遊び

ア 学習の見通し、振り返りを大切にした課題解決型の授業の展開

イ ICTを効果的に活用し多様な学習の形態や学習機会を創出し、児童生徒の学

習意欲や興味・関心を高める取組の推進

̃豊かな人間性の育成と多様性が尊重できる心の教育の推進̃

【重点目標2】« 人を思いやり尊重する心など、 豊かな人間性を育む»

〇 豊 か な 感 性 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

① 多様な人の関わりを通した自他との違いの受容と自尊感情の育成

ア 非認知能力を基盤とした自己肯定感や自己有用感を培う指導の充実

イ コミュニケーション能力の育成を通して、自他の違いを受容する心の育成

ウ ネ ッ ト 社 会 に お け る 見 え な い 相 手 を 想 像 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向

上

エ 国際理解教育及びALTを活用した異文化理解の取組の充実

② 道徳教育の推進

ア 道徳教育の推進体制の充実、 「考える道徳」 「議論する道徳」への授業改善

イ 「京の子ども 明日へのとびら」や地域教材や体験学習等を通して、多様な

他者を尊重する態度を育て、 自己肯定感を高める指導の充実

ウ 道徳教育の全体計画と別様、教科の年間指導計画の活用、指導方法の改善

③ 読書活動を通じた創造力、 表現力の育成

ア 学校図書館及び図書館司書の活用と多様な読書活動による読書習慣の形成

イ 学校や家庭、地域での読書活動の推進

④ 持続可能な世界に向けた目標設定(SDGs)を通した教育

ア 人権意識・人権感覚の向上

イ 気候変動・環境問題への意識が高まる教育の推進
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⑤ 公共の精神や社会参画の意識を育む教育の推進

̃基本的生活習慣の確立と生活実践力の育成̃

【重点目標3】« 一人一人を大切にし、 個性や能力を最大限に伸ばす»

〇生き抜く力を育む

① キ ャ リ ア 教 育 の 推 進

ア 職場体験活動の推進

地域の企業、 公共施設などでの中学2年生の職場体験活動の充実

イ 地域学習を通しての地域産業の理解の促進

② 社会的自立を促す特別支援教育の充実

ア インクルーシブ教育の目的に則した、特別支援教育の理解を図るための研修

の充実

イ 個に応じた指導の推進と指導方法の工夫改善 (特別支援教育補助員の配置)

ウ 特別支援教育にっいての啓発活動の充実

エ 特別支援教育に関わる町内組織の連携と体制の充実

オ 子 ど も の 発 達 を 見 据 え た 「 移 行 支 援 シ ー ト 」 の 活 用

③ 地域学習の充実

ア 地域教材の活用と体験学習の充実

各教科等での本町の特色を生かした地域教材の活用や体験学習を計画的に

実施

イ 地域理解を図る教職員研修の実施

新転任教職員のフイールドワークの実施

④ 就学前教育の推進

ア こ ど も 園 か ら 小 学 校 へ の 円 滑 な 接 続 に 向 け た 「 に じ い ろ プ ラ ン 」 に も と づ い

た保育教諭の資質能力の向上や特色ある就学前教育活動の促進

イ 園小の円滑な接続のためのカリキュラムの充実

ウ 園内研修会の充実

エ 保 育 ・ 教 育 ア ド バ イ ザ ー 、  就学前教育ならびに円滑な園小接続に係るスー

パーバイザーを活用した研修支援

〇人権教育の充実

① 生命と人権を尊重し、 豊かな人間性を育成する指導の充実

ア 発達に応じた人権間題の正しい理解

イ 基本的人権の尊重に関する指導の徹底

人権教育年問計画をもとにした、各教科、教科外などでの指導

京都府教育委員会作成の人権学習資料集などの活用

「 い じ め を 許 さ な い 」 士 壌 づ く り の 実 践

人 権 三 法 ( 障 害 者 差 別 解 消 法 ・ へ イ ト ス ピ ー チ 解 消 法 ・ 部 落 差 別 解 消 推 進

法) の目的である差別のない社会の実現

インターネット社会の中で多様化・複雑化する人権問題の解決に向けた人

権学習の充実・教職員等の認識深化及び実践力・指導力向上を図る人権研修

の充実

̃基本的な生活習慣の確立と生活実践力の育成̃

【重点目標4】« たくましく健やかな身体を育む»

〇健やかな身体と体力向上
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① 健やかな身体の育成

ア 基本的な生活習慣の確立と保護者啓発

生活点検等の活用

② 体力の向上

ア 体力テストなどを活かした子どもの体力・運動能力向上

発達段階に応じた体力・運動能力の向上

「 運 動 遊 び ガ イ ド ブ ッ ク 」 や 「 京 の 子 ど も 元 気 な か ら だ ス タ ン ダ ー ド 」 等

の活用

③ 地元産食材を生かした食育の推進

ア 学校給食を中心にした食育の推進

給食での地元産食材の活用や食文化への理解

栄養教諭による指導の充実

̃学校の教育力の向上と信頼される学校づく り ̃

【重点目標5】« 安全・安心で充実した教育の環境を整備する»

〇危機管理と安全対策

① 学校の危機管理・安全対策の充実

ア 教職員の研修や訓練の実施

「学校における安全教育の手引き」 (京都府教育委員会作成)を活用した

校内研修の実施

イ 学校・家庭・地域社会が連携した取組の推進

地域や関係機関と連携をした、防災、防犯に対する訓練の実施

② 危機管理能力の育成

ア 危機管理マニュアルの整備と不断の見直し

イ 「学校における安全教育の手引き」 (京都府教育委員会作成) の周知徹底

③ 学校安全の取組の充実

ア 安全に関する指導や避難訓練、 集団登下校等の計画的な実施

イ 校内の施設・設備の適切な管理

ウ 発達段階に応じた系統的な防災教育の推進

〇いじめや不登校の子どもへのきめ細やかな支援の充実

① 生徒指導の充実

ア 生徒指導の3機能をいかした指導の充実

イ 家庭、地域、専門的機関(非行防止教室や薬物乱用防止教室等) との連携

ウ 体罰を許さない指導の徹底

② ぃ じめや不登校等の早期発見と早期対応

ア 「久御山町いじめ防止基本方針」 「学校いじめ防止基本方針」 に基づいた取

組の実践

イ 全教職員が一丸となった不登校等への早期発見・早期解決に向けた「魅力あ

る 学 校 づ く り 」 の 取 組 推 進

不登校等への「未然防止」の取組として、各校が創意工夫した授業づくり

と 集 団 づ く り

「初期対応」及び「自立支援」にっいて、学校組織体制の整備・充実

ウ 家庭との連携、教育相談の充実

エ 「心の居場所サポーター」 「 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 」  「 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル



ワーカー」 「 ま な び ・ 生 活 ア ド バ イ ザ ー 」  などと連携した支援の充実

オ 関係機関(教育相談室、児童相談所など) との連携

③ 専門的機関との連携

ア 久御山町要保護児童生徒対策協議会、くみやま子育て応援センターはぐくみ

等の町内各機関や児童相談所等との連携

イ いじめ問題対策調査委員会への情報提供

【重点目標6】« 学校の教育力の向上を図る»

〇きめ細かな指導体制

① ICT等を効果的に活用

ア 効果の高い指導方法の交流

イ 指導方法の工夫・改善に関する共同研究の推進

② 指導の充実

ア 特別支援教育補助員による通常学級における支援が必要な児童生徒支援

イ 各校学校司書による読書活動充実

ウ A L T に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成

エ 小学校専科教員による系統性を踏まえた専門性の高い教科指導

【重点目標7】« すべての教育の出発点である家庭教育を支援する»

〇 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 ・ 協 働

① 学 社 連 携 に よ る P T A 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 充 実 に よ る 家 庭 教 育 力 の 向 上

ア 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん ・ あ い さ っ 」 運 動 の 推 進 と 家 庭 ・ 地 域 社 会 へ の 啓

発

家 庭 ・ 地 域 が 一 体 と な っ た 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん ・ あ い さ っ 」 運 動 の

推進

イ P T A 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル と の 連 携 に よ る 久 御 山 学 園 「 久 御 山 学 園 ウ ィ ー

ク ( 家 庭 学 習 ・ 読 書 活 動 ) 」 の 実 践 推 進

PTAや学校運営協議会等との連携

ウ 「地域で子どもを育てる」基盤形成

エ 児童虐待の早期発見・早期対応のための校内相談体制の整備、 関係機関との

連携強化及び 防止のための啓発の推進

オ 薬物乱用防止やネットトラブル等に関する学習資料を活用した保護者等の研

修の実施及び 保 護 者 同 士 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 推 進 の た め の 支 援

【重点目標8】« 地域社会の力を活かして子どもを育む環境をっく る»

〇 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

① コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 体 制 づ く り の 推 進

ア 学習・体験・安全等の地域ボランティア活動の推進

イ 学校評価の充実

学 校 評 価 ア ン ケ ー ト を も と に し た 懇 談

ウ ホームページ等を活用した情報発信

エ 地域や保護者の学校教育に対する理解と支援

地域人材の発掘
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7 研究テーマ , 内容

園 ・ 校 名  研 究 テ - マ 研 究 内 容

み ま き こ ど も 園

さ や ま こ ど も 園

と う ず み こ ど も 園

〇各園の保育研究を通して、 他国を知る。

〇各学年でサブテーマを立て、 学年別会議の中

で研究テーマにっいて考えていく。

〇町 、1f こ ど も 園 の 全 て の 保 育 者 が 同 じ 思 い で 子

ど も 達 を 見 つ め 、  保 育 を 進 め て い け る よ う 共

通理解を図る。

〇 子 ど も 主 体 の 生 き 生 き し た 保 育 に っ い て 、  環

境 構 成 ・ 保 育 者 の 援 助 よ り 考 え て み る 。

〇 日 々 の 記 録 を 通 し て 個 の 姿 を 捉 え る 。 又 、 期

間 案 か ら 月 案 ・ 週 案 を 計 画 立 て 見 通 し を も っ

た 保 育 を 行 う 。

〇 日 々 の 評 価 ・ 反 省 を き ち ん と 行 い 、 明 日 の 保

育 に っ な げ て い く 。

『 保 育 と は ? 保 育 者 と は ? 』

̃ 丁 寧 な ま な ざ し で 心 に 寄 り 添 う

あ た た か い 保 育 を め ざ し て ̃

各 学 年 の サ ブ テ ー マ よ り 考 え る

〇課題や自分の考えを絵や図などで表現し、 対

話 を 通 し て 主 体 的 に 思 考 す る こ と の で き る 授

業 づ く り

〇生徒指導の3機能を生かした授業づく り

〇 自 己 肯 定 感 ・ 自 己 有 用 感 の 高 ま る キ ャ リ ア ・

パ ス ポ ー ト の 充 実

〇言語力向上を目指した読書時間の確保及び発

達段階に応じたNIEの取組活用等

『 1iいに認め合い、 主体的に自分

の考えを発信できる児童の育成』

̃文章の意味を正確に理解し、 自

分の考えを表現するための指

導 ・ 支 援 の あ り 方 ̃

御牧小学校

〇探究的な学びを取り 入れた公開授業

〇情報活用能力系続表に基づいた授業実践

〇学びの時間や補充学習、 家庭学習等の計画 ・

運営

〇年間指導計画に沿つた情報モラル教青の充実

〇 キ ャ リ ア パ ス ポ ー ト の 充 実 や 間 題 解 決 型 の 学

習を通した非認知能力の育成

『 -F体的に考え情報を活用できる

子の育成』

̃課題意識を高めるための探究的

な 学 び ̃

佐山小学校

東角小学校

〇 「 授 業 づ く り シ ー ト 」  の 活 用 と 、  生活科・

社 会 科 ・ 理 科 を 中 心 と し た 探 求 的 な 学 習 過

程 の 研 究 ( 場 面 に 応 じ た イ ン プ ッ ト ・ ア ウ

ト プ ッ ト 方 法 の 獲 得 )

〇TEAタイムを活用した非認知能力の育成に

向けた意図的・計画的な取組

〇家庭教育の質の向上に向けた取組

「伝える力」の育成を日的とした

探求的な学習の創造



園 ・ 校 名  研 究 テ - マ 研 究 内 容

〇生徒が主体的に学ぶために、 教科の面白

さ ・ こ だ わ り ・ 学 び の 意 義 に 繁 が る 授 業 改

善 ( 教 科 ご と の グ ル ー プ を 中 心 と し た 交 流 )

〇ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

環境整備と授業改善

〇ICTを利活用した授業改善

〇生徒の自己有用感を高め、生徒が互いに認

め 合 え る よ う な 授 業 づ く り ・ 集 団 づ く り

〇家庭学習の習慣化や基礎学力の定着に向け

た取組の推進 (水曜塾プラス)

『夢育む授業』の創造

̃夢の実現に向けて、 生涯主体的

に学び続ける力を育む授業̃
久御山中学校



8 保健・安全

①身体発育

( 令 和 4 年 月 : 、  府 平 均 は 令 和 3 年 唐 )

X学 年 等 項 目

身 長 ( c m ) 体 重 ( K g )

男 子 女 子 男 子 女 子

小

学

校

1 年
町平均 117.5 115.2 21.5 20.6

府平均 116.0 115.4 21.1 20.9

2 年
町平均 122.5 122.5 23.8 23.9

府平均 122.6 121.4 24.2 23.6

3 年
町平均 129.7 128.5 28.4 29.0

府平均 128.4 127.0 27.3 26.5

4 年
町平均 135.1 133.8 31.9 31.4

府平均 133.9 134.1 31 .1 30.4

5 年
町平均 140.4 142.5 35.5 36.7

府平均 139.7 141.5 34 .6 34.8

6 年
町平均 145.7 146.9 39 . 0 39 . 2

府平均 145.3 146.8 38.4 38 .5

中

学

校

1 年
町平均 153.2 153.2 45.2 44.7

府平均 153.1 152.3 44.0 43.6

2 年
町平均 161.5 155.4 51.1 47.2

府平均 161.3 155.0 49.8 46.8

3 年
町平均 166.4 156.7 54.6 49.0

府平均 166.2 156.8 54.7 49.2



②学校管理下における園児 , 児童 , 生徒の事故災書報告状況

こ ど も 園 小学校 中学校 計 構成比(%)

被
災
者

男子 12 26 36 74 64.35

女子 5 11 25 41 35.65

合計 17 37 61 115 100.00

被
災
者
学
年

こ ど も 園 小 ・ 中 学 校 _____
o 歳 児 1 年 0 8 28 36 31.30

1 歳 児 2 年 0 3 16 19 16.52

2 歳 児 3 年 1 5 17 23 20.00

3 歳 児 4 年 5 6_ 11 9.57

4 歳 児 5 年 6 10_ 16 13.91

5 歳 児 6 年 5 5_ 10 8.70

合計 17 37 61 115 100.00

被
災
時
の

状
況

体育授業 0 9 13 22 19.13

そ の 他 の 授 業 ・ 保育時 17 8 4 29 25. 22

体育行事 0 0 0 0 0 . 0 0

体 育 ク ラ ブ 0 0 32 32 27.83

休憩時 0 19 9 28 24. 35

その他 0 1 3 4 3 . 4 8

合計 17 37 61 115 100.00

被
災
の
場
所

各 教 室 9 10 3 22 19. 13

廊 下 ・ 階  段 0 10 4 14 12 .17

体 育 館 0 6 18 24 20.87

運動場・校庭 7 8 23 38 33. 04

道 路 0 0 0 0 0 . 0 0

そ の 他 1 3 13 17 14.78

合計 17 37 61 115 100. 00

主
な
傷
生

口名

骨 折 1 9 17 27 23 .48

脱 臼 2 0 0 2 1.74

捻 挫 1 4 16 21 18. 26

打 撲 0 14 13 27 23 .48

挫 創 ・ 擦 過 傷 3 1 2 6 5.22

切 創 ・ 裂  傷 4 7 2 13 11. 30

歯 折 1 0 0 1 0 . 8 7

熱 中 症 0 0 0 0 0.00

そ の 他 5 2 11 18 15. 65

合 計 17 37 61 115 100.00

被
災
の

程
度

死 亡 0 0 0 0 0.00

3簡月以上 0 0 1 1 0. 87

2箇月以上 0 0 0 0 0 . 0 0

1箇月以上 0 0 0 0 0.00

2週間以上 2 9 12 23 20. 00

2週間未満 15 28 48 91 79 .13

合 計 17 37 61 115 100.00



③園児・児重・生徒の交通事故状況

4

こ ど も 園 小 学 校 中 学 校 合 計

被
災

者

男 子 0 1 1 2

女 子 0 0 0 0

合 計 0 1 1 2

被
災
の

状
態

と び 出 し 0 0 0 0

歩 行 中 0 0 0 0

自 転 車 運 転 中 ( 同 乗 ) 0 1 1 2

自 動 」l,1三l: 同 乗  中 0 0 0 0

合 計 0 1 1 2

対
象
物

二 輸 車 0 0 0 0

自 動 車 0 1 0 1

そ の 他 0 0 1 1

合 計 0 1 1 2

被
災
原
因

本 人 の  不 注 意 0 0 1 1

相 手 の  不 注 意 0 0 0 0

双 方 の  不 注 意

そ の 他

0

0

1 0

0

1

00

合 計 0 1 1 2

発
生
時

登 下 校  ( 園 )  時 0 0 1 1

在 家 J産 時 0 0 0 0

そ の 他 0 1 0 1

合 計 0 1 1 2

傷
害
名

骨 折 0 0 0 0

打 撲 0 1 0 1

切 創 ・ 裂 傷 0 0 0 0

控 創  ・ 擦 過 傷 0 0 1 1

そ の 他 0 0 0 0

合 計 0 1 1 2

被
災
の

程

度

死 亡 0 0 0 0

3 箇 月 以 上 0 0 0 0

2 笛 月 以 上 0 0 0 0

1 箇 月 以 上 0 0 0 0

2 週 間 以 上 0 0 0 0

2 週 間 未 満 0 1 1 2

合 計 0 1 1 2

月別発生状況

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合 計

11: ど も 園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 学 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

中 学 校 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合 計 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2



9 特別支援教育

1 目標

障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組みを支援するとい

う視点に立ち、 児童生徒等一人ひとりの教育的ニーズを把握し、 その持てる力を高

め、

適切な指導や支援を行う。

2 特別支援学級等設置状況 ( 令 和 5 年 5 月 1  日現在)

学 校 名 種 別 学級数 設置年月日 児童生徒数

御牧小学校
知 的 障 害

情緒障害

知 的 障 害

自 閉 ・ 情 緒 障 害

肢体不自由

通級指導教室

知 的 障 害

自閉・情緒障害

通級指導教室

1

1

2

1

1

1

2

1

1

昭 和 5 5 年 4 月 1 日

平 成 2 0 年 4 月 1 日

昭 和 4 7 年 4 月 1 日

平 成 1 3 年 4 月 1 日

平 成 3 1 年 4 月 1 日

平 成 1 1 年 4 月 1 日

昭 和 5 3 年 4 月 1 日

平 成 1 6 年 4 月 1 日

平 成 1 1 年 4 月 1 日

4

3

11

5

1

26

10

5

27

佐山小学校

東角小学校

知 的 障 害

自 閉 ・ 情 緒 障 害

通級指導教室

2

1

1

昭 和 5 0 年 4 月 1 日

令 和 4 年 4 月 1 日

増設

平 成 2 0 年 4 月 1 日

平 成 2 9 年 4 月 1 日

11

久御山中学校

5

16

3 久御山町教育支援委員会

(1) 日的

障害がある乳幼児及び児童生徒に対して、 障害の種類・程度に応じた就学、 及

び教育的支援等の継続した相談・支援及び指導・助言を図る。

( 2 ) 委 員

教育長が委嘱、 又は任命した委員で構成する。

医師・関係教育機関の職員・関係行政機関の職員

( 3 ) 専 門 部

教 育 支 援 部 会  ( 1 )心身に障害のある幼児・児童・生徒の適切な就学相談及

び継続的な教育支援を行う。

啓 発 ・ 研 修 部 会  ( 1 ) 特 別 支 援 教 育 に 対 し て 、 児 童 ・ 生 徒 、 保 護 者 等 に 正 し い

理解と認識を深めるための啓発活動及び研修を行う。

(2) 特別支援教育に関係する教職員の資質向上をねらいとし

た 研 修 を 行 う 。
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10 情報教育

1 高度情報通信社会への対応
高度情報通信社会である現在、社会の変化に適切に対応していくことは学校教育

における重要な課題である。

久御山町では、 社会の情報化に主体的に対応できる基礎的な資質を養う観点から、

昭和61年度に京都府下の中学校では初めて冷暖房完備のコンピュータ教室を久御

山中学校に設置した。

さらに、平成元年度には御牧小学校、2年度には佐山小学校、3年度には東角小

学 校 に コ ン ピ ュ ー タ 教 室 を 設 置 す る と と も に 、  4年度には御牧小学校の機器増設及

び久御山中学校の第2コンピュータ教室設置を行い、 コンピュータ等情報手段を活

用する能力の育成を図つてきた。

その後、 平成9年度からは、 全小学校コンピュータ教室及び久御山中学校第1・

第 2 コ ン ピ ュ ータ教室の機器等の更新を順次行い、現在全小・中学校においてイン

タ ー ネ ッ ト 利 用 環 境 が 整 備 さ れ て い る 。  平成15年度は御牧小学校と佐山小学校、

平 成 1 6 年 度 に は 束 角 小 学 校 、 平 成 1 9 年 度 に は 久 御 山 中 学 校 第 1 ・ 第 2 コ ン ピ ュ ー

タ教室の全面改修を行い、 機器の更新を行つた。

平成21年度には、小学校においてコンピュータ教室の機器等を更新すると共に、

校 内 の L A N 整 備 を 行 つ た 。 ま た 、 全 小 ・ 中 学 校 に お い て 、 通 常 教 室 及 び 特 別 支 援

教室にデジタルテレビ、学校毎に電子黒板を1台配備し、情報教育環境の充実を図

った。

平 成 2 6 年 度 に は 久 御 山 中 学 校 の コ ン ピ ュ ー タ 教 室 を 1 つ に 縮 小 し 、  機器等の更

新 を 行 う と と も に 、 サ ポ ー ト を 終 了 す る 〇  S 対 応 の た め 、 小 学 校 の 教 師 用 コ ン

ピュータの一部を更新した。

平成28年度には、 小学校のコンピュータ教室の機器等の更新を行い、 タ ブ レ ッ

トの導入及び無線L A Nの整備を行つた。 ま た 、  小学校の教師用コンピュー タの一

部を更新した。

令和元年度には、 久御山中学校のコンピュータ教室の機器等の更新を行い、 タ ブ

レットの導入及び無線L A N の 整 備 を 行 つ た 。  ま た 、 サ ポ ー ト を 終 了 す る 〇  S 対 応

のため、 小学校の教師用コンピュータの一部を更新した。

令 和 2 年 度 に は 、 G  I GAスクール構想に基づき、久御山町立小中学校の児童生

徒 に 対 し て 、 1 人 1 台 の タ ブ レ ッ ト 端 末 及 び 周 辺 機 器 を 整 備 す る と と も に 、 小 中 学

校内に高速大容量の通信ネットワー ク 整 備 を 行 つ た 。

2 小学枝における情報教育

(1) 目標

身 近 な 道 具 と し て の タ ブ レ ッ ト 端 末 等 に 慣 れ 親 し み な が ら 、  情報活用能力の育

成を図るとともに、情報モラルに関する指導の充実に努める。

( 2 ) 教 科 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 等 、 全 て の 教 育 活 動 で IcTの効果的な活用を図る。
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3 中学校における情報教育

(1) 目標

自ら学ぶ意欲を持ち、 社会の変化に対応できる能力の育成や個に応じた学習に

お け る タ ブ レ ッ ト 端 末 の 活 用 の あ り 方 を 研 究 主 題 と し 、 次 の 目 標 を 設 定 し て い る 。

総合的な学習の時間において、 情報機器が活用できる情報活用能力の育成

生徒の自主的な学習活動を支援する道具としての活用

情報の価値にっいての認識と情報モラルに関する指導の充実

情報機器の研修と授業での活用の円滑化

公務における情報機器の利用とデー タの共有化

( 2 )教科、総合的な学習の時間等、全ての教育活動でICTの効果的な活用を図る。



11 学校給食

学校給食の沿革

昭 和 3 9 年 4 月  佐山小学校給食室新築 週5回完全給食開始

4 0 年 2 月  御牧小学校給食室新築 週5回完全給食開始

4 8 年 1 2 月  佐山小学校給食室増改築

4 9 年 7 月  御牧小学校給食室増改築

5 0 年 4 月  東角小学校開校

従来、 京都市内から購入していた給食物資を、 久御山町商

工 会 を 窓 口 と し て 町 内 業 者 よ り 購 入

5 1 年 4 月  町立3小学校で山城地方学校給食指導研究会開催

(会場校 佐山小)

1 2 月  佐山小学校 学校給食指導優良校として文部大臣表彰を受賞

米飯給食審議会を構成、 米飯給食導入にっいて審議

5 2 年 4 月  町立3小学校 週1回米飯給食開始

5 4 年  4 月  町立3小学校の米飯給食 週 2 回 開 始

5 6 年 9 月  「土曜日における牛乳飲用にっい て 」 協 議

5 7 年  5 月  町立3小学校の士曜牛乳給食開始

5 9 年 5 月  久御山中学校 ミルク給食開始

9 月  御牧小学校 学校給食指導優良校として文部大臣表彰を受賞

6 0 年  1 月  町立3小学校の米飯給食 週 3 回 開 始

63年 1 月  御牧小学校 余裕教室を利用したランチルーム開設

(H15年普通教室に戻す)

平成 4 年  4 月  町立3小学校の米飯給食に京都府内産白主流通米 ( コ シ ヒ カ

リ ) を 使 用

5 年  9 月  佐山小学校 余裕教室を利用したランチルーム開設

6 年  4 月  クラス別自校炊飯給食開始

7 年 8 月  御牧小学校給食室大規模改修

9 月  平成7年度米飯給食推進モデル校として食糧庁から指定

1 1 年 4 月  給食費補助開始(月額500円/1人)

1 3 年 4 月  町立3小学校の米飯給食に学校給食白主流通米:山城産米(ヒ

ノ ヒ カ リ ) を 使 用

1 5 年 3 月  東角小学校給食室空調設備設置

4 月  東角幼稚園 幼 ・ 保 一 体 化 に 伴 う 給 食 開 始

1 6 年 9 月  佐山小学校給食室空調設備設置

1 7 年 9 月  御牧小学校給食室空調設備設置

1 8 年 9 月  佐山幼稚園 幼 ・ 保一体化に伴う給食開始

1 9 年 1 2 月  町 立 3 小 学 校 の 米 飯 給 食 に 久 御 山 産 米 ( ヒ ノ ヒ カ リ ) を 使 用

2 0 年 4 月  御牧幼稚園 幼 ・ 保一体化に伴う給食開始

2 1 年  4 月  町立3小学校の米飯給食週4回開始

2 5 年 1 1 月  久御山町中学校給食等検討委員会を構成、中学生にふさわしい

給 食 の 在 り 方 にっいて検討



2 7 年  2 月  久御山中学校給食等検討委員会から最終まとめとして提言が

提出される

3 0 年 4 月  3 こ ど も 園  1 号 認 定 の 3 歳 児 ・ 4 歳 児 の 給 食 開 始

3o 年 4 月  久御山中学校給食室新築 完全給食開始、調理業務民間委託

令和 2 年 4 月  佐山小学校 給食調理業務民間委託

3 年 4 月  御牧小学校 給食調理業務民間委託

4 年 8 月  物価高騰対策学校給食材料費補助

( 1 食 あ た り  小 学 校 2 0 円 、 中 学 校 2 3 円 )

2 学校給食費 ( R 5 )

( 1 ) こ ど も 園 ( 1 号 認 定 )

一食単価 190円

月額徴収額 2 ,500円 ※主食費相当額は町負担

改定年月日 令 和 元 年 1 0 月 1 日

(2) こ ど も 園  ( 2 号 認 定 )

一食単価 270円

月額徴収額 5, oo0 円  ※主食費相当額は町負担

改定年月日 令 和 元 年 1 0 月 1 日

( 3 )小学校

一食単価

月額徴収額

改定年月日

( 4 )中学校

一食単価

月額徴収額

改定年月日

3 学校給食施設・設備

260円

3 ,900円 ※実質給食費 4 ,400円

令 和 2 年 4 月 1 日

300円

5 , 000円

令 和 2 年 4 月 1 日

( う ち 町 補 助 5 0 0 円 )

み ま き

こ ど も 園

さやま

こ ど も 園

と う ず み

こ ど も 園

御牧

小学校

佐山

小学校

東角

小学校

久御山

中学校

給

食

室

面 積 81rri' 163㎡ 4 9 ㎡ 174 rri 173rrf 186rri' 336rrf

鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 造
鉄骨造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造構 造

付帯施設

鉄骨造

倉庫、休憩室、更衣室、トイレ、シャワー室 ( 小 学 校 の み )

回転釜、流し、調理台、食器洗浄機、消毒保管機、ホイラー、、キサー、野菜裁断機

フートスライサー、球根皮むき機、焼物機、冷蔵庫、冷凍庫、牛乳保冷庫

まな板・包丁殺菌庫、配膳車、ハンラック、戸棚、カ'ス炊飯器、洗米機

保存食用冷凍庫、クーラー

主な設備

食 器 具
は し 、 ス プ ー ン 、  フ オ ー ク 、  ご 飯 茶 碗 、 平 皿 、 浅 小 鉢

カレー皿 、 汁 碗 、 個 人 盆
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12 こ ど も 園 保 育 ・ 教 育

平 成 3 0 年 度 か ら 、  保育所と幼稚園の機能を併せ持つ 「幼保連携型認定こ ども園」

として同じ視点ですべての子どもに良質な環境を保障し、 就学前の保育・教育を実

施 し て い る 。

こ ど も 園 で は 「 遊 び 」 を 通 し た 保 育 ・ 教 育 を 中 心 と し て お り 、 幼 児 の 自 発 的 な 活

動 で あ る 「 遊 び 」 を 通 し た 「 学 び 」 を 大 切 に し て い る 。

幼児期の終わりまでに育つてほしい姿・育てたい力を明確にし、「遊び」 と 「 学 び 」

を 切 り 離 す こ と な く 、 子 ど も た ち の 「 遊 び 」 が 広 が り 深 ま る 中 で 「 も っ と 知 り た い 」

「 も っ と や っ て み た い 」  と い う 気 持 ち が 自 然 と わ き 起 こ る 、 保 育 ・ 教 育 を 行 つ て い る 。

①開園時間及び教育 ・ 保育時間
【開園時間】

◇平 日 : 午 前 7 時 3 0 分 ̃午 後 7 時

◇ 土 曜 日 : 午 前 7 時 3 0 分 ̃午 後 5 時

【基本教育 ・ 保育時間】
◇ 1 号 認 定 平 日

◇ 2 号 ・ 3 号 認 定  : 平  日
士曜日

午 前 8 時 4  5 分 ̃ 午 後 2 時

午 前 8 時 3 0 分 ̃ 午 後 4 時 3 0 分

午 前 8 時 3 0 分 ̃ 正 午

【教育・保育提供時間】

◇ 教 育 標 準 時 間 ・ ・ ・ 午 前 8 時 4 5 分 ̃午 後 2 時 0  0 分

◇ 保 育 標 準 時 間 ・ ・ ・ 午 前 7 時 3 0 分 ̃ 午 後 6 時 3 0 分 ( 最 長 )

◇ 保 育 短 時 間 ・ ・ ・ ・ 午 前 8 時 3 0 分 ̃ 午 後 4 時 3 0 分 ( 最 長 )

②園児数 ( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)、 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合 計

み ま き

こ ど も 園

園 児 数

1 号 / / /// 0 1 3 4

2 ・ 3 号 5

1

14

1

10

1

19

1

19

1

18

1

85

6学 級 数

さやま

こ ど も 園

園 児 数

1 号

//

/

//

/ / /
/ //、 7 10 7 24

2 ・ 3 号 5

1

28

2

27

2

33

3

42

2

34

2

169

12学 級 数

と う ず み

こ ど も 園

園 児 数

1 号 // / 4 1 5 10

2 ・ 3 号 9

1

19

2

23

2

23

2

21

1

28

2

123

10学 級 数
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③就学前児童数の推移

( 各 年 4 月  1 日現在)

二年 度 年 齢

o 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計

平成 2 173 203 215 213 229 268 1,301

7 205 204 215 184 195 166 1,169

1 2 202 194 176 176 174 171 1,093

1 7

2 2

157

131

162

148

161

168

179

162

162

142

171

143

992

894

2 3 135 130 142 168 168 141 884

2 4

2 5

131

129

133

132

137

140

145

139

167

140

168

165

881

845

2 6 118 127 126 139 140 137 787

2 7

2 8

113

120

119

121

120

120

127

114

139

130

142

137

760

742

2 9

3 0

116

112

131

107

120

130

116

117

113

114

131

111

727

691

令和元年 107 96 99 131 115 114 662

2 97 103 95 98 130 113 636

3 85 97 96 98 96 128 600

4 81 84 94 98 101 98 556

5 87 81 81 94 100 103 546
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④園児数の推移 ( 各 年 5 月  1 日現在)

み ま き こ ど も 園 さ や ま こ ど も 園 と う ず み こ ど も 園 合計

平成30
119

(47)
189

152

(52)

460

(99)

令和元

2

104

(29)

97

(26)

199

204

146

(37)

138

(64)

449

(66)

439

(90)

3 96 213 123 432

4 87 216 118 421

5 89 193 133 415
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13 就学奨励

①要・準要保護児童生徒就学援助費

( 令 和 4 年 度 )

区 分
小 学 校 中 学 校 計

支給者数 支 給 額 支給者数 支 給 額 支給者理 支 給 額

学用品費等ｫ
学用晶費・通学用品費・

校外活動費 (宿泊をイ半わな
い も の ) »

人

160

円

2,304,078

人

117

円

2,951,193

人

277

円

5,255,271

宿泊を伴う校外活動費 27 39,591 /_ 27 39,591

新入学児童生徒学用品費
等 ※

23 1,243,380 39 2,340,000 62 3,583,380

修学旅行費 34 753,004 43 2,480,194 77 3,233,198

医療費 0 0 0 0 0 0

学校給食費 160 6,586,060 117 5,909,400 277 12,495,460

PTA会費 113 381,080 98 407,760 211 788,840

生徒会費 /_ 117 270,800 117 270,800

ク ラ ブ 活 動 費 /_ 41 842,950 41 842,950

卒業アルバム代等 28 243,100 45 331,650 73 574,750

計 _/ / / 11,550,293 _/ / 15,533,947
_/ / 1

27,084,240

※ 令和5年度就学援助認定者に係る前倒し支給分は除く

< 内 訳 > 生

【令和3年度予算 (前倒し支給) 】

【令和4年度予算】

意 生

ノl、 23

20人分 (1,021,200円)

3人分(162 , 1 80円)

十前倒し支給追加 20人分(60,000円)

39

【令和3年度予算 (前倒し支給) 】 39人分 (2,340,000円)

【令和4年度予算】 0 人 分 ( 0 円 )

< 参 考 >

小学校

※令和4年度予算

1 9 人 分 ( 1 , 0 2 7 , 1 4 0 円 )  中学校 2 5 人 分 ( 1 , 5 0 0 , 0 0 0 円 )
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②学校別就学援助者数・率

( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)

児童生徒数 要 保 護 準要保護 合 計 就学援助率(%)

御牧小学校 124 4 10 14 11.29

佐山小学校 278 9 54 63 22.66

束角小学校 224 12 69 81 36.16

小学校計 626 25 133 158 25.24

久御山中学校 371 14 94 108 29.11

小 ・ 中 学 校 計 997 39 227 266 26.68

③特別支援教育就学奨励費
( 令 和 4 年 度 )

区 分

小 学 校 中 学 校

対象者(人) 支給額(円) 対象者(人) 支給額(円)

学 用 品 ・ 通 学 用 品 購 入 費 21 122,220 6 68,220

新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 等 2 51,110 2 57,980

校外活動費

宿泊を伴わないもの 16 12,734 6 5,748

宿 泊 を 伴 う も の 2 1,494__
校 外 活 動 交 通 費__ 0 0

修 学 旅 行 費 5 53,950 1 28,860

学 校 給 食 費 21 448,955 6 156,660

計 _ 690,463_ 317,468
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14 保護者負担の軽減策

子育て支援の一環として、 町 立 こ ど も 園 ・ 小 学 校 ・  中学校に在籍する園児、 児童、

生徒及び本町に在住し、 京都市立明親小学校、 美豆小学校、 大淀中学校に在籍する児

童生徒に対し、 次のような保護者負担の軽減策を実施している。

こ ど も 園 で は

幼児教育・保育の無償化に伴い、 1号認定・2号認定の主食費相当額を補助

小学校では

校外活動費を補助

1 人 当 た り 3 , 0 0 0 円 以 内  (宿泊を伴わないもの)

1 人 当 た り 4 , 5 0 0 円 以 内 ( 宿 泊 を 伴 う も の )

修学旅行費を補助

1 人 当 た り 2 0 , 0 0 0 円 以 内

給 食 費 ( 4 , 4 0 0 円 / 月 ) の 一 部 ( 5 0 0 円 / 月 ) を 補 助

1 人 当 た り 月 額 5 0 0 円  (年額5,500円)

学級費を補助

1 人 当 た り 年 額 2 , 4 0 0 円

中学校では

校外活動費を補助

1 人 当 た り 4 , 6 0 0 円 以 内 ( 宿 泊 を 伴 わ な い も の )

修学旅行費を補助

1 人 当 た り 3 5 , 0 0 0 円 以 内

学級費を補助

1 人 当 た り 年 額 2 , 0 0 0 円

対外運動競技等参加経費を補助

山城大会以上の参加経費

こ ど も 園 ・ 小 学 校 ・  中学校共通

日本スポーツ振興センターの災害共済掛金を全額公費負担

こ ど も 園 : 1 人 当 た り 年 額 2 8 5 円

小 ・ 中 学 校 : 1 人 当 た り 年 額 9 3 5 円
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令和4年度補助総額

( 単 位 : 円 )、こ ど も 園 小学校 中学校 合 計

学級費 = 1,712,000 862,000 2,574,000

修学旅行費 = 1,991,273 4,105,320 6,096,593

校外活動費 = 1,672,511 1,063,618 2,736,129

学校給食費 0 3,883,670= 3,883,670

日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ 一負担金 119,985 616,090 380,495 1,116,570

対外運動競技参加経費 == 2,188,320 2,188,320

合 計 119,985 9,875,544 8,599,753 18,595,282
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15 交通安全

1 交通安全プログラム

( 1 ) プ ロ グ ラ ム の 目 的

平 成 2 4 年 4 月 以 降 、  全国で登下校中の児童等が巻き込まれる事故が相次いで発

生 し た こ と か ら 、 文 部 科 学 省 、  国士交通省及び警察庁の3省庁が連携し、通学路

における交通安全の確保に向けた諸対策を推進することとしています。

久御山町では、通学路の安全確保に向けた取組を実施するため、平成28年3月、

「久御山町通学路交通安全プログラム」 を 策 定 し ま し た 。

本 プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、  関係機関が連携して、 児童生徒が安全に通学できるよ

う継続的に通学路の安全確保に取り組みます。

(2) 通学路安全推進会議の設置

関係機関の連携を図るため、 以 下 を メ ン バ ー と す る  「通学路安全推進会議」 を

設 置 し ま し た 。

久御山町教育委員会学校教育課

久御山町都市整備部建設課

久御山町都市整備部新市街地整備課

久御山町総務部総務課

久御山町民生部子育て支援課

国土交通省近幾地方整備局京都国道事務所

京都府山城北士木事務所

京都府宇治警察署

(必要に応じて参画する者)

久御山町交通安全対策協議会

久御山町小中学校長会

久御山町P T A連絡協議会

久御山町立小中学校運営協議会

( 3 ) 取 組 方 針

継続的に通学路の安全を確保するため、 合同点検の実施、 対策の検討 (安全会

議 ) 、  対策実施後の効果把握を行い、 通学路の安全性の向上を図つていきます。
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2 交通指導員

児童生徒の登校時の安全確保を図るため、平成元年4月から設置された交通指導員

制度は、 各校区2箇所に交通指導員が立番し、 交通事故防止のため活動している。

設置により、児童生徒の交通安全に対する意識が高揚するとともに、生活マナーの

向上に役立つている。

〇事業概要

区 分 御 牧 校 区 佐 山 校 区 東 角 校 区

立 番 場 所

御牧小学校前 新開地五差路交差点 久御山団地北交差点

坊之池交差点 ゆうホール西交差点 栄3・4丁目交差点

人 員

勤 務 内 容

勤務日及び時間

3人 3人 3人

児童等の登校時における交通安全の指導及び街頭において誘導等

月曜日から金曜日 午前7時30分から8時30分

勤 務 日 数 週3日から4日 (1人当たり)

3 児;i生徒安全パトロール員

児童生徒の下校時の安全確保を図るため、 平 成 1 4 年 度 か ら  (公) シルバー人材セ

ンターに委託して実施。 各 校 区 2 人 を 配 置 し 、  自 転 車 で パ ト ロ ー ル を 行 つ て い る 。
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16 外国語活動、英語教育、国際理解教育

1 国際化への対応
本町では、 「語学指導等を行う外国青年招致事業」 と し て 、  平成元年から英語圈

より1名の外国語指導助手を招致し、生徒が生きた英語を学び、その学習や他の活

動 を 通 じ て 外 国 に 関 す る 正 し い 理 解 を 促 進 す る よ う 取 組 を 始 め た 。 ま た 、 平 成 5 年

か ら は 、 小 学 校 5 ・ 6 年 生 を 対 象 に 外 国 語 指 導 助 手 と 学 級 担 任 の テ ィ ー ム ・ テ ィ ー

チングによる学習形態の導入、 平成15年度には英語活動と英語学習とを英語教育

と し て 再 構 築 、 平 成 1 6 年 度 か ら は 保 幼 小 中 を 通 し て 、 よ り 一層の内容充実、平成

1 7 年 度 か ら は 、 「 音 声 と 文 字 」 の 指 導 ( フ ォ ニ ツ ク ス ) を 導 入 し 、 小 中 の ス ム ー ズ

な接続を日指してきた。

将 来 を 見 据 え 、 こ う し た 学 び を 取 り 入 れ て き た が 、 近 年 、 社 会 の 急 速 な グ ロ ー バ

ル化の進展の中で、国民一人一人には、今まで以上に異文化理解や異文化コミュニ

ケ ー シ ョ ン の 必 要 性 が 問 わ れ て き て い る 。  新学習指導要領全面実施の令和2年度よ

り 外 国 語 活 動 が 、 5 ・ 6 年 生 に お い て 教 科 化 さ れ た こ と か ら 、 久 御 山 町 独 自 の カ リ

キュラムを作成し、実態に応じた教育を行つている。また、基礎的・基本的な知識・

技能とそれらを活用して主体的に課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現 力 等 の 育 成 を 目 指 す こ と で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育 み た い 。 さ ら に 、 令 和

4 年 度 に は 、 5 ・ 6 年 の 外 国 語 の 専 科 教 員 を 配 置 し 、 専 門 的 な 学 習 指 導 を 行 つ て い

る 。

2 こども園における活動

発達する幼児期に外国の人々とふれあい親しむ機会や環境を設けることで、 こ れ

からの国際社会に生きる力の基盤づくりを進める等、小学校外国語活動と連携した

取組を進め、 幼児教育の充実を図つている。

毎月2回、外国語指導助手との遊びや交流を通して、外国の人や言葉に親しむ活

動 を 行 つ て い る 。

3 小学校における活動

外国語活動を通して、 児童に広い視野に立つて国際社会を理解させ、 その発展の

た め に 貢 献 し よ う と す る 意 欲 と 態 度 を 養 う こ と を 目 的 と し て 、 全 学 年 で 外 国 語 指 導

助 手 と 学 級 担 任 の テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ に よ る 学 習 形 態 を 取 り 、  学びを深めてき

た 。

平 成 1 7 年 度 か ら 、  小学校4年生以上において 「音声と文字」 の指導 ( フ オ ニ ツ

ク ス )  を導入し、 中学校英語とのスムーズな接続を目指している。

ま た 、  平成18年度には御牧小学校を英語推進校として町指定を行い、 10年間、

先進的な授業研究に取り組んだ。 平成21年度から新学習指導要領実施に向けて外

国 語 活 動 を 5 ・ 6 年 生 に 年 間 3 5 時 間 の 設 定 を 行 つ て き た 。

令 和 2 年 度 か ら 、  5 ・ 6 年 生 に お い て は 教 科 と し て 7 0 時 間 、  1 ̃ 4 年 生 に お い

ては外国語活動として、 1 ・ 2 年 生 は 2 0 時 間 、  3 ・ 4 年 生 は 3 5 時 間 を か け て 指 導

し て い る 。 中 学 年 で は 、 音 声 に 慣 れ 親 し ま せ な が ら 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 素

地 を 養 い 、 高 学 年 で は 、 基 本 的 な 表 現 に よ っ て 「 聞 く 」  「 話 す 」 に 加 え 、 積 極 的 に

「読む」 「 書 く 」  の 態 度 の 育 成 を 含 め た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 基 礎 を 養 つ て い



く こ と を 目 指 し て い る 。

4 中学校における活動

小学校での外国語活動体験を継続しながら英語学習や国際理解教育を進めてい

る 。  平 成 1 6 年 度 か ら は 、  少人数指導の中で外国語指導助手と英語科担当教師の

テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ や 少 人 数 指 導 を 実 施 し 、  指導内容の充実を図つている。

小学校からの学びの連続性を意識しっつ、身近な話題にっいて理解したり、表現

し た り す る コ ミ ュ ニ ケ ー ション能力を培つている。その際、互いの考えや気持ちを

英 語 で 伝 え 合 う こ と に 重 き を お く こ と で 、 グ ロ ー バ ル 社 会 に 対 応 し た 子 ど も を 育 て 、

「 英 語 を 用 い て 何 が で き る よ う に な る か 。 」 と い う 視 点 を 持 つ て 学 ば せ て い き た い 。



17 久御山中学校/ワーウ ィ ッ ク ・ ステー ト ・ ハイスクール交流事業

1 事業の目的

久 御 山 中 学 校 と オ ー ス ト ラ リ ァ の ワ ー ウ ィ ッ ク ・ ス テ ー ト ・ ハ イ ス ク ー ル ( W . H .

S ) の 生 徒 が 相 互 訪 間 等 を 行 い 、 学 校 間 交 流 を 進 め る と と も に 、 ホ ー ム ス テ イ に よ

り人々との交流を深め、お互いの国の文化、歴史、 自然、風俗、習慣、生活様式、

価値観等に触れ、 学びあい、 豊かな心を持つた国際社会に対応できる生徒の育成を

目 指 し て 平 成 5 年 度 か ら 交 流 を 続 け て い る 。

2 交流の経過

平 成 5 年 度  久御山町中学生海外派遣事業実施

H 5 . 7 . 2 8 ̃ 8 . 3  生 徒 8 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

平 成 6 年 度  久 御 山 町 ・ ワ ー ウ ィ ッ ク 交 流 事 業 実 施

H 6 . 9 . 1 8 ̃ 9 . 2 9  生 徒 1 7 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

平 成 7 年 度  久御山町中学生海外派造事業実施

H 7 . 8 . 9 ̃ 8 . 1 5  生 徒 1 2 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遺

※ H 7 ( 1 9 9 5 ) . 8 . 1 4  姉妹校盟約締結

平 成 8 年 度

平 成 9 年 度

平 成 1o 年度

平 成 1 1 年 度

平 成 1 2 年 度

平 成 1 3 年 度

平 成 1 4 年 度

平 成 1 5 年 度

久御山町中学校・W. H. S交流事業実施

H 8 . 9 . 2 2 ̃ 1 0 . 1  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

久御山町中学生海外派造事業実施

H 9 . 8 . 1 8 ̃ 8 . 2 8  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

久御山町中学校・W. H. S交流事業実施

H10.9 .20̃ 9 . 2 9  生 徒 1 1 名 ・ 引 率 者 3 名 を 受 け 入 れ

久御山町中学生海外派遣事業実施

H11. 8 . 1 7 ̃ 8 . 27 生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 4 名 を W. H. Sに派遣

シ ド ニ ー オ リ ン ピ ッ ク 開 催 に よ り W . H . S か ら の 訪 問 中 止

久御山町中学生海外派遣事業実施

H 1 3 . 8 . 1 6 ̃ 8 . 2 6  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

久御山町中学校・ w.H.S交流事業実施

H 1 4 . 9 . 2 1 ̃ 9 . 2 9  生 徒 1 1 名 ・ 引 率 者 3 名 、  ワ ー ウ ィ ッ ク

市長夫妻を受け入れ

久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 1 5 . 8 . 1 8 ̃ 8 . 2 8  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遺

町長同行

※久御山中学校生徒海外派遣事業補助金交付要綱制定 (H23. 7 .  1 )

※久御山町中学生海外派遣事業補助金交付要綱廃止

平 成 1 6 年 度  久御山中学校・ w.H. s 交流事業実施

H16.9 . 1 8 ̃ 9 . 2 7  生 徒 1 4 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

平成17年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 1 7 . 8 . 8 ̃ 8 . 1 7  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遺

平 成 1 8 年 度  久御山中学校・ w.H. s 交流事業実施

H 1 8 . 9 . 2 4 ̃ 1 0 . 1  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ



平成 19年度 久御山中学校生徒海外派造事業実施

H 1 9 . 8 . 6 ̃ 8 . 1 5  生 従 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

平 成 2 0 年 度  久御山中学校・ w.H.S交流事業実施

H 2 0 . 9 . 1 8 ̃ 9 . 2 5  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を 受 け 入 れ

平 成 2 1 年 度  新型インフルェンザ流行によりW.H.Sへの派遣中止

平成22年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H 2 2 . 9 . 1 6 ̃ 9 . 2 2  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

平 成 2 3 年 度  久御山中学校生徒海外派造事業実施

H 2 3 . 8 . 2 ̃ 8 . 1 1  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

平成24年度 久御山中学校・ w.H.S交流事業実施

H 2 4 . 9 . 2 0 ̃ 9 . 2 7  生 徒 1 1 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

平成25年度 久御山中学校生従海外派造事業実施

H 2 5 . 7 . 3 1 ̃ 8 . 9  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

平 成 2 6 年 度  久御山中学校・ w.H. s 交流事業実施

H 2 6 . 9 . 1 8 ̃ 9 . 2 5  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

平 成 2 7 年 度  久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 2 7 . 7 . 3 1̃ 8 . 9  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

平 成 2 8 年 度  久御山中学校・ w.H. s 交流事業実施

H28. 9 . 1 4 ̃ 9 . 20 生 徒 1 5 名 ・ 引率者2名を受け入れ

平 成 2 9 年 度  久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H29.8 . 1 ̃ 8 . 9  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H. S に 派 遣

平 成 3 0 年 度  久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H30. 12. 11̃12. 17 生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 2 名 を 受 け 入 れ

令和元年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

R 1 . 8 . 1 ̃ 8 . 9  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名 を W . H . S に 派 遣

令 和 2 年 度  新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW. H. s からの訪問中止

令 和 3 年 度  新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H .Sへの派遣を中止

し、代替事業実施

令 和 4 年 度  新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H . s からの訪問を中

止 し 、  代替事業実施

令 和 5 年 度  新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H.Sへの派遣を中止

し 、 代 替 事 業 実 施



18 教育相談

1 教育相談室

久御山町教育相談室では、町内の乳幼児・児童・生徒の健やかな成長・発達を願

い、電話による教育相談、面接による教育相談、適応指導教室「ゆうゆう広場」 を

開 設 し て い る 。 ( 平 成 1 1 年 8 月 開 設 )

〇名称及び所在地

名 称 久御山町教育相談室

所在地 久御山町佐古外屋敷235番地

久御山町ふれあい交流館ゆうホール2階

電話・FAX (0774)46-5640

( 1 ) 相 談 対 象 者

町 内 在 住 の 乳 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 や そ の 保 護 者 、 学 校 ( 園 ) の 教 職 員

( 2 ) 相 談 の 内 容

不 登 校 、 い じ め 、 性 格 、 行 動 、  し っ け 、 心 や 体 の 発 達 、 学 習 ・ 進 路 の 悩 み 等

( 3 ) 相 談 の 方 法

① 面 接 教 育 相 談 ( あ ら か じ め 電 話 で 申 し 込 み 、 相 談 の 日 時 を 決 め る 。 )

火曜日から金曜日 (休室日を除く) ま で の 午 前 1 0 時 ̃午 後 5 時

② 電 話 教 育 相 談  (必要に応じて随時行う。)

火曜日から金曜日 ( 休 室 日 を 除 く ) ま で の 午 前 1 0 時̃午 後 5 時

③ 訪 問 教 育 相 談  (必要に応じて随時行う。)

④巡回教育相談(小学校への巡回を必要に応じて行う。)

( 4 ) 相 談 担 当

臨 床 心 理 カ ウ ン セ ラ ー  1 人

教育相談員 2 人

(5) 令和4年度教育相談件数 ( 単 位 : 件 )

相 談 形 態 相 談 内 容

面 接 相 談  221

訪 問 相 談  125

巡 回 相 談  63

電 話 相 談  82

不 登 校 336

発 達 69

家 庭 12

学 習 進 路  12

そ の 他 62

計 491 計 491
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2久御山町適応指導教室

(1) 目的

久御山町適応指導教室(通称「ゆうゆう広場」)は、心理的又は情緒的な要因

等により登校困難な状態に陥つている児童・生徒に対し、 個々の状態に応じた指

導援助を行うことにより、自主性及び主体性の育成や人間関係の改善を図り、そ

の社会的自立に資することを目的とする。 ( 平 成 1 3 年 7 月 開 設 )

( 2 ) 場 所

久御山町ふれあい交流館ゆうホー ル 2 階  久御山町教育相談室内

電話・FAX (0774)46 5640

(3) 通室日及び通室時間

通 室 日 学校授業日の火曜日̃金曜日 (ゆうホール休館日は除く)

通室時間 午 前 9 時 ̃ 正 午

※ ト ラ イ デー 月 2 回 木 曜 日  午 前 9 時 ̃ 午 後 2 時 3 0 分

( A  L T と の 交 流 学 習 、  スポーツ教室等を実施)

( 4 ) 活 動 内 容

教育相談を行いながら、 自主性を大切にして、 各自の興味や関心、 意欲に応じ

た活動を支援する。

( 5 ) 入 室 対 象 者

久御山町内に在住する小・中学校の児童・生徒で、心理的又は情緒的な要因等

により登校困難な状態に陥つており、 本適応指導教室における指導が必要と教育

長 が 判 断 し た 者 。

3 ほっとルーム

(1) 目的

別室登校が可能で個別対応が必要な児童 ・ 生徒の学習支援を継続的に行い、 学

級への復帰を目指す。

( 2 ) 場 所

ほ っ と ル ー ム ( 久 御 山 中 学 校 内 )

( 3 ) 担 当

心の居場所サポーター (府費)

心の教室相談員(町費)
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令 和 5 年 度  社 会 教 育 の 重 点

1 基本方針

日本国意法と教育基本法、 社会教育法に基づき、 京都府 「社会教育を推進するため

に 」 を 基 本 と し た 教 育 活 動 の 推 進 と と も に 第 5 次 総 合 計 画 に よ る 教 育 ・ 文 化 分 野 の 基

本理念、 教育方針の実現を目指します。

【久御山町の基本方針】

◆社会教育事業を通した 「地域の絆」 の強化と 「 社 会 総 が か り で 子 ど も を は ぐ く む 」

と い う 気 運 の 醸 成

◆自然や歴史等地域の優れた文化の理解並びに継承・発展のための取組の充実を図り、

地域への関心を高める土台づく り

◆生涯学習活動の活発化を図り、 タウンキャンパスの情報一元化と住民への発信

◆学習成果が活かせる生涯学習社会の実現を目指し、住民との協働による生涯学習の

推 進 体 制 づ く り

◆子どもへの支援を横断的なものと提え、 生涯学習の振興、 家庭の教育力の向上、 地

域社会の教育力の向上、 人権教育の推進を通じて、 これからの時代に求められる資

質 、 能 力 を 子 ど も た ち が 身 に 付 け て い く た め に 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 連 携 ・ 協 働 し て

取組を推進

久御山町の基本方針の実現を図るため、本町におけるこれまでの生涯学習の推進の

成 果 と 課 題 を 検 証 し 、 令 和 6 年 度 か ら 1 0 か 年 に お け る 生 涯 学 習 ・ 生 涯 ス ポ ー ツ 振 興

施策の基本的な方向性や目標を示す指針となる久御山町第3次生涯学習推進計画を

作 成 し 、 住 民 の ラ イ フ ス テ ー ジ や ラ イ フ ス タ イ ル に 応 じ た 多 様 な 学 習 機 会 や 広 域 的 な

学習情報の提供に努め、 基本的人権の尊重を基盤に生涯にわたる学習課題を明確にし

て 「 お 互 い を 尊 重 し 、 豊 か な 文 化 あ ふ れ る 風 土 づ く り 」 の 推 進 を 目 指 し 、  6つの重点

目標にっい て 取 組 を 進 め る こ と と す る 。

2 久御山町の重点目標と具体的対策

渥学習の振

̃生涯学習社会の実現に向けて学習環境を充実させる̃

重点目標1

生涯学習社会を実現するために、 町の特性を活かした学習機会の提供や、 指導者の

養成、文化・スポーツ活動に親しむ環境の充実、現代的課題に関する学習活動を支援

し、 包摂的かつ公正な質の高い教育の確保と生涯学習の機会を創出することにより、

住民だれもが多様な学習ができる環境づ<りに努め、 SDGsの推進を日指す。

①生涯の各時期に応じた学習機会の充実

ア 高齢社会への対応、主権者教育の推進、環境問題などの現代的課題に関する

学習の実施

イ コ ン パ ク ト タ ウ ン で あ る 町 の 特 性 を 活 か し た 学 習 の 充 実

ウ 自然体験活動やボランティア活動などの充実
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② 従来の公民館の社会教育・生涯学習拠点の機能をアップし、 多世代交流拠点施設

と な る 「 全 世 代 ・ 全 員 活 躍 ま ち づ く り セ ン タ ー 」 の 開 館 準 備

③ 文化庁の京都移転を契機に、 文化財や郷土を愛する心を育てるため、 文化財の公

開や講演会など地域や関係機関と連携し、 文化財の活用を推進

④「文化財保護法」及び「久御山町文化財保護条例」の趣旨に沿つた文化財の保護及

び 調 査 ・ 研 究 ・ 指 定 の 推 進

⑤地域に根ざした伝統文化、 芸術文化活動の充実

⑥ 「 歩 く ま ち く み や ま 」 事 業 等 と の 連 携 や 、 ラ イ フ ス テ ー ジ や ラ イ フ ス タ イ ル に 応

じた運動・スポーツ実践を学ぶ機会の充実

⑦ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 に 向 け た 地 域 ス ポ ー ツ 組 織 ・ 団 体 と 学 校 と の 連 携 の 推

進

⑧生涯学習の充実に向け、 重要な役割を担う社会教育関係団体の求めに応じた適切

な 指 導 ・ 助 言 と 情 報 提 供

重点目標2

生涯学習活動を活発にするために、タウンキャンパス内の施設だけでな<、地域資

源も学習施設のひとつとして位置づけ、 情報を発信する。

⑨学習・スポーツの拠点となる各社会教育施設の機能の充実とサービスの推進

⑩ 情報拠点の中核である図書館の機能の充実とサービスの向上

⑪タウンキャンパス内の施設・地域資源の活用と情報発信の推進

重点目標3

久御山町第2次生涯学習推進計画の趣旨を踏まえ、住民や事業所、 団体、 行政など

が協働して生涯学習社会の実現を目指す。

⑫ 多 様 な 学 習 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 住 民 や 事 業 所 、 団 体 、 行 政 、 大 学 な ど の 協 働

による生握学習推進体制の充実

⑬ 学習成果が活かせる生涯学習社会の実現のために、 住民が積極的に関わることが

で き る 仕 組 み づ く り の 推 進

⑭ 住民の主体的な生涯学習活動を支援するための相談窓口等の充実

家庭の教育力の向上

̃すべての教育の出発点である家庭教育を支援する̃

重点目標4

すぺての教育の出発点である家庭における教育力の向上のため、 学校、 地域社会な

どが連携し、 支援の充実に努める。

①基本的な生活習慣や自己肯定感、 相手を思いやる心など豊かな心をはぐくむ家庭

の教育力を高めるための学習・交流機会の充実

② 就学前の子どもを持つ親の子育ての悩みや不安をやゎらげる学習機会の充実

③ 第 3 次 子 ど も の 読 書 活 動 推 進 計 画 を 踏 ま え た 、 学 校 、 家 庭 、  地域との連携による

読書習慣の確立に向けた取組の推進

④ P TA活動の充実と保護者が参加しやすい環境づくりに向けた支援

⑤ 「あいさっ運動」 登録団体や久御山学園と連携した地域全体で子どもをはぐくむ
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取組の推進

⑥ P T A と 連 携 を 図 り 、 ス マ ー ト フ オ ン 、 携 帯 電 話 、

環境を作つていく取組の推進

域社会の教育力の向上

イ ン タ ー ネ ッ  トの健全な利用

̃地域社会の力を活かして子どもをはぐく み、 地域住民が自己実現できる環境をっく
る ̃

重点目標5

地域社会における学習力や教育力を高め、地域の課題を解決するとともに、地域の

絆を強める取組を推進し、地域全体で子どもを健やかにはぐ<む取組にも生かすこと

ができるよう支援に努める。

① 自然、伝統、 文化などの地域の特色を活かした多世代による体験活動、 学習活動

を 行 う  「まなび塾」の実施とともに、地域住民、学生、保護者、NP0、民間企業、

団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、 地域全体で子どもたちの学びや

成 長 を さ さ え る と と も に 、 「 学 校 を 核 と し た 地 域 作 り 」 を 目 指 し て 学 校 と 地 域 が 相

互 に パ ー ト ナ ー と し て 連 携 ・ 協 働 す る 「 地 域 学 校 協 働 活 動 」 や 「 学 校 部 活 動 の 地

域連携」 の実現も視野に入れた事業の整備や研究

② 子どもの健全育成に向けた学校、家庭、地域社会及び関係諸機関、 団 体 と の ネ ッ

ト ヮー ク の 充 実 と 、  地域社会全体で子どもを包み込みはぐくむ環境づくりの推進

③地域の人々の絆を強め、地域づくりを進めるための取組の推進

④ 郷 土 に 誇 り と 愛 情 を 持 つ 次 代 の 地 域 づ く り の 担 い 手 の 育 成

⑤ 読書ボランティアの資質向上や新たな読書ボランティアの養成・確保を図るため

の研修機会の充実

⑥ 多様な生涯学習の成果を活かせる場や機会の提供など、 地域の教育力向上に向け

た取組の推進

権教育の推

̃一人一人を大切にし、 だ れ も が 自 分 ら し く 生 き る た め の 学 習 を 支 援 す る ̃

重点目標6

自己実現とすぺての人の尊厳と人権が尊重される共生社会の実現に向けた取組を

推進する。

①法の下の平等、 個人の尊厳といった人権の普遍的な視点からのアプローチと、 具

体的な人権間題に即した個別的な視点からのアプローチを組み合わせた、 人権学

習の内容や方法の工夫改善

② 障害のある人の自立と社会参加の促進やすべての人が自分らしく生きていくこと

ができるための自己決定や自己実現に向けた学習活動の支援

③ 社 会 状 況 の 急 速 な 変 化 と と も に 、 多 様 化 ・ 複 雑 化 す る 人 権 問 題 にっいての理解と

認識を深め地域の実情に応じた人権教育を推進するために、 社会教育関係者等の

指導者の資質の向上に向けた研修の実施

④ 住民や各種団体等の学習ニー ズ に 応 じ た 、  人 権 問 題 に 関 す る 視 聴 覚 ラ イ ブ ラ リ ー

等 の 整 備 ・ 促 進



2 社会教育行政組織・関係団体

◇久御山町青少年健全育成協議会

◇久.御山町御牧校区青少年健全育成協議会

◇久御山町佐山校区青少年健全育成協議会

◇久御山町東角校区青少年健全育成協議会

◇久御山町郷土史会

◇久御山町P T A連絡協議会

◇久御山町立各こども園保護者会

◇文化サークル連絡協議会

◇その他社会教育関係団体等



3 社会教育委員名簿

5 ̃ 6

役 職 名 氏 名 役 職 名 氏 名

委 員 長 田 口 浩 嗣 委 員 田 中 貞 雄

職 務 代 理 尾 時 収 二 // 平 野  穂 奈 美

委 員 平 野 義 和 // 稲 村 晃 -

// 山 ロ 直 美 // 兵 藤 恵 奈

// 奥 野 明 子 // 内 山 淳 子

// 長 谷 川  徳 子 // 小 原 陸 代

4 令和5年度社会教育事業計画

事 業 名 開設月等 定 員 対 象 事 業 内 容

生涯学習事業開講式 5 月
ノ?1涯学習事業の各教・l1 講座
の開講式を行い、 生、11i学習の
啓発を図る。

在 住 ・ 在 動 ・ 在 学 者

子育て支接学級 2 回 20組
小 学 3 ̃ 6 年 生 の 保 護
者 と 児 意

子育てを中心に親子のかかわ
り 方 を 学 習 す る 。

P T A家1産1教育講座 1 回 該当者 小中の保護者
子育てやしっけなどの家及庭教
育の在り方を見つめ直す。

生派,学習推進事業 通年
久御山町第 3 次生ilfi学習推進
計画の策定準備

( 令 和 6 年 度 か ら 令 和 1 5 年 度 )

全世代 ・ 全 員 活 躍 ま ち づ く
りセンタ一運営事業

通年
人材育成も含めた全世代 ・ 全
員 活 躍 ま ち づ く り セ ン タ 一連

営 準 備 を 行 う 。

あいさっ連動推進事業 通年
家庭教l11i力の向上にっながる
「 あ い さ っ連動」 を広めてい

く 。
在住. ・ 在 勤 者

いきがい大学
9 回 十 社 会

見学
200

生 き が い の あ る 充 実 し た 人 生
を 送 る た め 、  幅広い分野を学
習 す る 。 受 講 料 ( 1 人 1 , ooo
円 ) 社 会 見 f 負1 l1ヨ 金 ( 1 人

4,000円) を徴収。

6o歳以上の在住者

ふ る さ と 教 室 4 回 20
18歳以上の在イ'・ 在 動

者
久御山町等の文化財や願史に
ついて学習する。



ジ ュ ニ ア ふ る さ と 教 室 6 回
田J内3小学校の児童

( 3 、  4 年 生 )
'人御山田J等の文化財や歴史に
つ い て 楽 し く 学 習 す る 。

人権啓発研修会
(総務'課 、 福 祉言課 と 共 構 )

1 回 150

「 あ ら ゆ る 差 別 の 現 実 か ら 深
く学び根絶する」 こ と を 目 標
に町人権啓発研修会で人権意
識の高揚を図る。

在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 者

平和学習
( 平 和 啓 発 ポ ス タ 一基集)

9 月

平 和 の 尊 さ と 生 き る こ と の 大
切 さ を 広 く 訴 え 、  後l」1:に伝え
平和を大切に思う気持ちを一

層高める。

小 学 5 年 生 ̃ 中 学 3 年
生

久御山まなび教室 通年

地域の子ども を地域で青てる
ため、 公会堂等を実施場所に
し て 、  地域の大人が関わって
安全安心な,lrE1場所を作るとと
も に 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ーのl'l]-
生を図る。

小学生他

町民運動会 9月24日 町内在イ上者
第57回町民運動会を開催す
る。

町民文イヒ祭
1 1 月 4 l:l

・ 5 日
第48回町民文化集を実施す
る 。

二十歳のつどい 1月8 ロ 対 象 者 : 平 成 1 5 年 4 月 2 口 生  ̃ 平 成 1 6 年 4 月 1 口 生

社会教育関係回休育成助成 町青少年健全育成協議会・町P T A連絡協議会

歴更文化推進関係団体育成
助成

郷土史会

放課後児重健全育成事業 通年 該当児董
小 学 1 年 生 か ら 6 年 生
のi i重

保護者が労働等によ り昼間家
1産にいない児童の健全育成を
図 る 。

文化財保護事業 通年
田」内に所在する文化財の保
存 ・ 活 用 を 図 る 。

l日山田家イi-t 保 存 事 業 通年

毎 月 3 回  (第1木l理 F1 ・ 第 2
十「程日・第3日 n程日の午前9

時から正午まで) 一般公開日
と し て 開 館 す る 。 ま た 、 地 元
の活動団体を支援する。

ゆ う ホ ー ル 管 理 連 営 委 託 通年
ゆうホールの運営を文イヒ ス

ポ ー ツ事業団に指定管理委託
す る 。



5 文化財保護審議会委員名簿

( 令 和 5 ̃ 6 年 度 )

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 神 居 義 之 委 員 藤 村 剛 史

職務代理 大 西 孝 司 // 西 岡  喜 美 子

委 員 野 ロ 重 典 // 大 宮 竹 志

// 内 田 盛 夫
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8 旧山田家住宅の概要

江戸時代、 御牧郷 ( み ま き ご う )  13か村をまとめた大庄屋で、 巨椋池漁業の取り

まとめ役を務めていた山田家。

東一口 ( ひ が し い も あ ら い )  に壮大な長屋門を構えた旧山田家住宅は、 大庄屋の

格式と巨椋池漁業の面影を今に残す貴重な文化財であり、平成22年には主屋(し

ゅおく)、長屋門及び長塀が国の登録有形文化財建造物に登録され、平成25年8月

に久御山町へ寄貝普されました。

町では、 適 切 な 保 存 に 努 め る と と も に 、  地域資源を広く町内外に知つていただく

ために平成29年度から一般公開を、 また地域の方々のご協力を得て趣向を凝らし

た 特 別 公 開 ( 年 4 回 程 度 ) を 行 つ て い ま す 。

登録番号

第26-0345号

第26-0346号

登録名称

山田家住宅

主屋

山田家住宅

長屋門

建築面積等

174㎡

107rrf

備考

木造平屋建

瓦葺

木造平屋建

瓦葺

時代

江戸後期

江戸後期

登録日

平 成 2 2 年

4 月 2 8 日

平 成 2 2 年

4 月 2 8 日

第260347号
山田家住宅

長塀
延長20m

木造

瓦葺
江戸後期

平 成 2 2 年

4 月 2 8 日
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9 放課後児童健全育成事業

町内の小学校に在学する 1年生から6年生までの児童で、 保護者が昼間不在となる

家庭の児童を対象に、 放課後の児童の安全と健全な育成を図るため、 昭 和 5 5 年 7 月

から教育委員会の所管として事業を開始しました。 事業の運営には町独白の要綱を定

め、 各小学校区に施設を設けています。

また、 運営経費の一部を保護者負担とするため負担金制度をとっています。

1 学 級 数  3 学 級 ｫ

御牧仲よし学級»

久御山町相島曽根19番地ｫ

佐山仲よし学級»

久御山町佐古内屋敷56番地 1 組

2 組

2 開設時間等

3 指 導 員

4 負 担 金

各学級の概要

(075)631-0755

(0774)44 4255

(0774)46-1273ｫ

東角仲よし学級»

久御山町佐古東角12番地 A 組  (0774)445987

B 組  (0774)454850

下 校 時 か ら 午 後 7 時 ま で

※平成22年4月から午後6時から午後7時までの延長保育を実施[ 平 日 : 下 校 時 か ら 午 後 7 時 ま で  1
士 曜 日 : 午 前 8 時 か ら 午 後 5 時 ま で

学 校 休 業 中 : 午 前 8 時 か ら 午 後 7 時 ま で

お 盆 休 み : 8 月 1 4 日 か ら 1 6 日 ま で

年 末 ・ 年 始 休 み : 1 2 月 2 9 日 か ら 1 月 4 日 ま で

2 3 人  ( 一 般 5 人 ・ 補 助 1 8 人 )

児 童 1 人 あ た り 月 額 5 , 0 0 0 円  ( 2人目以降1/2)

延長保育 児 童 1 人 1 時 間 に っ き 1 0 0 円

( 令 和 5 年 5 月  1 日現在)

学級名

在 籍 者 数 ( 人 )

一般 補助4 年 生  ,
1 年 生  2 年 生  3 年 生  、 計

以上

御 牧 12 14 11 12 49 1 5

佐 山 27 24 21 14 86 2 7

東 角 24 21 15 5 65 2 6

計 63 59 47 31 200 5 18

※春休みのみ利用者も含む



10 久御山町青少年健全育成協議会

久御山町青少年健全育成協議会は、 本町における青少年が心身ともにたく ま し く 健

やかに成長するための土壌づくりと、健全な成長のための環境浄化に努めるとともに、

非行その他の問題行動の防止を図り、青少年の健全育成と明るく住みよい町づくりに

努 め る こ と を 目 的 に 昭 和 5 6 年 7 月 に 結 成 さ れ ま し た 。

この目標達成のため、 コロナ禍の中、 困難なことも多いが創意工夫しながら実施で

き る よ う 、  各校区青少年健全育成協議会への活動の支援と連携を図りっつ本年度の努

力点を次のように定め、地域住民・関係団体及び関係組織との連携を深め地域に即し

た活動を推進します。

1 家庭における親と子、 地域における大人と子どものふれあいの機会を大切にすると

と も に 、  社会参加活動の取り組みを進める。

2 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 の 連 携 を 図 り な が ら 、  青少年に対する理解と青少年の健全育成を

推 進 す る 。

3 京都府の 「青少年の健全な育成に関する条例」 の 啓 発 に 努 め る と と も に 、  青少年を

取り巻く社会環境の浄化活動に地域ぐるみで取り組む。

4 子 ど も た ち の  「安心 ・安全」 を守る取り組みを他団体や関係機関と連携して推進す

る 。

令 和 5 年 度  青少年健全育成事業計画

年 月 主 な 事 業

・ 社会を明るくする運動講演会

・ 町 内 パ ト ロ ー ル ( 夜 間 )

・宿泊体験活動

・ 町 内 パ ト ロ ー ル ( 夜 間 )

・ 子 ど も 広 場

・ 青少年の主張発表会

・ 情 報 機 関 誌 「 ら し ん ば ん 」 発 行

5 年 7 月

8 月

6 年 1 月

3 月
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久御山町青少年健全育成協議会組織図

【委員構成団体】« 委員は学校、 各種団体、 機関等の代表者で構成»

〇社会教育関係団体

( 3校区青少協代表、 中 学 校 P  T A 代 表 、  町 P  TA連絡協議会代表)

〇 学 校 関 係 教 職 員

( 3小学校教頭、中学校教頭、高校生徒指導部長)

〇 学 識 経 験 者
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1 社会体育組織・関係団体

久御山町のスポーツ振興・推進を図る組織として、久御山町スポーツ推進委員会及

び久御山町スポーツ協会並びに指定管理者の公益財団法人久御山町文化スポーツ事

業団が中心となっています。

公 益 財 団 法 人 久 御 山 町 文 化 ス ポ ー ツ 事 業 団 ( 平 成 1 1 年 設 立 ) は 、 平 成 1 8 年 度 か ら

指定管理者として地域住民の文化・スポーツの振興と文化・スポーツ施設の管理運営

を 行 つ て い ま す 。

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 会 ( 昭 和 4 1 年 設 立 ) は 、 生 涯 ス ポ ー ツ の 推 進 ・ 普 及 に 係 る

ス ポ ー ツ 実 技 の 指 導 や ス ポ ー ツ に 関 す る 指 導 ・ 助 言 を 行 い 、  久 御 山 町 ス ポ ー ツ 協 会

(昭和63年設立) は、 体育団体の競技力の向上と住民の健康の増進及び親陸と調和

を 図 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。

本町の社会体育事業にっいては、 それぞれの組織がお互いに連携を保ち合いながら

有機的なっながりを持つて、 ス ポ ー ツ 事 業 等 と の 内 容 の 充 実 と 振 興 ・ 推 進 を 図 つ て い

ます。
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2 令和5年度社会体育事業計画

〇出前教室

事 業 名 時 期 場 所 対 象

ドッジボール出前教室

(前期)

4月中旬̃5月下句

※ 各 校 2 回
町内各小学校 小 学 4 ̃ 6 年 生

ド ッ ジ ボール出前教室

(後期)

2 月 ̃ 3 月 中

各 校 1 回
町内各小学校 小 学 3 ・ 4 年 生

※ 次 年 度 に 向 け て の 出 前 教 室 を 2 ̃ 3 月 に 行 う

〇大会等

事 業 名 時 期 場 所 対 象

ドッジボール大会

令 和 5 年 度  第 1 回

ス ポ ー ツ に 親 し む 日

6 月 1 7 日  (士)

午 前 9 時 ̃ 正 午

6 月 2 4 日  (土)

午 前 9 時 3 0 分 ̃ 正 午

総合体育館

総合体育館

小 学 4 ̃ 6 年 生

町 内 在 住 ・ 在 勤

・ 在 学 者

第 5 7 回

久御山町民運動会

令 和 5 年 度  第 2 回

スポーツに親しむ日

ドッジボール大会

9 月 2 4 日  (日)

午 前 9 時 ̃ 正 午

1 1 月 2 5 日  (土)

午 前 9 時 3 0 分 ̃ 正 午

3 月 2 日  (土)

午 前 9 時 ̃ 正 午

中央公園

総合体育館

総合体育館

住民

町内在住・在勤

・ 在 学 者

小 学 4 ̃ 6 年 生
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3 スポーツ推進委員名簿

( 令 和 4 ̃ 5 年 度 )

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 高 月  裕 子 委 員 東 恵

職務代理 奥 野  降 信 // 國 保  三千代

委 員 大 荒  忠 彦 // 山 田  悦 世

// 中 瀬  由香里 // 谷 本  旭 洋

// 中 務  眞 二 // 井 阪  純 子

// 稲 内  敬 時 // 森 安津子

// 湯 澤  陽 子

4 学校体育施設の利用状況

( 単 位 : 件 数 )

30年度 元年度 2 年 度 3 年 度 4 年 度

御
牧
小

体 育 館 322 365 198 275 292

グ ラ ウ ン ド 125 111 97 114 61

佐
山
小

体 育 館 183 305 248 214 321

グ ラ ウ ン ド 153 145 132 115 147

東
角
小

体 育 館 332 275 270 169 296

グ ラ ウ ン ド 232 228 215 161 217

久
御
中

体 育 館 295 275 216 300 275

グ ラ ウ ン ド 0 0 0 0 0
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5 久御山町スポーツ協会

久御山町スポーツ協会は、 昭 和 6 3 年 9 月 に 発 足 し 、  34年目を迎えています。

現在、 体 育 振 興 会 と ス ポ ー ツ 団 体 協 議 会 を 核 と し て 1 6 団 体 で 構 成 さ れ 、  町民の体

育・スポーツの普及振興において中心的な役割を果たしています。

体育振興会は、 久御山町体育振興会と3校区体育振興会が統合し、 地域における体

育・スポーツの振興を目指すとともに、住民相互の健康の保持・増進と親陸を図つて

います。

ま た 、 ス ポ ー ツ 団 体 協 議 会 は 、 現 在 1 5 団 体 で 構 成 さ れ 、 組 織 力 の 強 化 、 ク ラ ブ 団

体の育成を図るとともに、競技別に競技力の向上を目指しています。

なお、 久御山町スポーツ協会は、 (公財)京都府スポーツ協会に所属し、 毎年行われ

る「京都府民総合体育大会」に多くの選手を派遣し、優秀な成績を収めています。

【組織図】

(公財)京都府スポーツ協会

久御山町スポーツ推進委員会 久御山町スポーツ協会 公財)久御山町文化スポーツ事業団

久御山町体育振興会 久御山町スポーツ団体協議会 賛助会員

26自治会
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6 令 和 5 年 度  スポーツ協会事業計画

月 日 事 業 名 会 場

4 月 9 日 ( 日 ) 町総体 卓球大会 久御山町総合体育館

15日 (土) スポーツ協会 総会 久御山町総合体育館

5月14日 (日) 町総体 総合開会式 久御山町総合体育館

21日 (日) 町総体 グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 大 会 久御山中央公園野球場

21日 (日) 町総体 バ ド ミ ン ト ン 大 会 久御山町総合体育館

21日(日)・23日(火) 町総体 ゴルフ大会 宇 治 田 原 カ ン ト リ ー 倶 楽 部

6月11日 (日) 町総体 家庭婦人バレーボール大会 久御山町総合体育館

1 1 日 ( 日 ) 町総体 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 久御山中央公園野球場

2 4 日 ( 土 ) スポーツに親しむ日① 久御山町総合体育館

25日 (日) 町総体 軟式野球大会 久御山中央公園野球場

2 5 日 ( 日 ) 町総体 テニス大会 久御山中央公園庭球場

7 月 2 日  (日) 町総体 ボ ウ リ ン グ 大 会 キ ョ ー イ チ ボ ウ ル 宇 治

9 日 ( 日 ) 町総体 ソ フ ト テ ニ ス 大 会 久御山中央公園庭球場

9 月 3 日  (日) 町総体 剣道大会 久御山町総合体育館

7 日 ( 水 ) 救急救命講習会 久御山町役場

24日 (日) 第57回久御山町民運動会 久御山中央公園野球場

11月25日 (土) スポーツに親しむ日② 久御山町総合体育館

1 2 月 3 日  (日) 町総体 サ ッ カ ー 大 会 久御山中央公園野球場

1月14日 (日)
・21日 (日)

ジ ョ  ギング教室
久御山町役場、
く み や ま マ ラ ソ ン コ ー ス 内

28日 (日) 第33回くみやまマラソン (仮)

3月10日 (日) 町総体 空手道大会 久御山町総合体育館
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チ ャ レ ン ジ ス ポ ー ツ

月 日 事 業 名 会 場

4 月 8 日  (士) バ ド ミ ン ト ン 編 ① 久御山町総合体育館

5月20日 (土) グ ラ ウ ン ド ・  ゴルフ編① 久御山中央公園野球場

6 月 3 日  (士) 卓球編① 久御山町総合体育館

7 月 1 日  (士) バ レーボール編① 久御山町総合体育館

9月16日 (土) バ ド ミ ン ト ン 編 ② 久御山町総合体育館

30日 (士) 卓球編② 久御山町総合体育館

1 0 月 7 日  (士) バ レーボール編② 久御山町総合体育館

11月25日 (土) グ ラ ウ ン ド ・  ゴルフ編② 久御山中央公園野球場

3 月 2 日  (土) サ ッ カ ー 編 久御山中央公園野球場
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1 図書館の概要

(1) 図書館の沿革

久御山町においては、 昭 和 5 4 年 に 開 設 し た  「中央公民館図書室」 の利用が年々増

加 し 、 手 狭 に な っ た た め 、 同 室 を 増 改 築 の う え 、 昭 和 6 1 年 5 月 に 「 久 御 山 町 立 図 書

館」 と し て 独 立 さ せ る と と も に 、 移 動 図 書 館 さ ざ ん か 号 の 運 行 を 開 始 し ま し た 。

平 成 1 1 年 8 月 に は 、 生 涯 学 習 施 設 「 久 御 山 町 ふ れ あ い 交 流 館 ゆ う ホ ー ル 」 内 に 移

転開館し、施設・設備及び蔵書等の充実を図る一方、 祝日開館や平日の開館時間延長

を行うなど利用者ニーズへの対応に努めました。

ま た 、  利用者が年々減少の一途にあった移動図書館は、 平 成 1 4 年 3 月 末 を も っ て

廃 止 す る と と も に 、  平成14年4月からは障害のある人や要介護認定を受けている人

などを対象に図書を自宅まで配送する新しいサービスを開始しました。

平 成 1 6 年 度 か ら は 、 保 健 事 業 と の 連 携 に よ り 、  3 ̃ 4 か 月 児 と 保 護 者 を 対 象 と す

る 「 ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業 」  を実施しています。

さ ら に 、 平 成 1 9 年 3 月 に は 「 久 御 山 町 子 ど も の 読 書 活 動 推 進 計 画 」 、 平 成 2 5 年 3

月には第二次推進計画、 そ し て 平 成 3 1 年 3 月 に は 第 三 次 推 進 計 画 を 策 定 し ま し た 。

令 和 4 年 7 月 か ら は  「読書手帳」 を 配 布 す る な ど 、 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 に お け る 子 ど も

の読書活動の推進に取り組んでいます。

ま た 、 平 成 2 7 年 1 0 月 に は 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 ・ 検

索 シ ス テ ム の 導 入 に よ り 、  よ り 一層のサービスの向上に努めています。

(2)施設の概要

【図書館専用部分】

1 階  開 架 室 ( カ ウ ン タ ー 、 幼 児 ・ 児 童 ・ 一 般 コ ー ナ ー)

対面朗読室

事 務 室 等 ( 事 務 室 、 ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 、 和 室 等 )

閉架書庫等

2 階  閉架書庫等

学習室

お話し室

機械室

( 3 )開館時間

火曜日̃金曜日

土 曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日

( 4 ) 休 館 日

月曜日

1 2 月 2 8 日 ̃ 1 月 4 日

5 0 7 . 2 7 ㎡

9 . 3 6 ㎡

1 1 7 . 9 5 ㎡

2 7 . 1 8 r r i

計 6 6 1 . 7 6 ㎡

1 3 6 . 1 5 ㎡

3 1 . 1 0 ㎡

1 7 . 5 8 ㎡

3 9 . 0 9 ㎡

計 2 2 3 . 9 2 ㎡

総床面積 8 8 5 . 6 8 ㎡

午 前 9 時 3 0 分 ̃ 午 後 7 時

午 前 9 時 3 0 分̃午 後 5 時

・毎月末日 (月曜の時は翌日)

特別整理期間 (館長が別に定める期間)
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2 令 和 5 年 度  図書館事業計画

事業名 実施日 ・ 場 所 実施内容

テ ー マ を 月 毎 に 設 定 し 、  テ ー マ に ち な ん だ 図
書 の 展 示 、 貸 出 を 行 う 。
ま た 、 即 時 の 話 題 に 対 応 す る ミ ニ 展 示 も 行
う 。

テーマ図書展示
年 間

テ ー マ 図 書 架 他

広 報 く  み や ま に よ る 新 刊 書 案 内 や オ ス ス メ 本
掲 載 に よ り 啓 発 を 行 う 。
子どもの読書活動を推進するため 「読書手
帳 」 を 配 布 す る 。

読書啓発活動 年 間

f i:月 1 回  ( 主 に 第 4 上 曜 日 )

午前10時30分̃11時
お話し室

幼児 ・ 児意.を対象に、 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア が
絵本・紙芝居等の読み聞かせを行う。

お は な し 会

お り が み の 会
年 3 回

ゆ う ホ ー ル ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム

不 節 を 感 じ る 作 品 や 絵 本 に ち な ん だ 作 品 を ,t斤
り 、 関 連 図 書 等 の 紹 介 ( ブ ッ ク ト ー ク ) を 行
う o

子育て支援課と連携し、 3 ̃ 4 か 月 児 健 診 時
に 、 絵 本 の 読 み 聞 か せ を 行 い 、 ブ ッ ク ス タ ー
ト パ ッ ク  (絵本・おすすめの絵本紹介冊子・

子 育 て 情 報 パ ン フ レ ッ ト 等 ) を 配 布 す る 。

ブ ッ ク ス 夕 ー ト
毎 月 1 回

町 保 健 セ ン タ ー

子育て支援事業への協力
毎 週 1 回

あ い あ い ホ ー ル

子育て支援課が実施する 「絵本を楽しむ日」
へ の 協 力 と し て 、 絵 本 の 読 み 聞 か せ 等 を 行
う 。

子育て支援課が実施する 「パパ&ママ教室」
事業への協力と して、 妊娠に関する絵本の読
み聞かせ及び出産後の図書館との関わり等の
説 明 を 行 う 。 ま た 、 参 加 親 子 へ の 読 み 聞 か せ

も 行 う 。

年 8 回
町 保 健 セ ン タ ー

保健事業への協力

毎 月 1 回
町 保 健 セ ン タ ー

子育て支援課が実施する3歳児健診時に、 絵
本紹介冊子を配布する。

学 校 と の 連 携 に よ る 子 ど
もの読書活動の推進

子どもの読書活動の推進のため、 読書啓発事
業への職員派遣、 図書の団体貸出等を行う。
ま た 、  学校司書等との連絡会を実施する。

年 間

図書館講座
年 3 回

ゆ う ホ ー ル ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 他

子どもの読書活動推進のための講座をはじ
め 、 暮 ら し に 役 立 ち 図 書 館 を よ り 便 利 に 活 用
し て も ら え る よ う 講 座 を 実 施 す る 。

図 書 配 送 サ ー ビ ス
年 間

( 配 送 日 : 毎 週 火 ・ 金 曜 日 )
障音等により図書館利用が困難な人を対象に
図書の自宅等への配送を行う。

「了- ど も 読 書 本 の し お り
コ ン テ ス ト 」 巡 回 展 示

4 月 6 日  (木) ̃ 9 日  (日)
ゆ う ホール展・不、コーナー ・ 図 書 館 内

京都府図書館等連絡協議会主催の第11回コ ン
テ ス ト の 入 賞 作 品 の 展 示 を 行 う 。

図書展示
4月22日 ( 土 ) ̃ 5 月 1 4 日  (日)

お た の し み 会
5 月 7 日  (日)

「子ども読書の日」 ( 4 月 2 3 日 ) を 記 念 し 、
図書展示やおたのしみ会を行う。

「子ども読書の日」
記念行事

10



事業名 実施日 ・ 場 所 実施内容

図 書 リ サ イ ク ル フ ェ ア 6月17日 ( l 1) ・ 1 8 日  (日) 除籍図書の無償提供を行う。

中学生職場体験学習受入 7 月 4 1::i ( 火 ) ̃ 6 1::i (木) 中学校生徒の職場体験学習を受け入れる。
(久御山中学校)

夏 の ス タ ン プ ラ リ ー

資 料 の 貸 出 等 に よ り ス 夕 ン プ を 押 印 し 、  ス タ
ンプがたまった人には抽選で粗品を進呈す
る。

7 月 1 日  ( t1 ) ̃ 8 月 3 0 日  (水)

7月27日 (木)
図書館内

ゆ う ホ ー ル ポ ラ ン テ ィ ア ル ー ム

4年生以上の児童で希望者 ( 4 名 程 度 )  を対
象 に 、 図 書 の 貸 出 ・ 返 却 及 び 装 備 な ど 、 図 書
館 業 務 の 体 験 学 習 を 行 う 。

子 ど も 一 日 図 書 館 員

夏のおたのしみ会
8 月 6 日  (日)

ゆ う ホ ー ル 交 遊 室

幼児 ・ 児童及び保護者を対象に、 読み聞かせ
や パ ネ ル シ ア タ 一 等 を 行 う 。

ぬ い ぐ る み の お と ま り 会

お 気 に 入 り の ぬ い ぐ る み と 一 結 に お は な し 会

に 参 加 し て も ら い 、  その後ぬいぐるみだけ図
書館に一泊する。 図書館での様子を写真に撮
り 、 翌 日 お む か え の 際 に 写 真 等 を プ レ ゼ ン ト
し、 おすすめの絵本等を紹介する。

10月21日 (土)
お 話 し 室 / 図 書 館 内

読書週間行事
1 0 月 2 7 日 ̃ 1 1 月 9 日 の 「 読 書 週 間 」 、 1 1 月 1
日 の 「 古 典 の 日 」 を 記 念 し て 図 書 展 示 等 を 行
う o

1o月下旬̃11月

ク リ ス マ ス 企 画
「 図 書 館 か ら メ リ ー ク リ ス マ ス ! 」  と し て 、

図 書 ・ 雑 誌 を 借 り て い た だ い た 方 に 抽 進 で 粗
ロii, ( 雑 誌 の 付 録 カ レ ン ダ 一 等 ) を 進 呈 す る 。

12月22日 ( 金 ) ̃ 2 4 日  (日)

雑 誌 リ サ イ ク ル フ ェ ア 2月17H (士) ・ 1 8 H  ( H ) 除籍雑誌の無償提供を行う。

春 の お た の し み 会
3月20日 ( 水 ・ 祝 )
ゆ う ホ ー ル 交 遊 室

幼児・児童及び保護者を対象に人形劇の上演
及び絵本の読み聞かせ等を行う。
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3 令和4年度 蔵書冊数・利用状況
0 蔵 書 冊 数 ( 単 位 : 冊 )

< >

分類区分 一般図書 児堂図 書
0 総 記 2, 021 ,153

1 哲 学 3 ,823 409

2 歴 史 8, ,182 2 , 090

3 社会科学 13,852 2 ,226

'1 自然科学 6, 888 3 , 619

5 技 術 10, 183 1, 398
6 産 業 3, 378 929
7 芸 術 7,728 2 , 092
8 1 i 五

口 'ロ 1, 282 626

9 文 学 38, 380 16 , 547
郷土資料 ,178 7

参 考 2 ,049 552

絵 本 15 , 935

紙芝居 1 ,002

(1' 書 57 363

合 計 98, 601 48 , 248

総 計 1,16,8,19

〇 利 用 状 況 ( 単 位 : 冊 、 点 )
< >

< そ - の 和 の 管 料 >

A V 資 料 資 料 数 ( 点 )
ビデオ 1 , 199
D V D 1 ,363

C D 2 , 819

カ セ ッ ト 451

合 計 5 , 832

8 4 タ イ ト ル )

総 管 料 数  154 、 809 点
(新日判を除く)

開館H数 一 般 図 書 児 liEi図書 雑誌 Av資料 合 計

4 月 21 2,216 1,431 460 258 4,365

5 月 25 2,336 1,619 487 320 4,762

6 月 25 2,369 1,755 490 288 4,902

7 月 26 2,870 2,795 594 318 6,577

8 月 25 3,110 3,040 603 317 7,070

9 月 25 2,667 2,213 480 312 5,672

10月 26 2,594 2,182 551 291 5,618

11月 24 2,377 1,870 554 232 5,033

12月 23 2,384 1,697 484 229 4,794

1 月 22 2,181 1,818 479 220 4,698

2 月 23 2,507 1,870 479 260 5,116

3 月 26 2,775 1,971 526 281 5,553

合 計 291 30,386 24,261 6,187 3,326 64,160

月平均 24 2,532 2,022 516 277 5,347

>

団体貸出 3 , 714

相互貸倍(貸1l1) 726

合 計 '1, '1'10

12

年 度 貸出資料数

平成29年度 86 ,319

平成30年度 84 , 123

令和元年度 74 , 684

令 和 2 年 度 62 , 875

令 和 3 年 度 63,996

令 和 4 年 度 68 , 600



4 図書館指数

〇住民1人当たりの貸出冊数

〇登録率

〇登録者1人当たりの貸出冊数

〇住民1人当たり の蔵書冊数

〇蔵書回転率

貸出冊数/人 ロ =3.7冊

(町内) 登録者数/人 ロ X100 =76.8%

(蔵書冊数は一般図書と児童図書の合計です。

13

貸出冊数/登録者数=4.5冊

蔵書冊数/人 ロ =9.5冊

貸出冊数/蔵書冊数 =0. 4回
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1 中央公民館について

住民一 人一人が自己の充実と生活の質を高める生涯学習を推進するため、 学 習 機 会 ・

学習環境の整備と充実及び情報の提供を行うことを目的に設置され、 昭和50年11月にオ

ープ ン し ま し た が 、  令 和 2 年 9 月 末 日 で 閉 館 と な り ま し た 。

①公民館利用状況

月

平成28年度 平成29年度 平成3o年度 令和元年度 令 和 2 年 度

件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 イ年数 人員

4 104 1 552 72 1 126 79 1 2 8 2 76 993 3 26

5 125 3 122 106 3 1 8 9 121 3 6 7 5 94 1 6 3 1 0 0

6 123 2 115 104 1 945 108 1 434 90 908 74 568

7 113 1 4 7 7 125 2 5 7 9 76 789 144 1 6 5 0 85 595

8 131 2 135 121 2 2 ,19 97 1 5 0 ,1 138 2 0 7 3 6,1 533

9 116 1 7 9 21 110 1,597 92 1 0 1 31 110 1 0 3 01 112 1 2 7 51

10 213 2 5 6 41 168 2 4 7 41 135 1 2 5 91 131 967

9
月
末
日
で
閉
館

11 220 9 9 1 4 164 7 1 4 51 157 7 9 8 81 168 4 4 0 91

12 109 1 2 7 61 106 1 8 1 81 95 930 149 1 1271

1 165 3 7 2 81 152 3 3 ,181 113 3 0 0 ,11 150 3 2 5 31

2 152 2 9 5 2 122 3 3 0 91 106 1 2 6 21 96 792

3 115 1 8 2 11 124 2 0 2 21 82 1 0221 33 136

計 1 6 8 61 3 4 4 4 81 1 4 7 41 3 2 8 0 11 1 2 6 11 2 5 1 6 21 1 3 7 91 1 8 9 6 91 338 l 2,997
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②令和5年度 文化サークル一 覧

サ - ク ル 名 内 容 、活 動 日 時 事録者数

久御山ハーモニー 合 唱 毎週木曜H 午前1o時 ̃ 午 後 1 時 20名

ク ッ ク ピ ー ブ ル
調 理

(ホ'ランティア)
第 4 火 曜 日  年 前 9 時 ̃ 年 後 3 時 13名

バ ン サ ー ク ル パ ン 作 り 第 3 月 曜 日  午 前 9 時 3 0 分 ̃ 午 後 1 時 3 0 分 7 名

SWING HEART' s 軽音楽 第 1 ・ 3 ・ 4 十 : 曜 口  午 後 6 時 ̃ 午 後 1 0 時 1o名

大正琴 すみれ 大正琴 第 1  ・ 3 土 曜 日  午 後 1 時 ̃ 午 後 5 時 14名

楽書会 書 道 第 2 ・ 4 木 曜 l l  午 後 1 時 ̃ 午 後 5 時 11名

絵 手 紙 サ ー ク ル  ひ ま わ り 絵手紙 第 1 金 曜 日  午- 後 1 時 ̃ 午- 後 5 時 12名

久御ll1 'f真同好会 1Ji. 真 第 2  日曜日 午 前 9 時 3 0 分 ̃ 午 後 0 時 3 0 分 1o名

美好会 絵 画 第 3 上 曜 日  午 前 9 時 ̃ 正 午 18名

茶 道 サ ー ク ル 茶 道 第 2 ・ 4 火 曜 日  午 後 1 時 ̃ 午 後 4 時 7 名

画 友 ク ラ ブ 絵 画 第 1 月 曜 口  午 後 2 時 ̃ 午 後 4 時 12名

f人御山町ピアノ 同好会 ピアノ 第 2 ・ 4 月 曜 日  ノ 1 前 1 0 時 ̃ 正 ノ 1 1o名

久御山町英会話サークル 英会話 第 2 ・ 4 火 曜 口  午 後 6 時 ̃ 午 後 1 0 時 8 名

デ ジ カ メ ク ラ ブ  久写御 写 真 第 4  日曜日 正午- ̃ 午- 後 5 時 1 o名

京都府女性の船
久御l l 1ブロツク

学 習 第 3  目曜目 午 前 9 時 3 0 分 ̃ 正 午 9 名

陶遊会 陶 芸 第 2 ・ 4 金 曜 日  午 後 1 時 ̃ 午 後 5 時 14名

陶云 ク ラ ブ 陶 云 空 1 火品 年 後 1 時 ̃ 年 後 4 時・ 日
1o名

木曜会 陶 芸 木曜 n 午 後 7 時 ̃ 午 後 1o時 11名

花 の 会
フラヮー

アレンジメント
第 2 火 曜 日  午 前 9 時 ̃ 正 午 12名

Pa i n t i n g  Bee ト・ ールべイント 第 1  ・ 3 火 曜 日  午前9時30分̃午前11時30分 11名

手 語 サ ー ク ル  い ち ご 手 語 第 1  ・ 3 水 曜 日  午 後 7 時 3 0 分 ̃ 午 後 9 時 3 0 分 8 名

※ 令和 2年10月 か ら 文 化 サー クル活動の拠点施設をふれあい交流館ゆ う ホール等へ移転
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2 ふれあい交流館ゆうホールの概要

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、  幅広い年齢層の方が 「学び、 遊び、 集 う 」  こ と が で き る

生涯学習施設として、平成11年8月にオープ ン し ま し た 。

ホ ー ル や 会 議 室 な ど を 有 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー の 役 割 を は じ め 、  子育てに

ついての相談ができる教育相談室や視聴覚教材鑑賞機能を備えた町立図書館との複

合 施 設 と な っ て い ま す 。

ま た 、  ボランティアグループや各種文イヒサ ー ク ル 等 の 活 動 拠 点 に も な っ て い ま す 。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

名 称 久御山町ふれあい交流館ゆうホール

所 在 地  久御山町佐古外屋敷235番地

敷地面積 3,637. 82㎡

建築面積 1,452.58rrf

床 面 積  3,014.72㎡ 内訳 地 下 1 階  13.51 rri ' (ポンプ室)
地 上 1 階  1,359.47㎡

2 階  926.98rri
3 階  612.91ni
4 階  101 . 85 r r i (天体ドーム)

(6) 施設内容

【 1 階 】
町立図書館、事務室、喫茶店、淡水魚鑑賞池、歴史展示コーナー

【 2 階 】
交 流 ホ ー ル ( 収 容 人 数 2 4 0 人 、 可 動 座 席 2 0 8 席 ) 、 ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム 、
教育相談室、町立図書館(学習室、おはなし室)

【 3 階 】
視 聴 覚 室 、 メ デ ィ ア 工 房 、 交 遊 室 、 創 作 活 動 室 、  ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム

【 4 階 】
天 体 ド ー ム 、  屋上天体観測スペース

※太陽光発電 10kwh
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①ゆ う ホール利用状況

月

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令 和 4 年 度

件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

4 118 1 7 3 51 142 2 3 9 21 21 149 110 1 1 7 31 129 1 6 7 6

5 134 1 6 7 91 126 2 1 0 11 5 39 0 0 129 1 2 5 6l

6 135 1 8 9 51 128 2 3 7 91 101 1 1 6 91 45 540 151 1 8 0 31

7 135 1 7 6 11 142 2 4 2 41 134 1 8 3 81 154 1 7 9 71
164 2 1 1 9

8 114 1 6 3 61 124 1 6 4 01 105 841 84 1 0 9 61 137 1 7 1 31

9 135 1 9 1 51 140 2 8 0 01 124 1 2 1 71 0 0 152 1 8 7 3l

10 128 1 4 6 91 139 1 9 5 21 155 1 9 9 4l 166 1 8 3 1l 150 1 9 6 7

11 129 1 6 4 81 128 1 8 4 81 148 1 9 4 3l 160 1 9 0 91 185 2 9 5 81

12 128 1 9 0 51 124 2 6 1 71 146 1 8 2 2l 135 1 9 5 9l 145 2 0 4 61

1 121 1 8 0 61 129 2 4 7 7l 131 1 4 7 51 141 1 5 4 11 131 1 6 1 21

2 125 1 8 0 11 140 2 0 0 91 139 1 4 2 51 148 1 3 4 91 148 1 7 7 81

3 154 2 5 2 11 76 450 161 2 1 6 01 163 1 8 1 01 162 2 2 3 91

計 l 1,556 l 21,771 l 1,538 l 25,089 l 1,370 l 16,072 l 1,306 l 15,005 l 1,783 l 23,040
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3 総合体育館の概要

近年のスポーツ人口の増大に伴い、 よ り一層のスポーツの振興や住民の健康と体力

づ く り に よ る 生 涯 ス ポ ー ツ の 町 づ く り を 進 め る た め 、  平 成 4 年 5 月 に オ ー プ ン し ま し

た。

(1) 名 称 久御山町総合体育館

(2) 所 在 地  久御山町市田新珠城313番地

(3) 教地面積 5,355.32㎡

(4) 建築面積 2,528.34 ni

(5) 床 面 積  3,833.37㎡ 内訳 1 , 3 3 5 . 1 0 ㎡ ( 1 階 )
1,940.65㎡ ( 2 階 )

466.94㎡ ( 3 階 )
7 9 . 0 6 ㎡ ( P H 1 階 )
11.62㎡ (PH2階)

(6) 施設内容
【 1 階 】

サ ブ ア リ ー ナ ( 1 3 m X 2 3 m ) 、  ト レ ー ニ ン グ ル ー ム ( 1 2 m X 1 9 m )
ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 、 事 務 室 、 会 議 室 ( 2 室 )
更衣室、 ト イ レ 、 エ レ ベ ー タ ー

【 2 階 】
メ イ ン ア リ ー ナ  (W32mXD46mXH11m)
放 送 室 ・ 控 室 ( 各 1 室 ) 、  ト イ レ  他

【 3 階 】
観客席(184席)

(7) 施設の利用状況

s メ イ ン
ア リ ー ナ

サブ
ア リ ー ナ

ト レ ー ニ ン グ
ルーム

(登録者数)

ミ ー テ ィ ン グ
ル ー ム 合 計会議室

平成30年度 3 7 6 0 01 2 1 9 5 31 8,785(181) 3 4 2 71 1,129 72,894

令和元年度 3 5 0 9 11 2 0 4 6 61 7,376(141) 3 1 2 81 763 66,824

令 和 2 年 度 1 6 4 4 91 152481 4,505(72) 1 5 5 31 322 38,077

令 和 3 年 度 1 5 8 3 11 1 3 3 3 81 4,131(70) 1 0 6 21 315 34,677

令 和 4 年 度 2 6 9 7 01 1 9 9 0 7l 5,825(101) 2 2 4 11 689 55,632
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4 町民プールの概要

競泳プール、 幼児プール、 流水プール等を備え、 住 民 の レ ジ ャ ー 、  体力づく り

に 幅 広 く 親 し ん で も ら え る 施 設 と し て 、 昭 和 6 1 年 7 月 に オ ー プ ン し ま し た 。

(1) 名 称

(2) 所 在 地

(3) 設備概要

(4) 開設期間

(5) 利用料金

(6) 利用者数

久御山町民プール

久御山町市田新珠城333番地

5 0 m プ ー ル / 水 面 積
流水プール/水面積
幼児プール/水面積
管 理 棟 / 床 面 積

そ の 他 / ロ ツ カ ー
更衣室

750.00㎡ (50mX15m・ 7 コ ー ス )
793 . 89㎡(150mX5m・変形)
118.75㎡

340. 8 6 ㎡ ( 1 階 )
4 3 . 2 0 ㎡ ( 2 階 )

680個
16室

7 月 1 5 日 ̃ 8 月 3 1 日  午 前 1 0 時 ̃ 午 後 5 時
(7月13日又は7月14日が土曜日の場合には当該土曜日)

- 般
高校生
小 ・ 中 学 生
幼 児 ( 4 ・ 5 歳 )
乳 幼 児 ( 3 歳 以 下 )

500円
300円
200円
1oo円
無料

区 分

- 般

高 校 生 ※小中学生 ※幼 児 3 歳 未 満 合 計

平成30年度 13,367 292
11,418 3,343

2,654 34,016
2,942

令和元年度 11,462 208
10,347 2,719

2,072 29,360
2,552

令 和 2 年 度 0 0
0 0

0 0
0

令 和 3 年 度 0 0
0 0

0 0
0

令 和 4 年 度 1,557 36
397 59

246 5,156
2,861

※小・中学生及び幼児の上段は、有料入場者数で、下段は無料入場者数(ふれあい券)です。
※令和2年度、 3年度は、 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、 開設しませんでした。
※令和4年度は町内在住者に限定し7月20日̃8月31日まで開設しました。
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5 屋外体育施設の利用状況

〇木津川河川敷運動広場、平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

野 球 場 38 50 84 85 89

府 野 球 場 46 107 137 181 177

球 技 場 162 87 97 45 68

※平成29年度は、 台風による冠水のため、 野球場は、 8 月 8 日 か ら 、  球技場は、 10月24日
か ら 翌 年 3 月 末 ま で 使 用 禁 止 で し た 。

※平成30年度は、大雨・台風による冠水のため、野球場は、 7 月 7 日 か ら 翌 年 3 月 末 ま
で、球技場は、10月から11月末まで使用禁止でした。

※令和元年度は、 台風による冠水のため、 野球場は、 10月12日から翌年3月末まで、 球技
場は、 10月12日から翌年2月末まで使用禁止でした。

※令和2年度は、台風による冠水のため、野球場は10月10日から11月末まで、球技場は10
月10日から10月30日まで使用禁止でした。

〇久御山中央公園等、平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

野 球 場 841 803 671 361 512

庭 球 場 2,919 2,658 2,031 1,684 2,045

町 民 プ ー ル 庭 球 場 532 499 589 445 552
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公益財団法人久御山町文化スボーツ事業団組織図

( 令 和 5 年 6 月 1 日 現 在 )

理事会

理 事 ( 9 名 )

公益財団法人久御山町文化スボーツ事業団役員名薄

( 令 和 5 年 6 月  20 日現在)

役職名 氏 名 役職名 氏 名

理事長

専務理事

林 勉

川 崎 治 道

理 事

//

尾 l1商; 収 二

大 田 茂 樹

理 事 松 本 洋四郎 // 山 根 みゆき

//

//

山 本 悦 三

高 月 裕 子

監 事

//

川 l1l新 隆 治

中 西 勝

// 山 ロ 吉 広
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令 和 5 年 度  公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団事業計画

1 基本方針

地域住民の文化・スポーツの振興と活力ある地域社会の創造を日的とした調査・

研究と各種事業の企画・実施及び地域住民との有機的連帯を図りながら、合理的な

関連各施設の管理運営を図る。

2 事業計画

( 1 )文化創造事業

1 男の料理教室

2 手 づ く り ア ロ マ 教 室

3 中医学教室

4 ちぎり絵教室

5 寄せ植え教室

6 樹 木 ウ ォ ッ チ ン グ 教 室

7 レトロ音楽教室

8 食文化講座

9 おうちごはんの達人

10 手作りお菓子教室

11 きもの着付け教室

12 お 茶 セ ミ ナ ー

13 コ ー ヒ ー セ ミ ナ ー

14 スマホ相談会

15 加工食品教室

16 親子お菓子づくり教室

17 音 楽 出 前 コ ン サ ー ト

18 子 ど も フ ェ ス タ

19 幼 児 か ら の も の づ く り 教 室

20 小学生(親子)科学教室

21 親子で天体教室

22 親子でデイキャンプ

23 夏休み工作教室

24 小 学 生 も の づ く り 教 室

25 博物館見学ツアー

26 小学生フラワーアレンジメント教室

27 木津川観察会

28 身近な野鳥観察会

29 歩き速足

30 陶芸チャレンジ教室

31 お絵かき教室

32 プランターで野菜を作る教室

33 週末の星空観察会

34 大 人 も の づ く り 教 室

35 大 人 も の づ く り 教 室 ( 夜 間 開 催 )

36 フ ラ ワ ーア レ ン ジ メ ン ト 教 室

37 名作ビデオ鑑賞会

38 文化施設見学会

39 童謡を楽しむ会

40 脳 若 返 り プ ロ ジ ェ ク ト

41 優秀映画鑑賞事業

( 2 )  健 康 づ く り 事 業

1 ョ ガ ・ ス ト レ ッ チ 教 室 ( 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 季 )

2 ョガ教室(夜問の部)

3 ピ ラ テ ィ ス 教 室 ( 前 ・ 中 ・ 後 期 )

4 ピ ラ テ ィ ス 教 室 ( 夜 間 の 部 )

5 ェ ア ロ ビ ク ス & ナ チ ュ ラ ル ェ ク サ サ イ ズ 教 室

6 健康エクササイズ教室(夜間の部)

7 体 幹 ト レ ー ニ ン グ 教 室

8 体 幹 ト レ ー ニ ン グ 教 室 ( 夜 間 の 部 )

9 トレーニング機器使用講習会&相談日 (午前・夜間の部)

1o 幼児体操教室

11 キ ッ ズ ダ ン ス 教 室

12 小学生サッカー教室

13 小 学 生 バ ド ミ ン ト ン 教 室

14 小学生バレーボール教室

15 小 学 生 ソ フ ト テ ニ ス 教 室
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16 小学生フットサル教室

17 小 学 生 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 教 室

18 小学生卓球教室

19 ランニング教室

20 フ ラ ダ ン ス 教 室 ( 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 季 )

21 フ ラ ダ ン ス 教 室 ( 夜 間 の 部 )

22 健 康 体 操 教 室 ( 前 ・ 中 ・ 後 期 )

23 体育館開放スポーツデー

24 スポーツに親しむ日 (町共催)

( 3 ) 受 託 事 業

ふれあい交流館ゆうホール、総合体育館、町民プール、中央公園野球場等の文

化スポーツ施設の指定管理者としての管理運営
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教育機関等所在地 125





教育機関等所在地

名 称 所 在 地 電 話 F A X

久御山町役場 久御山町島田ミスノ38番地
(075)6316111
(0774)450001

632-1899

久御山町島田ミスノ38番地
・学校教育課

gakkyo@town.kumiyama.1g. j p

(075)631-9974
(0774)45-3917

久御山町教育委員会 631-6129

・生涯学習応援課
shogai@town.kumiyama.1g. j p

(075)6319980
(0774)453918

久御山町ふれあい交流館
ゆ う ホ ー ル

久御山町佐古外屋敷235番地 (0774)450002 465610

久御山町立図書館 久御山町佐古外屋敷235番地 (0774)45-0003 46-5690

久御山町教育相談室
(ふれあい交流館

ゆ う ホ ー ル 2 階 )
久御山町佐古外屋敷235番地 (0774)46-5640 46-5640

久御山町民プール 久御山町市田新珠城333番地 (0774)450900

久御山町総合体育館 久御山町市田新珠城313番地 (0774)443700 442203

み ま き こ ど も 園 久御山町相島曽根東10番地 (075)6314531 6314531

さ や ま こ ど も 園 久御山町佐古田中2番地 (0774)438644 438644

と う ず み こ ど も 園 久御山町佐古清水96番地2 (0774)444966 444966

御牧小学校 久御山町相島曽根19番地 (075)6312275 6310046

佐山小学校 久御山町佐古内屋敷56番地 (0774)431717 431737

東角小学校 久御山町佐古東角12番地 (0774)438645 438647

久御山中学校 久御山町坊之池高河原 7 番 地 (075)6317207 6317246

府立久御山高等学校 久御山町林北畑 (0774)439611 439619

御牧仲よし学級 久御山町相島曽根19番地 (075)6310755 6310755

佐山仲よし学級 久御山町佐古内屋敷56番地
(0774)44-4255
(0774)46-1273

444255

東角仲よし学級 久御山町佐古東角12番地
(0774)44-5987
(0774)45-4850

445987

旧山田家住宅 久御山町東一口35番地
久御山町教育委員会

生涯学習応援課

京都府山城教育局 京田辺市田辺明田1番地 (0774)62-0008 l 62-9207
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入 往P 山 町 の 差 女:育 '

令一 ラF口 5 中 廣

令 和 5 年 1 2 月  発行

久御山町教育委員会


